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あとがき







プロローグ-phase preoperative-







　部室のドアを開けると、そこには見知らぬ女子が包丁を手に立っていた。


「……」


　数すう瞬しゆん固まってから、がらがらがら、と浩こう介すけは無言でドアを閉める。頭上のプレートを見上げてみるが、そこにあるのはやはり《医術部》の三文字。自分が数日前に入部した部活動（の皮を被かぶった何か）の名前に間違いない。眼前にあるドアは真新しく、その真新しさはそれがつい最近取り付けられたものであることを証明している。どうして新しく取り付けられたかと言えば、それは浩介がこの部に入ることになったあの事件の最中にドアが壊されていたからで──つまるところ、やっぱりここが医術部の部室であることに疑う余地はない。


　とすると、だ。


「……見間違い、だな。うんうんそうだきっとそうだ。やばいな俺、疲つかれてんのかなー」


　照れ隠かくしのように乾いた笑みを浮かべつつ、もう一度がらりとドアを開けてみる。ちーす、といつものように適当な挨あい拶さつをしながら部室を見回し、


　──やはり、固まる。


（いるーッ!?　いるいる、マジでいらっしゃいますよ!?　なんだかおかしなヤツが！）


　胸中で絶叫。顔は引き攣つった笑みのまま動かせない。


　浩介がもう一度入ってくることを予期していたのか、今度はその謎なぞの女子とばっちり視線が合ってしまっていたからだ。


　背丈は藍あい坂さか素す敵てきと匹敵するほどに低い。髪は短めで、毛先が不ふ揃ぞろいに撥はねている。色素の薄い色白な肌。腕や足の何ヵ所かには可愛かわいらしい絆ばん創そう膏こうが貼はられており、さらに右手の中指と左の太ふと股ももにはその肌と同化するように白い包帯が巻かれていた。身に纏まとう制服は基本的にスタンダードなものだが、スカート丈はかなり短く、少し跳ねただけで見えてはいけないものが簡単に見えてしまいそうだ。いや、今はそんな外見情報などどうでもいい。


　問題なのは、目だ。


　どこか冷たく、無感情な瞳。この世のものではない何かを虚うつろに見つめているかのような、人としての大事な何かを凍こおらせてしまっているような──そう、まるで、心を失った人殺しのような、温度の感じられない無機の視線。


　そして彼女の手中には依い然ぜんとして包丁がある。鋭い鋼はがねの輝きを放っている。


　下へ手たに動けばどんな反応が返ってくるかわからない。だから表情すらも動かせない。だが何もしないままでいいのか。逃げよう、そうだ逃げるんだ。いや待て下手に動くな。刺激するな。背中を見せた瞬間に襲おそいかかってくる可能性もゼロではなく──


　などと浩こう介すけが必死にぐるぐると思考を巡らせていたときだった。


「……」


　今まで無言だった少女が、やはり包丁を携たずさえたまま、一歩。


　殺される！　と浩介は反射的に身を固くする。愚おろかなことだとはわかっていたが、本能で目を閉じてしまった。駄だ目めだ殺されるこれは本当に殺される。あれがブッスリ腹に刺さってぐしゃぐしゃ搔かき回されて俺がなんか悪いことをしたか今月二度目じゃねぇか畜ちく生しよう誰かお助け。


「……。……。……？」


　予想に反し、いつまで経たっても自分の身体からだに痛みは走らなかった。恐る恐る目を開けてみる──と、見えたのは、浩介から視線を外した少女がテーブルのほうに近付いていく姿。怪け訝げんな心持ちで浩介は彼女の動きを目で追う。少女は浩介のことなど意に介していない様子でテーブルの前に立ち、そこで動きを止めた。包丁を持っていないほうの手を開いてぺたりとテーブルの上に置き、その手を温度のない目でじっと見つめる。『助かると思った？　これはフェイントよ、希望が絶望に変わる瞬間はいつ見ても最高よねケヒヒー！』とか襲いかかってきそうな気配はない。


（そ、そうだよな……？　勘かん違ちがい、うん、何かの勘違いなんだきっと。この子は人殺しでもなんでもなくて、そう、たまたま部室に来た一般人が落ちてた包丁を拾って置き場を探してたところ、とか……ありうるありうる。結局悪いのはあれだな、包丁とか部室に出しっぱなしにしてた藍あい坂さかだな！　まったくあいつは！）


　ともあれ、彼女が人殺しとか殺人鬼でないのならば恐れることは何もない。ほっと胸を撫なで下ろしつつ、とりあえず話をしてみようと浩介が彼女に近付いたとき。


　彼女が包丁を持ち上げる。部屋の蛍光灯を反射させて輝く刃。そしてそれを、彼女は渾こん身しんの力を込めて振り下ろし──


「おおぃっ!?」


　心臓が跳ねた。自分の身の危険に、ではない。包丁の切っ先が狙ねらっていたのは、テーブルに置かれていた彼女の左手。浩介が止める間もなく包丁の先端は目標に到達し、


　たんっ！


　聞こえたのは固いテーブルの音。包丁が突き立てられたのは、彼女の左手親指の皮を掠かすめたすぐ外側。再び包丁は持ち上げられ、そしてまたすぐに振り下ろされ、


　たんたんたんたんたんっ！


「うぉぉーっ!?　待てお前、止やめろ、何してやがる!?」


　音は止まらない。包丁の動きは止まらない。それを突き立てる位置は振り下ろされるたびに変わっている。親指の外の次は親指と人差し指の間。次はまた親指の外に戻る。今度は人差し指と中指の間──つまるところ、彼女は広げた自分の手、その指の間に高速で包丁を突き立て続けているのだ。浩こう介すけもボールペンとかでそういう遊びはやったことがある。刃物でやっているのもテレビの曲芸シーンとかでは見たことがある。だがそれを目の前で、しかも残像が残るような速度で──プロのパフォーマーよりも上ではないかと思えるほどの高速でやられてはたまらない。浩介が背中に冷や汗を搔かいている間にもさらに音は続き、


　──たんたんたんたんたんたんたんたんたん！


　そして、止まる。


「……ふぅ」


　息を吐はいたのは少女のほうだった。浩介にはそんな余裕もなかった。きっと今は全身に鳥肌が立っているだろう。そしてその吐息が浩介の耳に届くと同時に見えたのは、少女がきゅーっと目を瞑つぶって肩を縮め、さらにぷるりと身体を震わせる姿。それは、たとえるなら──美お味いしいけど酸すっぱいレモンを口に含んだときのような、ずっと我が慢まんしていたトイレにようやく駆け込んで用を済ませたときのような。勿もち論ろん浩介は女子トイレを覗のぞいたことなどないので、後者のは完全なるイメージの話だ。


　まぁとにかく怪け我ががなくてよかった、なぜいきなりこんなデンジャーな行為に及んだのかはわからないがこれでようやく話を──と思いきや、


「今のは、なかなか……七十ポイント。もう一回……追加……」


　肩を震わせていたのはほんの一瞬のことで、少女はすぐに前と同じく平然とした態度に戻っていた。予想外に可愛かわいらしい声でぼんやりと呟つぶやいた少女がもう一度包丁を振り上げるのを見て、浩介は慌あわてて彼女に駆け寄る。二度もそんなことをされてたまるか。


「ちょ、待て、もう止めとけ、危ねぇって！」


　少女の目がそこでようやく浩介のほうを向き、


「それが……いい」


「全然よくねぇーっ!?　見てるこっちが怖いんだよ、心臓が止まるわ！　とにかく禁止！」


「あ」


　強引に少女の手から包丁を奪うばい取る。名残なごり惜おしそうに手を伸ばしてくるが、いけませんこれは私が預かります、とばかりに浩介は包丁を背中に回してそれを拒否。


「……かえして」


「ダメ！」


「……どうして」


「どうしてもこうしても！　とにかくダメなんだよ、なんだお前!?」


　勢いに任せて言うと、そこで彼女のほうも同じ疑問を頭に浮かべたらしい。こくんと首を傾かしげ、その無機物のような目でじっとこちらを見つめてきた。


「だれ……？」


「今更かよ、まぁいいけど。ええと、俺は……」


「あ……おとこ……」


　ぱちぱち、と瞬まばたきしつつ浩こう介すけの身体を上から下まで眺ながめ、それから何かを思いついたような様子で頷うなずきを一つ。


「そ、それも今更だな。確かに俺は男だが、それより──」


「おとこ、なら……ん……別の方法で、チャレンジ」


「いや、だから俺の話をだな──って、おいっ!?」


　先刻と同じように、彼女が唐とう突とつに見せた行動で浩介の心臓が跳ねる。奪っているから当然だが、今度は包丁で指の間をタンタンとかやるのではなく──ただ。


　ただ、彼女は自分のスカートの裾を両手で摘み、それをそろそろと持ち上げ始めたのだ。


　ゆっくりと、もったいぶるように、時間をかけて。浩介の視界に映る白い太ふと股ももの面積が増えていく。細く華きや奢しやな二つの足に挟はさまれた些さ細さいな空間が、まるで異次元へ繫つながる亀き裂れつのような重要すぎる存在感をもって浩介を誘う。その空間の上部限界点には、間違いなくアレがあるのだろう。見えてしまう。もう少しで、あと少しで、見えてしまう──


　少女はあの無機質な瞳でじっと浩介の顔を見つめていた。依い然ぜんとして少しずつスカートを持ち上げながら、軽い上目遣いで、


「まだ……見えない……？」


　なんだその質問。見てほしいのか。やっぱり見せようとしているのか。何が狙ねらいだ。こちらも健康的な男子高校生であってけっして嫌いやではないが、それにしてもこんなのはまったく意味がわからない。


　浩介がただ口をぱくぱくさせていると、それをどう読み取ったのか、


「まだ、いける……なら、もう少し、ぎりぎり……」


　そろーりそろーり。


　小さな、ほんの微かすかな、衣きぬ擦ずれの音。さらに太股。どこまでも太股。永遠で無限の太股。どこにその終点があるのか。スカート位置の猶ゆう予よはどれくらいだ。あと一ミリか、それ以下か。わからない。わからない。期待している？　いや駄だ目めだ那な霧ぎり浩介、ここが男の見せ所。プライドを捨ててはならない、やはりお天道さんに胸を張れる生き方をせねば！　頑がん張ばれ自分！


「ちゃんと、見て……」


「み、見て、とか、言われても……！」


　なんという魔力か。逸そらそうとしていた視線が再びそこに吸いついてしまう。と、そこで少女はスカートを持ち上げたまま、ぷるり、と軽くその小さな肩を震わせた。ほんのりと頰ほおを赤くしながらきゅーっと目を瞑つぶり、つまりはさっきの包丁遊びのときにも見た──なんというか、きゅーぷるぷる状態、みたいなものを再現。スカートを持ち上げている今の状況と相あい俟まって、それはひどくドキドキしてしまうような態度だった。


「う、お、うおおおっ！　だ、駄目だ駄目！　何が何やらよくわからんが、とにかく駄目っ！　女の子はもっと自分を大切にーっ！」


　消えろ邪念、消えろエロ心！　なけなしの精神力を振り絞り、浩こう介すけはついに自分の意志統一に成功する。彼女の行いを止めるべく、強大な魔王に立ち向かう勇者のように一歩を踏み出す。


　そのとき──


「あれ、開いてる。やる気に溢あふれた一番乗りの部員は誰かしら、と……」


「あははー。まぁ消去法で那な霧ぎりくんしかいないけどねっ」


「まぁ、なんということでしょう。一番乗りで一人きりの変態が何もしないとは考えられません。素す敵てきさん、部活を始める前にまず部室のチェックをすることをお勧すすめしますわ。私物がなくなっていないか、布団に変なシミがついていないか、リコーダーの先端がすり替えられていないか……！」


「……リコーダーなんてここにゃねぇだろ」


「イメージの問題ですわ、イメージの！」


　四人分の声が廊下から聞こえてきたのは一瞬。何をどうする間もなく、がらり、と部室のドアが開けられる。


　彼女達は──浩介がそうしたように──ドアを開いた姿勢のまま固まっていた。


　素敵と伊い万ま里りは談笑していた名残なごりの笑顔。陰かげる子こは不安げな表情で傘の柄えを握りつつ。空くうはいつも通り不機嫌そうな仏ぶつ頂ちよう面づらで。ぴたりと停止し、部室の中にいる二人の姿を眺ながめる。


　さて、冷静に考えてみよう。今のこの状況。他人が見れば、はたしてどう思う──？


　部屋の中には二人。


　一人は見知らぬ少女。スカートを捲めくり上げている。


　一人はこの自分、那霧浩介。手には（少女から取り上げたままの）包丁があり、（向こうの逆セクハラのせいで）おそらく猛もう烈れつにテンパった表情をしていて、（彼女の行為を止めるべく）小さな少女の身体に肉薄している。何もやましいことはない。


　問題は、奴やつらにはこのカッコ内の大事な補足情報が微み塵じんも伝わらないであろうことだ。つまり奴らの脳内ではこうなる。


　那霧浩介の手には（少女を脅おどすための）包丁があり、（いたいけな少女にスカートを捲らせている興奮により）猛烈にテンパった表情をしていて、（さらに彼女の身体を好き勝手に弄もてあそぶべく）小さな少女の身体に肉薄している。


「ま、待て。落ち着け。これは違う、違うんだ……」


　せめてもの言い訳をしようとしたが、どう考えても間に合わない。変化は一瞬だった。


　どさり、と素敵の握っていた鞄かばんが床に落ちる。目を見開き、口を開け、信じられない、というように頭を軽く横に振った後──


　刹せつ那な、表情は悪鬼のものへと変へん貌ぼう。白衣の中から取り出されるのはメス。
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「こ、こにょ、この男はーっ!?　最近はまともだと思って油断してたら、こんな、こんなわかりやすい《女の子を刃物で脅おどして強制猥わい褻せつ最高だぜ病》に……！　しゅ、しゅじゅちゅ、しゅじゅちゅしてあげるわっ！」


「御ぎよ意い！　リコーダーどころの騒ぎではありませんでしたわ、笛の先端の代わりにその子のどこをナメナメするつもりだったのですか!?　許し難がたい男です、素す敵てきさん、まずはわたくしに逆麻ま酔すいの命を！　痛い・怖い・意識を失えない、の三拍子揃そろった完かん璧ぺきな手術準備をさせていただきますわ！」


「ふん……面おも白しろそうじゃねぇか。あたしにもその逆麻酔っつーの手伝わせろ」


　陰かげる子こは開いていた傘を閉じてその柄えをぎりぎりと握り締め、殺意の籠こもった瞳でこちらを睨にらみつけてくる。空くうはこれ見よがしに拳こぶしをぽきぽき鳴らしている。駄だ目めだ、こいつらは何を言っても聞く耳を持ってくれないような気がする。


　ならば頼るべきは医術部唯ゆい一いつの良心だ。塚つか原はらさん、俺の話を──と視線を巡らせると、伊い万ま里りだけは今までと同じ笑顔のままだった。ほっとしたのもつかの間、彼女がその笑顔のまま部室の中に歩を進めるのを見て怪け訝げんに思う。


　伊万里が足を止めたのは部室の隅すみ、最近この部屋に設置された備品の前だった。ビニール製のパンチング風船である。下部に重りが入っていて、何度殴り倒しても起き上がりこぼしのように自然と立ち上がってくるヤツだ。ただしこの部室におけるそれは床に設置したベルトで倒れたまま固定できるようになっており、普段はその倒れた状態で保持されている。


　伊い万ま里りはにこにこと笑ったまま、無言でパンチング風船の固定ベルトを外した。風船が起き上がってくる。伊万里はそれを両手で押して風船を倒す。重りのせいでまた起き上がってくる。また倒す。それを何度も繰り返す。ぎっこんばったん。ぎっこんばったん。無言のまま。笑顔のまま。そのぴくりとも変わらない表情がようやく恐ろしく思えてきた。


「えい。えい。えい……うふふ」


　ようやく聞こえてきた声は、そんな楽しげな呟つぶやき。それもなぜか恐ろしい。言うまでもないが、そのパンチング風船は彼女のストレス解消のために入部祝いとして素す敵てきが買ってきたものだ。ストレスゲージが溜たまっているらしい伊万里もどうやら助けにはなりそうにない。四し面めん楚そ歌かにも程がある。


「さあ、逃げられるとは思わないことね！　観念してしゅじゅちゅされなさい！」


「よーし、とりあえず歯ぁ食いしばれ。前から後ろから握り潰つぶしてやる」


　素敵と空くうがじりじり間合いを詰めてくる。と、そのとき──救いの手が思わぬ流れで訪おとずれた。


「ああ、手術の前に被害者の安全を確保しておかなければ！　そこの貴女あなた、ひどい目に遭あいましたわね。もう心配はいりませんので、早くこっちへ──あら？」


　そこで改めて少女のほうを見やった陰かげる子こが小首を傾かしげる。小柄なうえに浩こう介すけの身体の陰になっていたので、今まではその顔がよく見えていなかったのだろう。一方、彼女のほうは「不満……二十ポイントくらい……？」と呟きつつ、持ち上げていたスカートからようやく手を離していた。


　陰子の様子に気付いたのか、素敵と空もちらりと彼女のほうを見やる。瞬間、ぱちくり、と素敵が瞬まばたきをして、


「ああ……なーんだ」


「ち、てめーかよ。はん、そういうことなら別に不思議じゃねぇな。やれやれ」


　あまりにもあっさりと、二人がメスと拳こぶしを引っ込める。空はそのまま仏ぶつ頂ちよう面づらで定位置の椅い子すに座り、鞄かばんから漫まん画が雑誌を取り出してつまらなさそうに読み始めた。どういうことだ？


　一同の態度が理解できなかったのは伊万里も同じだったらしい。パンチング風船に手をかけたまま、きょとんとした表情で、


「えと、藍あい坂さかさん、どういう……？」


「んーと、まぁ簡単に言えば勘かん違ちがい……だと思うわ、多分。そういう子なの。那な霧ぎり浩介、今ならあんたの説明も聞いてあげるわ。何があったか言ってみなさい」


「はぁ……最初からそれを聞けよ。いいか、俺が部室に入ったらこいつが包丁を持って立ってた。んでいきなり指の間でトントンとかやり始めたから包丁取り上げて止めてだな、そしたら今度はいきなりスカートを──」


「ん、そんなとこでしょうね。了解了解」


　軽く言いながら素敵が肩を竦すくめる。了解了解で済ませる気かこいつ。


「おい……そんなに簡単に納なつ得とくしてくれるんなら、リアルに身の危険を感じたさっきの窮きゆう地ちは何だったんだよ」


「う、うるさいわね。あまりのことにびっくりしたからよ！　あと、いつかあんたはそういうことしでかしそうだなとか思ってたから！　ついに来たか、みたいなテンションになって先走っちゃっただけ！」


「それ、俺に対してスゲェ失礼な先走りっぷりだよな!?」


「あ、あんたの普段の行いがアレだからよ。しょうがないじゃない。それに」


　結局自分の非は認めないまま、素す敵てきは少女に目を向ける。軽く口を尖とがらせるようにしつつ、


「それに、いつ帰ってくるか聞いてなかったんだもの。今月中に、って話だったから別に今日帰ってきてもおかしくはないけど……とにかく、久しぶり。元気？」


「……まぁまぁ」


　これが地なのか、素敵に対しても彼女はあの氷のような目と小さな声で答える。


「お前ら……知り合いだったのか？」


「えと、私は初対面、かな。一年生のときに廊下で見かけたことがあるような気もするけど」


　浩こう介すけの言葉に、伊い万ま里りも何かを思い出すように首を傾かしげた。


「そう言えば那な霧ぎり浩介とまりーは初めてだったわね。えーと、とりあえずこの二人はうちの新入部員よ。まりーはみんなと同じ状況で、那霧浩介は──まぁおかしな体質の研究対象。症候群のことも知ってるわ」


　浩介と伊万里は顔を見合わせた。素敵のその発言からすると、この眼前の少女も医術部の事情を知っている人間だと考えて差し支えないだろう。


「で、今度はあんた達にこの子のことを説明すると──ま、もうだいたいわかってるでしょ。つーか普通、あんたより先に部室に一番乗りしてた時点で気付かない？」


　言われて初めて気付いた。確かにそうだ。自分は鍵かぎを開けなかった。ならば誰が部室の鍵を開けたのか？　最も自然な答えは一つだ──


　そして素敵は白衣を翻ひるがえし、腕で彼女を示しながら言う。





「この子は終つい。涅槃ねはん皇すめらぎ終よ。こないだ言わなかったっけ？　今は入院してるけどもう一人部員がいる、って」





　浩介は伊万里ともう一度顔を見合わせる。それから視線を前に戻すと、彼女──終もこちらの顔を見ていた。さっきまでのギリギリプレイに対する恥はじらいや、一瞬だけ見せていたきゅーぷるぷる状態の名残なごりなど微み塵じんも見られない、ただひたすらに平静な瞳。そして彼女はすっと片手を上げ、静かな声で、ただ一言。


「……ちわ」


　挨あい拶さつされた。勿もち論ろん挨拶は返すべきだ。同じ部活の部員なのだから。だがそれより先にすべきことがあった。言わなければならないことがあった。


　だから、浩こう介すけは一つ息を吸い──


　どこか疲つかれた心持ちで、かつて素す敵てきに対して発したのと同じ言葉を口にする。


「……変な名前」






第一診「病状を知る問診」-for the girl who loves narrow-
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　医術部とは、世の医術に対する知識と理解を深める活動に勤いそしむ部活です。具体的な活動内容は、医術雑誌や医学会の論文を読んでディベートしたり、医い療りよう看護関係のボランティアの仕事をすることです。ＯＢは医学部へ進学したり医療関係へ就職したりしています。未経験者大歓迎。優しい先輩達が懇こん切せつ丁てい寧ねいに指導します。将来お医者さんや看護師を目指す方、お待ちしています！


（──すげぇ。何が凄すごいって、本当のことを何一つ書けないところが！）


　戯たわむれに《もし来年の部活勧誘のパンフレットを作るなら》という脳内テーマについてぼんやり考えていたのだが、あまりに不可能命題すぎて逆に感心する羽目になった。


　まったく、よくこんな部活が存続しているものだ。去年素す敵てきが立ち上げたらしいが、そのときにはどれだけの紆う余よ曲きよく折せつがあったのだろう。というか今年も勧誘活動をやっていたのだろうか──やっていたはずがない。もし本当に「私、とっても医術に興味があるんです！」とかいう人間が入ってきたら猛もう烈れつに困るはずだ。


　医術に興味があるのは（多分）一人だけだし、そもそも──


　人に喧伝できるような医術部の活動は存在しない。ディベートもボランティアもしない。では、実際に医術部の部員が毎日この部室に集まって何をやっているのかというと。


「ぎゃー！　死ぬ、死ぬ死ぬ！」


「……（かちかち）」


「ああっ!?　なんでよ、よけたでしょ今!?　判定おかしくない!?　バグだわバグ！」


「……（かちかち）」


「こうなれば……ボム！　ボム！　もいっちょボム！　ひゃー、なくなった、死ぬー！」


「……すてき、ボム撃うちすぎ（かちかち）」


「う、撃たなきゃ死んじゃうのよ！　それが戦争なのよ！」


　なんつー気楽な部活だ、と浩こう介すけはひっそりと溜ため息いきをつく。


　部室の奥にある休憩（？）スペース。浩介の眼前には白衣と制服の背中があった。浩介と同じく布団を座布団代わりにして、二人で並んでテレビに向かっている。そこに映し出されているのはテレビ番組ではなく、一世代前のゲーム機によって映し出されているシューティングゲームの画面だった。


　画面内を飛んでいるのは二機の戦闘機で、そのそれぞれを素す敵てきと終ついが操作している。ぶっちゃけ、素敵は猛烈に下へ手ただった。ゲームで身体からだが動くタイプなのか、「はにゃ！」とか「ひあ！」とか奇声を発しながら右に左に背中を傾けて敵弾をかわそうとしている。何度もゲームオーバーになっていたが、そのたびにコンティニューして戦場に舞い戻っていた。ゲームは楽しむためにやるものだし、実際彼女は楽しんでいるようだ。特に口出しもからかいもせず、浩こう介すけはぼんやりと彼女のプレイを見守る。このゲームはコンティニュー無制限だし、いずれ敵エイリアンのボスを撃破して地球を救ってくれるだろう。


　一方──対照的に、終のほうはやたらと上う手まい。ステージ的にはもう終盤のはずだが、見ている限りではまだ一発も被弾していなかった。以前に浩介も多趣味癖へきの発はつ露ろとしてシューティングゲームに、しかも今やっているのと同じゲームにハマったことがあるからわかる。終はかなりの上級者だ。果か敢かんにカグスレリイ点ズ──敵弾をギリギリで回かい避ひすることによって得られるボーナス点だ──を狙ねらっていき、しかも被弾しない。既すでに点数はかなりのものになっている。しかしハイスコアを狙っているのかと思えばそういうわけでもないらしく、秒数ボーナスのために密着して打ち込んだほうがいいボスも普通に倒したり、巨大戦せん艦かんのパーツ破壊ボーナスも狙っていなかったりする。まぁ素敵との二人プレイだし、そこまでやらなくても、ということなのだろう。


　ボスを撃破して得点計算画面になったところで、浩介は終の肩がぷるりと震えたのを見る。どうやら一いつ瞬しゆんだけ、きゅっと目を閉じたあの状態になっていたようだった。どういう条件でそうなるのかがさっきからいまいちよくわからない。


　二人が次のステージに行ったのに合わせ、なんとなく浩介は奥スペースのカーテンを開けてその他の部員の様子を確認してみた。


「ああん……何度見ても、素敵、ですわぁ……この柄えは野獣のように肉感的で、それでいて骨組みは美少年のように繊せん細さいで……眼福です。もっと、もっとわたくしにお見せになって……？　貴方あなたの、筋骨隆りゆう々りゆうな太くて硬いところ──貴方の、女性のように華きや奢しやですべすべで無む垢くなところ。ん、ああ、すごい、やっぱりすごいですわぁ……っ」


　陰かげる子こつまりゲル子は椅い子すに座り、本日の傘を頭の上で閉じたり開いたりしながらそれをうっとりとした目で眺めている。率直に言って変態だ。


　空くうは依い然ぜんとして不機嫌そうに漫画雑誌を読んでいる。いつも何かしら読んでいるので「どんな漫画が好きなんだ？」と機会があれば聞いてみたいが、おそらく返事は現在も装着中のヘッドホンについて聞いたときと同じく「死ね」の一言だろう。今の読書姿勢は組んだ両足をテーブルの上に乗っけたもの。スカートの下にスパッツを穿はいているので、行儀の悪さという観点以外では問題はない……と思いきや、足を持ち上げた姿勢で圧迫されたスパッツはその下の丸みを浮き上がらせていたり軽く食い込ませていたりでやっぱりいろいろ問題があった。気付かれて握り潰つぶされたくはなかったので、浩介は慌あわててその辺りから視線を逸そらす。と、


「はい、黒くろ崎さきさん。お茶だよー。ミルクでよかったよね？」


「……ん」


　ちらりと目を上げ、ぶっきらぼうに頷うなずく。それだけかい！　と微妙な憤いきどおりを込めて浩こう介すけは胸中でツッコんだ。もっとありがたがれ。塚つか原はらさんが手ずから淹いれた紅茶……それを手に入れるためなら漱そう石せき先生を差し出しても厭いとわない人間達が何人もいるだろうに。


　今まで備品のポットを使って紅茶を淹れていた伊い万ま里りは、カップを載せたお盆を持ってさらに陰かげる子このところへ。


「宵よい闇やみヶが原はらさんはレモン、と……」


「んん、あふん、最高……っ、と。いつもすみません塚原さん、ありがたくいただきますわ。何度も言っていますが、貴女あなたが淹れてくれたものはうちのメイドが淹れるものより美お味いしいのですよ」


「あは、駄目だよ、おだてても何も出ないよー。でもありがとねっ。まだまだ精進します！」


　陰子にカップを渡すと、伊万里はこちらの奥スペースのほうにやってくる。いつものように、温かな陽だまりのような笑みをにこりと浮かべて、


「はい、那な霧ぎりくん。ストレートだよね？　冷めないうちにどうぞー」


「さんきゅ。つーか、いつも塚原さんにだけ淹れさせちゃってごめんな。今度は俺も手伝うよ」


「ううん、こういう家事とかわりと好きだから。全然オッケーなのです」


　にこー。


「うっ……駄目だ、間違えていた。これは漱石どころか、あるいは一いち葉ようさんや諭ゆ吉きち先生レベルの可能性もありえる……！」


　？　と首を傾かしげてから、伊万里は浩介の横に膝ひざをつき、奥の二人に呼び掛ける。


「お茶だよ、藍あい坂さかさんー。一休みしたらどうかなっ？」


「ちょっと、待って、もう少しでこいつを……くぬ、この──おっ！　やった、バラバラになったわバラバラに！　ざまあ！」


「お疲つかれ様。藍坂さんはミルクたっぷりのマシマシだね。はいこれ」


「あんがとー。ふー、戦争を終えた後にまりーの一杯……最高。こうやって兵士は戦いの虚むなしさに気付くのね。我々は過ちを繰り返してはならない……」


「なんかカッコイイこと言おうとしているのはわかるが、正直意味不明だぞ」


「うっさいー」


　で、と伊万里が視線を動かす。終はスタッフロールを眺ながめながらコントローラーを置き、また一瞬だけきゅーぷるぷる状態になってから、どこか満足げな息を吐はいて「九十ポイントくらい……だいぶ稼かせげた……」などと呟つぶやいていた。リザルト画面には九十ポイントどころか浩介のベストスコアよりも上の点数が表示されていたが──百点満点がベストでその九十％くらい、ということだろうか。さすがだ。


　伊い万ま里りが彼女に話しかけるタイミングを窺うかがっているような様子だったので、助けになればと軽く浩こう介すけも終ついに声をかけてみることにする。


「つーかお前、マジに上う手まいな。このゲーム好きなのか？」


「……わりと。シューティングは、全部、すき」


「うーむ、女子にしては珍めずらしいな。全然悪いことじゃねえけど。俺も昔はわりとやってたんだ、いつか暇ひまなとき俺とも一緒に２Ｐプレイしてみようぜ」


「……ん」


　こくん、と終が頷うなずく。口数は少ないが、話しかければちゃんと反応がある。悪い奴やつではなさそうだ──と思えたのはいいのだが、


「に、２Ｐプレイ!?　ちょっと待ちなさい、あんたそれ何かエロイ意味込めてるんじゃにゃいでしょうねっ!?　馬ば鹿かじゃないの!?」


「そんな疑問を持たれたことにびっくりするほど込めてねぇよ！　あとさりげなく嚙かむな！」


「か、嚙んでない！」


「えと、ええと……？　２Ｐプレイ……あ。確か、その、あれであれな感じのあれが３Ｐ……だから、２Ｐっていうのは──」


「り、理解しようとしなくていいから塚つか原はらさん！　塚原さんはこいつに毒されてはダメな人！　いつまでも清らかなままでいてください！」


「ちょっと、私がヘンな病原体持ってるみたいな言い方しないでよ!?」


　何やら予想外の方向に話が飛んでしまったが──この勢いを利用して頑がん張ばれ塚原さん、とばかりに浩介は必死にアイコンタクト。それを伊万里は読み取ってくれた。


「ええと、それで、紅茶だけど……涅槃ねはん皇すめらぎさんのぶんもあるよ。その、飲み方はどれがいい？　とりあえずストレートで持ってきたけど」


「……ストレートで、いい。あと」


「あと？」


「つい、でいい……呼びにくい、から」


　終は無表情だったが、それを補って余りあるほどの笑顔を伊万里が浮かべる。終とは初対面だしどうにもコミュニケートが難しそうだし、と伊万里も今までは微妙に彼女との距離感を探っているような様子もあった。彼女のほうから歩み寄ってくれたのが嬉うれしかったのだろう。


　わかった、終さんだねっ、と伊万里が紅茶を手渡し、「……ども」と呟つぶやいて終がそれに口をつける。


「というかゲームもクリアしちゃったし、やっぱりお茶はみんなでお喋しやべりしながら飲まないとね！　せっかく持ってきてくれたのに悪いけど、テーブルに移動しましょ」


　素す敵てきの号令のもと、浩介達は奥スペースを出て部室のメインスペースに戻る。陰かげる子こは楚そ々そとした仕草で素敵のために椅い子すを引き、空くうはちらりと視線を上げただけ。


　そしてみんなでお茶を飲み始める。


　浩こう介すけはぼんやりと、ゲーム見物の最中に考えていたことを思い出した。医術部が普段やっていること。


　つまるところ、こういうのが医術部の活動なのだ。ただここに集まり、時間を潰つぶす。一緒の時間を過ごす。ゲームやら何やらで遊ぶ。勿もち論ろん、この医術部の真の目的を噂うわさで聞いた症候群シンドローム罹り患かん者が訪おとずれるのを待つという意味合いもないわけではないが、それもそう多いことではない。


（まったく、よくこの学校はこんな部活に部費とか出すよな……まぁこっちは楽しいし、暇ひま潰つぶしもできていいんだけど）


　人知れず苦笑する。だが、そのとき浩介の胸中に浮かび上がってきたものがあった。


　それは、かつて聞いた言葉──その楽しさの裏にある意味。いずれ世界から消えてしまう症候群シンドローム。《誰かと繫つながれる今》を大切に。思い出作りの一環……


　なぜか、胸が、痛んだ。


　紅茶を啜すすりつつ、そっと浩介が素す敵てきに視線を向けようとしたとき──


　不意に、椅い子すが床と擦こすれる音がする。


　終ついがカップを置いて立ち上がったのだ。その視線は部室の壁掛け時計に向けられている。まだ紅茶は半分以上残っているのに、どうしたのだろう。


「どしたの、終？」


「今日は、これでかえる」


「え、なんで？　せっかくまりーが淹いれてくれた紅茶もまだ残ってるじゃない」


「あ、えと、その……口に合わなかった？　だったら、ごめんなさい、だけど……」


　伊い万ま里りが肩を縮める。終は軽く首を横に振った。


「……ちがう。残して、ごめん」


「ていうか、まだ放課後はこれからって時間じゃない。今日はあんたの退院祝いってことでぱーっとやろうと思ってたんだけど」


「……ごめん、すてき。でも、時間だから」


　部長殿どのの言葉も終の足を止める役には立たなかった。素敵にぼそぼそと言葉を返し、彼女はそのまま部室を出ていく。


「時間って……何の時間だ？」


　浩介の問い掛けに答えるものはなく、残された一同は怪け訝げんに顔を見合わせていた。
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　翌日の教室──二時間目の授業が終わった休み時間。


「で、那な霧ぎり。最近どうよ？」


「なんだその質問。曖あい昧まいすぎて返しに困るぞ」


　今までの授業の教科書を机に仕舞い終えるなり、前の席の長なが尾おが浩こう介すけのほうに身体からだを向けて聞いてきた。長尾はいつものように脳天気に笑って、


「決まってんだろー。お前の部活だよ部活」


「ああ……うん。まぁ、フツーだ」


　ちら、と教室内に視線を向けながら浩介は曖昧に答える。この教室にいる医術部員は、浩介の他に二人だ。伊い万ま里りは隣の席にはおらず、少し離れた場所で他の女子と談笑している。そして素す敵てきは──いつもの白衣姿で、いつものように、一人きりで自分の机に伏せていた。睡眠不足を補おうとしているのか。それとも、誰かに話しかけられることを意識的に避さけているのか。


　ちくり、と胸が疼うずいた。藍あい坂さか素敵が罹り患かんしている症候群シンドロームのことを、思い出した。


「フツーって言われてもピンとこねぇなー。なあ、医術部って普段は何やってんだ？」


　そんな長尾の声に意識を引き戻される。浩介はさりげなく視線を白衣の背中から離し、


「あー……ま、それもフツーだ。ただ部室にいて、ダベったり何だり、だな。それなりに楽しくやってるよ」


　これも適当に誤ご魔ま化かすしかなかった。入部してから新しく覚えたトランプのルールが十を超えたとか、旧世代機のゲームでも名機は名機だと再確認できたとか、はたまた毎日伊万里が淹いれてくれるお茶が美う味まいとか、あまりにテキトーすぎる部活内容のことが広まれば他の真ま面じ目めな部活から恨みを買いかねない。


「ふぅん……まぁ楽しくやってるんならいいや。医術部に入った、ってお前の口から聞いたときにはどうなることかと思ったけどよ」


「変人が多いのは認めるが、そんなに心配されるほど人外魔境でもねえぞ」


「確かに今は昔より変人密度が下がってるのかもな。砂さ漠ばくの中のオアシスに咲く一輪の花みたいな人がいるし！　ちなみにその例で言えばお前はよくわかんねーけど砂漠の中に適当に生えたサボテン」


「おい、なんだそのビミョーすぎる立ち位置」


「今は一応緑っぽいと言えなくもないにしても、これから枯かれて変人砂漠の一部になっちまうかもしれないだろー。それよりオアシスの花、塚つか原はらさんだよ！　正直、教室だけじゃなくて毎日放課後にも会えるなんて羨うらやましいぜ……つーか何回も言ってるが、ファンクラブには気をつけろよ！　俺が摑つかんだ極秘情報によると、塚原さんが入部したのを聞きつけて一部の暴走したファンクラブ会員が医術部に入部届を出そうとしたとかなんとか」


「なんだそれ。聞いてねぇぞ？」


「藍坂があっさりそれを拒否した挙句に、《塚原さんには触れずに遠くから愛めでるべし！》がモットーのファンクラブの会長にそいつらは粛しゆく清せいされたって話だからな」


「ふーん……」


　適当に相あい槌づちを打ちながら、やはり塚つか原はらさんが毎日お茶を淹いれてくれることは機密事項にしておくべきだな、と浩こう介すけは思った。未いまだ見えぬファンクラブの影が何やら恐ろしい。


「ていうか、お前ら二人はあっさり入部したのになー。そのファンクラブの奴やつらになんか下心があるのを藍あい坂さかが見抜いたのか。それとも何か医術部に入るには秘密の条件があったりするとか？」


　内心でギクリとしつつ、


「ないない。単に冷やかしっぽい奴はダメだってだけだと思うぞ」


「じゃあ、お前らはなんで入れたんだ？」


「……あー、こないだも言っただろ。俺、実は将来医者になろうと思ってるんだ。困っている人達を助けたくてな。そういうことを藍坂に言ったところ、その真しん摯しさが伝わり、だったら是非、と──」


「ウソくせぇー。お前、さっきの英語の小テスト、俺といい勝負だったじゃねぇか」


「成績の悪い奴が医者目指しちゃダメってことはないだろ」


　そりゃそうだけどよー、と納得いかない様子で長なが尾おは呟つぶやく。入部の理由については話題に上るたびにこんな感じで誤ご魔ま化かしていた。噓うそをつくのは多少心苦しいが、仕方ない──はっきり言うわけにもいかないではないか。自分の場合は少しばかり事情が違うのだとしても、確かに、医術部に入るには条件がある。彼女らがそこにいる理由がある。伊い万ま里りの、陰かげる子この、空くうの、理由──


（そういや……当然、あいつもそういうことなんだろうな）


　ふと疑問に思い、昨日出会ったばかりの少女の顔を思い出す。終ついにもあるはずだ。伊万里達と同じく、藍坂素す敵てきと共に在る理由が。


　別に一刻も早く知りたいというわけではなかった。何が何でも知りたいというわけでもなかった。しかし気になったのは事実だ。終は医術部の部員で、これからも一緒に過ごしていくことになる。彼女について知っておくのは悪いことではないだろう。


「……ちょっと用事を思い出した。行ってくる」


　と、浩介は席を立つ。長尾の怪け訝げんな視線を背中に感じながら教室の中を歩き──依い然ぜんとして机に突っ伏していた白衣の襟えり首くびを引っ張る。素敵は一いつ瞬しゆんだけきょとんとしていたが、


「にゃ、にゃに？」


「その嚙かみっぷりは寝ね惚ぼけてるからか？　まぁどうでもいいけど、突然部長殿どのと円えん滑かつなコミュニケーションを取りたくなってな。とりあえずジュースでも買いに行こうぜ」


「はぁ？　なんでいきなり……って、ちょっと、引っ張んないでよー！」


　そのまま素敵の腕を引いて教室を出た。教室中の視線が集まっていたが、特に気にしないことにする。伊万里はなぜか微妙に寂さびしそうな、同時にどことなく羨うらやましそうな顔でこちらを見送っていた。


　廊下に出ると、


「もう……何なのよ、いったい」


「だからジュースでも買いに行こうぜって。一人で行くのも寂さびしいし、付き合えよ」


「だからその相手がなんで私なのよ……まぁ、丁度喉のど渇かわいてたからいいけどさ」


　仏ぶつ頂ちよう面づらで言ってから、素す敵てきは白衣を翻ひるがえして歩き出す。周囲の生徒達にも何人かは奇抜な恰かつ好こうの人間がいるが、やはりその白衣姿は目立っていた。ちらちらと向けられる視線。素敵がそれを気にしている様子はない……今更気にされてもそれはそれで驚きだが。


「……」


　一緒に歩いていると思われたくない、というかのように、素敵は浩こう介すけの前を先行して歩く。だが歩幅が小さいので、こちらが歩調を速めるとすぐに追いつけた。ちらりとその横顔を見るが、そこにはどんな感情も浮かんではいない。いつもの教室での表情。他人と壁を作っているかのような、拒絶の気配。


　それが素敵の病気の一端であることを、既すでに浩介は知っていた。一人きりになっていく、それでいいと思っていく──世界と乖かい離りする症候群シンドロームのことを。


　その症候群シンドロームには悲劇的な末路が待っている。今すぐには訪おとずれないのだとしても、いつかは訪れる結末。ただし、その解決策になりえるのかもしれない可能性も──浩介は、知っていた。


　でも、だからと言って、どうすればいい？　今の自分は、どうすればいい？


　素敵の横顔を眺ながめる。白い肌。柔らかそうな唇。意志を秘めた瞳。


（……性格はともかく、顔だけ見れば、その、確かにちょっとはアレだけどよ。でも、だからって……なぁ……？）


　陰かげる子こが提示してきたその《可能性》のことを頭に浮かべ、浩介はただ悶もん々もんとする。確かに、素敵のことを助けてやりたいとは思うが──それを理由にして意識的にどうこう、というのはなんだかちょっと違う気がする。


　そして可能性はあくまで可能性で、陰子も言っていたように、全てが上う手まくいく確証はない。だから──その解決策についてどうこう考えるよりも先に、他に何かやれることがあるのではないか。そんなことを浩介は思った。


「……なに難しい顔で人のことチラチラ見てんのよ」


　そんなとき、素敵が横目でこちらを見やってくる。相変わらずの、普段部室にいる素敵とは対照的に凝こり固まった表情。浩介は軽く息を吐はきながら、わざと歩調を落として再び彼女を先行させる。そして、


「難しい顔になってんのはお前だ。クールぶりやがって」


「にゃ!?　にゃにすんのよー!?」


　いつものように素敵が嚙かんだわけではなかった。単に、浩介が後ろから素敵の両の頰ほおを摘つまんでぐにーと引っ張ったからだった。


「お前なー、休み時間はキツイ授業の合間に訪れる唯ゆい一いつの癒いやしタイムだろ。んなビシッとしててどうする。もっとリラックスしろ、リラックス。それだと弾はずむ会話も弾まんぞ」


「い、意味わかんにゃいわ！　わ、わたひは、別に、あんたとの会話を弾ませる気なんて……もう、いい加減離ひなさいよぅー！」


　とりあえずこんなとこから始めてみるか、と思ったのだ。


　廊下を歩く生徒達の視線が集まっている。頰ほおを気安く引っ張られ、ばたばたと滑こつ稽けいに暴れている藍あい坂さか素す敵てきの姿を目撃している。これは浩こう介すけにとってはいつもの素敵で、つまり彼らにとってはいつもの素敵ではない。仏ぶつ頂ちよう面づらで孤立し続ける変人の、いつもとは異なる一面を見て、彼らは何を思うのだろうか。


　勿もち論ろん、すぐに何かが変わるとは思わない。けれど、何かのきっかけにはなるかもしれない。一人になっていく病気の素敵を、一人でいられにくくするのは──きっと、悪いことではないはずだ。医術部の部員達だけでなく、誰だって彼女に話しかけていいのだ。彼女の騒がしい姿を見て頰を緩ゆるめてもいいのだ。そうだろう？


　ようやく浩介の指を外した素敵が、一つ嘆たん息そく。自分の頰を擦さすりながら浩介を睨にらんだ。


「まったく、わけわかんない……《突発的女の子を苛いじめたい病》にでも罹り患かんしたのかしら」


「ただのお茶目なスキンシップだ」


「うわー。男子高校生が《お茶目》なんて言葉を口にすると、それだけで病的に思えるわね」


　そんなことを話しているうちに、浩介達は学食近くの自販機ゾーンに辿たどり着く。浩介が微び糖とうの缶コーヒーを買って振り返ると、


「ファンタ」


「……」


「ファンタ」


「……」


「ファンタだってば」


「くそ、わかったよ」


　一歩も退ひかん！　とばかりに腕組みして商品名を連呼されたので、仕方なく浩介が折れた。新たな小銭を投入し、素敵のぶんのジュースも買ってやる。こちらが強引に引っ張ってきたのだし、これくらいは必要経費だろう。


「ほれ」


「これはさっきの頰ほお抓つねりの慰謝料ってことにしといてあげる……あれ。く、この……！」


　上う手まく指が引っ掛からないのか、素敵はプルタブを開けるのに四苦八苦していた。治ち療りようのときには常識外れの集中力や動きを見せるくせに、それ以外のことはわりと不器用なのだ。


　やれやれ、と肩を落としながら浩介は無言で腕を伸ばし、軽くそのプルタブを開けてやる。素敵はむくれたような顔で一瞬だけこちらを睨んだが、すぐにふんと鼻を鳴らしてジュースを口に運んだ。どこか子供じみた仕草でこくこくとジュースを飲みながら、


「ぷは……まぁ慰謝料は慰謝料としても、サービスでちょっとくらいはおつりを払ってあげてもいいわね。で、何よ」


「何よ、って？」


「何か私に話でもあるんじゃないの？」


　さすがにわかるか、と浩こう介すけは頭を搔かく。コーヒーのほのかな甘みを味わいつつ、


「いや……まあ、たいしたことじゃないんだけどな。ほら、昨日終ついが退院してきたろ。これから一緒にやってくのに、昨日はあいつのこと何にも聞けなかったなー、とか。よくわからんけど途中で帰っちまったし」


「へぇ。昨日のスカート捲めくりが忘れられない。狙ねらうことにしたから弱みを教えてくれ、妄もう想そうするからスリーサイズも教えてくれ……ってことね」


「全然違う！」


「ま、それは冗じよう談だんとして。終がどんな子か知りたいってことでしょ？　そうねぇ……口で言うのはちょっと面めん倒どう臭くさいわね。次の休み時間にでも様子を見に行ってみる？」


「ふむ。まぁ別にそれでもいいけど」


　別に話だけ聞ければよかったのだが、休み時間に予定があるわけでもない。どうせ長なが尾おと毒にも薬にもならない無駄話をしているだけだろうし、暇ひま潰つぶしとしては丁度いいと思えた。


　休み時間も残り少なくなっていたので、ファンタをちびちび飲む素す敵てきと共にひとまず教室に戻る。教師の催さい眠みん呪じゆ文もんに耐えながら三時間目の授業を乗り切り、そして次の休み時間。


　さっきのように強引に連れ出されて目立ちたくないということか、素敵は自主的にさっさと教室を出ていた。廊下で合流し、話していた通りに終の様子を見に行くことにする。


　終のクラスは二年の五組のようだった。素敵がひょいと教室の中を覗のぞき込み、


「あ、いたいた。相変わらずぼーっとしてるわね」


「……なんか置物みたいになってるぞ」


　そこに見えたのは、隅すみっこの席で一人ぽつんと座っている終の姿だった。あの無感動な氷の目をただ前に向け、時計の針が動くのをじっと眺めている。


　喧けん騒そうに満ちた教室の中、彼女の周りには空白があった。さっき見た素敵と同じに、ただ一人きりで存在していた。ふと心が痛む。覗き見をしているような罪悪感。


「まぁ基本的にあの子は無口なタイプだから。部活に来てもそんなに喋しやべりはしないわね」


「どう考えても喋らなさすぎだろ。あんなんじゃ友達とかできねぇぞ」


「そうね……少なくとも、あの子が私達以外の生徒と話してるのは見たことがないわ。っと、動き出したわよ？」


　見ると終は椅い子すを滑すべらせて立ち上がっていた。教室の後方、浩介達がいる場所とは逆側の出入り口に向かって歩いていく──一方的に様子を窺うかがっていた負い目から、浩介達は反射的に身を縮めて隠れてしまう。終ついは浩こう介すけと素す敵てきには気付かず、教室を出て廊下を歩き始めた。


「……トイレかしら？」


　ではなかった。廊下を歩く終の背中は、トイレを通り過ぎて遠ざかっていく。


「あー、なら、これはきっとアレね……丁度いいから、もう少し見てみましょうか」


「アレって何だよ」


「見てればわかるわ」


　首を傾かしげつつ、浩介は素敵と共に終の尾行を始める。終は一度も後方を振り返らなかったので、その尾行がばれることはなかった。


　終は一度、二年七組の教室で足を止めた。ぼんやりとした目で、その出入り口を数秒眺ながめる。そこが目的地なのかと思ったが、結局彼女がその教室の中に入ることはなかった。再び歩き出した彼女を追う。


　目的地があるのかないのか、終の足取りはどことなくふらふらしている。そしてふらふらしすぎていて、何度か危ない出来事があった。


　たとえば、教科書をバット、丸めた紙をボールにして廊下で野球をやっていた一団と遭遇したとき。他の生徒達が迷惑そうにその脇わきを擦すり抜けていく中、終は一直線に仮想ホームベースから仮想ピッチャーマウンドまでを歩き切っていた。教科書バットの豪快なスイングが危あやうく彼女の頭をヒットするところだったが、終は怒るでも文句を言うでもなく、一いつ瞬しゆんだけ足を止め、あの目を閉じて肩を震わせるきゅーぷるぷる状態になっていただけだった。


　たとえば、いかにも悪そうなガタイのいい上級生の一団と擦れ違ったとき。やはり終は避よけることなく、彼らの脇にわざわざ潜もぐり込むようなルートを通ってきゅーぷるぷる。


「なんかいろいろ怖こわいもの知らずだなぁ……」


「怖いもの知らずなのか、それとも知りすぎてるから、なのかしら。微妙なところね……っと、外に出るわよ」


　校舎を一階まで下り、終はその端はしにある勝手口から外に出た。そこは学校の敷地の隅すみにあたり、外に出たところで校舎裏の駐ちゆう輪りん場じようしか行けるところはない。そこに何の用事があるのだろうか。鞄かばんも持ってないし、まさかエスケープするつもりではあるまい。


　駐輪場までの一帯はコンクリートで舗ほ装そうされていた。終と同様に、浩介達も上うわ履ばきのまま外に出る。校舎の裏に軽く回ったところで、


　にゃ～。


「……ネコ？」


「そういや、最近駐輪場のあたりに野の良ら猫がいるって長なが尾おが言ってたな」


　校舎の角に身を隠し、そっと首を伸ばして駐輪場の様子を窺うかがう。立ち並ぶ自転車の列の間に、首輪をつけていない瘦やせたトラ猫が一匹。終は無感動な目でその猫を見下ろしていたが、やがてすっとその場にしゃがみ込んだ。


「あ、やばい。もう一個思い出した」


「何を？」


「そいつ、なんか凶暴なんだってさ。うかつに近付いたり手を伸ばしたりすると、逃げる代わりにネコパンチが飛んでくる。見た目が可愛かわいいせいもあって被害者が急増中、とかなんとか……大丈夫かな？」


　じり。じり。


　しゃがみ込んで手を伸ばしたまま、終ついはゆっくりと足の爪つま先さきを動かして猫との間合いを詰めていく。猫は警けい戒かいの表情でそのニンゲンの顔を見上げている。終が数ミリ手を伸ばす。猫はまだ動かない。終が数ミリ足を動かして近付く。猫の背筋がぴくりと動いた。そしてさらに数ミリ、終が猫の鼻先に手を伸ばす。その瞬間、猫の前脚に力が込められ、爪が飛び出し──


　だが、その前脚はまだ地面についたままだった。ネコパンチが繰り出される一瞬前、終は伸ばしていた腕を素早く引き戻していたのだ。そしてそのときも当然、


「あ……ふぁ……」


　きゅーっと目を閉じ、ぷるりと肩を震わせる。いつもの無感動な表情とは相反する、どこか恍こう惚こつとした表情。


　こうも何度も見せられれば──なんとなく、わかってくる。普通ではない彼女の、普通ではない部分。


「なあ、藍あい坂さか。もしかして、あのきゅーぷるぷるはあいつの症候群シンドロームのせいなのか……？」


「きゅーぷるぷる？　へ、変な表現ね……まぁ理解できなくもないけどさ。呼び方はとにかく、あれが症候群シンドロームのせいだってのは正解」


「やっぱりか。で、どういう症候群シンドロームなんだ？　正直、あいつがなんで気持ちよくなってるのかがよくわからん」


「そう？　今まで終があんな状態になったときのことを思い出せばわかるんじゃないかしら」


　ふむ、と記き憶おくを掘り起こしてみる。昨日の包丁遊び。自主的スカート捲めくり。ゲーム中。さっき尾行していて見えたもの。その共通点は何か。


　しばらく考えて──はっと思いつく。


「ギリギリ……？」


　そうだ、共通しているのはその単語だ。ギリギリの包丁遊び。ギリギリのスカート捲り。ゲームで敵弾をかわすのも、野球の中に突入するのも、不良と擦すれ違うのも、凶暴な猫に手を伸ばすのも──全て、彼女が被害を受けるギリギリ手前のラインにあった。


　ギリギリ耽溺症フイリア。それが、彼女の罹り患かんしている症候群シンドロームか。


　だがそのとき、素す敵てきは苦笑いで軽く肩を竦すくめていた。


「そうね、だいたい合ってる……七十点ってとこ？」


「百点じゃないのかよ。どこが違うんだ？」


「その説明もめんどいのよねー……ま、《ギリギリ耽溺症フイリア》ってことにしといても全然問題はないわ。あの子がギリギリなことが好きなのは事実。昨日のあの子のスカート捲めくりも、別にあんたを誘惑しようと思ってやってたことじゃないから勘かん違ちがいしないよーに」


「最初からしてないっつーの……」


　口をへの字にして呻うめきつつ、浩こう介すけは再度終ついの姿を眺める。今まで意味のわからなかった行為に、それなりの答えが得られたのだ。また部室でスカート捲りなどやられたとしても（勿もち論ろん、困ることは困るのだが）わけがわからなくてただひたすら混乱、という事態は避さけられるだろう。傘を愛めでている陰かげる子こをそっとしておくように、うずうずしている伊い万ま里りにはさっとパンチング人形を用意してあげるように、空くうのヘッドホンを外したりしないように──円えん滑かつに日々を過ごしていくための上う手まい対処法、みたいなものをこれから徐々に見み出いだしていけばよいのだ。


「……これは、いい……八十ポイント……」


　終は膝ひざを伸ばして立ち上がり、小さな声でぼんやりとそんなことを呟つぶやいていた。休み時間もそろそろ終わりだし、もう帰るのだろう──と思いきや、


「やっぱり……もう一回……にゃんこ……」


　一度踵きびすを返しかけたが、思い直したように彼女はまた猫の前にしゃがみ込んだ。さっきと同じように、じりじりと近付きながら手を伸ばしていく。襲おそわれるか襲われないか、という距離のギリギリさ加減を楽しんでいるのだろう。相手に選ばれた野良猫くんはきっといい迷惑だ。


　だがその瞬間、ふにゃにゃ！　という猫の気合いの声。柔じゆう軟なんな背骨を伸ばしながら突進し、目視するのも難しい速度で怒りのネコパンチを振るう。


「っ……」


「わ。あー、やっちゃった……たまにあの子、ギリギリのとこ攻めすぎてミスったりするのよね。だから生傷が絶えないのよ」


　しゃがみ込んだ終に真正面から突進した猫は、彼女の手と太ふと股ももの二ヵ所に傷を負わせて一矢を報むくいる。そしてそのまま彼女の足の間を走り抜けて去っていった。見事な逃げ足だ……と、感心している場合ではない。


　ギリギリを得ることに失敗したからか、終はきゅーぷるぷる状態にもならず、ぼんやりと自分の傷を見つめていた。小さな猫の引っ搔かき傷なので深くはないが、やはり薄い傷きず跡あとの上には朱が浮かんでいる。


　やがて終はポケットに手を突っ込み、そこから小さな箱を取り出す。それは絆ばん創そう膏こうの箱らしかったが──その中に指を突っ込んだ終が、ふと小首を傾かしげた。軽く息を吐はくような仕草をしてから、その箱をくしゃりと潰つぶしてまたポケットに仕舞い込む。どうやら絆創膏が切れていたらしい。


「盗み見もここまでだなあ」


「……そうね。まったく、野良猫の引っ搔き傷は馬ば鹿かにしちゃ駄目なのよ。いろいろ雑ざつ菌きん持ってるかもしれないしさ」


　浩こう介すけと素す敵てきは顔を見合わせ、お互いになんとなく苦笑する。それから、二人同時に校舎の陰を出て、終ついのところに歩き出した。すぐに終のほうもこちらに気付き、


「あれ。すてき……？　ぐうぜん」


「そ、そーよ、たまたまなのよ偶ぐう然ぜんね！　別にあんたのことをなんとなく流れで盗み見してたとかそういうことじゃないから気にしないでいいわよ全然！　ところで──」


「絆ばん創そう膏こう、切れてるんだろ？　俺が持ってるやつやるよ」


　いつも財布の中に一枚だけ入れている絆創膏を取り出して終に差し出す。彼女は無感動な表情を維い持じしながらも、一瞬だけ驚いたように動きを止めていた。それから絆創膏と浩介の顔を交互に眺ながめ、


「……ども」


　と軽く頭を揺らして絆創膏を受け取ろうとする。だがそのとき、


「ちょっと待ったー！」
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「おうっ!?」


　どーん、と横からタックルを食らう。素敵が強引に割り込んできたのだ。


「こ、ここは私が活かつ躍やくする場面でしょ!?　怪け我がは傷で、傷を治すのは医い療りようで、医療と言えばこの医術部部長。つまりこれは私の最大の見せ場よ、盗とられてたまるもんですか！　それから、野良猫の引っ搔かき傷にいきなり絆ばん創そう膏こうなんてやっぱりわかってないわね！　雑ざつ菌きんでどうにかなると大変だからまずは消毒しなくちゃ！」


　などと言いながら素す敵てきは白衣から小こ瓶びんと脱脂綿を取り出し、その小瓶を傾けて脱脂綿を湿しめらせる。手慣れた仕草でぺたりぺたりとそれを終の傷口に押し当て、


「んっ。しみる……」


「我が慢まんしなさい。はい、これでよし、と」


「ふむ、確かに絆創膏より先に消毒するのが正しいな。さすが部長さんだ、と久しぶりに感心しとこう……で、消毒が終わったんなら改めてこいつを」


「ちょっと待ったー！」


「おうっ!?　まさかの連続攻撃!?」


　どーん、と再度のタックル。素敵はさらに白衣から絆創膏を取り出しつつ、


「私の見せ場はまだ終わってないわよ！　ほら終、私の絆創膏使うの！　こんなヒラ部員の絆創膏よりよっぽど効果があるわ！」


「絆創膏くらいどれでも一緒だろ……」


「しゃらっぷ！　ていうかあんたみたいなヒラが部長よりも先に絆創膏差し出すなんて……何か下心があるとしか思えないわ。まさか部長の座を狙ねらってるの？」


「心の底から狙ってねぇ」


「じゃあ何、終ついへの好感度アップ狙い？　フラグ立てようとしてんの？　キモいわ……ていうかこないだのティッシュと同じよ、絆創膏常備してる男ってちょっとどうかと思うの！」


「非常用に一枚くらい持ってても別にいいじゃねーか！　世の中の心配性の男子達に謝れ！」


　などとやっている隙すきに、素敵は強引に終の手を取ってその傷にペタリと絆創膏を貼はりつけていた。


「……ありがと、すてき」


「どういたしまして。ふふふ、この一分の緩ゆるみもない完かん璧ぺきな貼り具合。さすが私だわ……」


　チラ、と浩こう介すけのほうを見やりつつ、どこか自慢げに素敵が言う。別にそんなとこで張り合うつもりはないんだが。


　まぁこいつは他人の傷を消毒したり絆創膏を貼ったりするのが好きなんだろうな、と今更ながらに新しくゲットした素敵の情報を脳内に書き込んでいると、


「……えと。せっかくだから、あなた、も……」


「俺か？　いや、別に気にするなよ。俺のはずっと財布に入れてたから微妙に皺しわくちゃだし──って、おおぃっ!?」


　忘れていた。猫の傷は二ヵ所あったのだ。手の甲と、太股。素敵が貼ったのは手の甲なので、当然絆創膏を貼るべき場所はもう一ヵ所残っていて──


「すてきが、消毒してくれると、思うから。そしたら、はって……いいよ……？」


　終ついはその太ふと股ももの傷がよく見えるように、またギリギリまでスカートを自らの手で捲めくり上げていた。せっかく差し出してくれたのだから浩こう介すけのぶんの絆ばん創そう膏こうも、と気を遣ってくれたのだろう。だがわざわざスカートを捲り上げて浩介の手で貼はらせようとしているのにはまた別の理由があるに違いない。それは勿もち論ろん、


「んっ……」


　きゅー、ぷるぷる。


　猫への接近に失敗したぶんを取り返そうとしているように、終は微かすかに頰ほおを紅潮させてギリギリ状態を味わっていた。


「ちょ、ちょー！　待って待って、あんたの気持ちはわかったわ！　こうやって、ちゃっちゃと消毒して……で、こいつの絆創膏を私が貼るから、それで筋は通したことにしときましょうそうしましょう！　はいや！」


　最後の気合いの声は、消毒を済ませた素す敵てきがビシリと浩介の手にチョップをかまして強引に絆創膏を奪うばい取るのと同時だった。勿論痛かった。


　きゅーぷるぷる状態の終と、その足元にしゃがみ込んで絆創膏を貼る素敵を見ながら。


　休み時間の終わりと、次の授業への完全なる遅刻を告げるチャイムの音を聞きながら。


　浩介は肩を落とし、当然の事実をがっくりと嚙かみ締めていた。





　終の症候群シンドロームについてわかったのはいいとしても。


　どうやら──終がこちらをダシにしてギリギリ行為をするたびに自分が痛い目に遭あう、などという流れは、結局のところ変わってはくれないらしい。
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　終が退院してから数日後、いつもの放課後の医術部。


　この数日でそれなりに終については理解していたが、まだ一つだけ謎なぞが残っていた。


　医術部に集まって小一時間ほど経たったころ、お茶が残っているにも拘かかわらず不意に終が席を立つ。そして今までと同じように、「じかんだから、かえる」という一言を残してさっさと部屋を出ていった。


　その終の背中が廊下に消えるなり、素敵が腕組みをしながら思案顔で首を傾かしげる。


「うーん……やっぱり、何かおかしいわね」


　この態度からすると、どうやら終の早帰りを謎と感じているのは浩介だけではないようだった。ということはつまり、


「入院する前はこんなことなかったのか？」


「そうですわね。ちょくちょくサボる黒くろ崎さきさんとは違って、基本的に彼女は毎日最後までここにいてくれたのですが」


「あたしは、その、暇ひま潰つぶしにここを利用してやってるだけだぞ。ふん、毎日部活動なんてタリーことやってられっか」


「えと、時間って言ってたから、何かの用事とか誰かとの約束とかあったんじゃないかな？」


「そうだけど……んー、あの子あんまり人付き合いよくないのよね。私達以外と喋しやべってるところとか見たことないし」


　腕組みしながら呟つぶやく素す敵てきに対し、どうでもいい話題を切り捨てるかのように空くうがぶっきらぼうに言った。


「……じゃあ新しく喋れる相手でもできたんだろ。オトコとかよ」


「お、男……!?　そ、そうね、その可能性も……！」


　空の発言に目を丸くした素敵が、急にそわそわとした態度を見せ始める。そして──一息にテーブルの紅茶を飲み干してから、何かを決意したような表情で立ち上がった。


「ち、ちょっとだけ様子見てくるわね！」


「あいつを追うってことか？　こないだ尾行した俺が言うのもなんだが、あんまり人のプライバシーを詮せん索さくするのは──」


「だ、だって気になるじゃない！　あの終ついが、あの終がよ!?　つーかあんただってあのギリギリプレイでわかってると思うけど、あの子はちょっと……無防備というか無む頓とん着ちやくなところがあるから。もし、もしもよ、身体からだだけが目当ての悪い男に騙だまされてたりなんかしたら……！」


　まぁ初対面の自分の前でいきなりスカートの中を見せようとしたヤツだからな、とその発言については浩こう介すけも納なつ得とくしておく。いくらギリギリが好きだからとはいえ、あんなことを何も知らない人間の前でやったら何が起こるかわからない。誘っていると勘かん違ちがいして襲おそいかかる頭の悪い男もいないとは言い切れないだろう。


「そんなわけだから──行ってくる！」


「うふふ、そんな過保護気味な素敵さんも実にお可愛かわいらしいですわ……お供いたしましょう」


「えっと……わ、私もちょっとだけついていこう、かなー。黒くろ崎さきさんも行こうよ！」


　年頃の女の子らしく、やはり人の色恋沙ざ汰たには興味があるのか。意外に伊い万ま里りも乗り気の様子で立ち上がって空の腕を引っ張る。


「こ、こら引っ張んな。ああもう、うぜぇな……あたしは別にどうでもいいんだけどよ、漫画も読んじまったし、暇潰しの散歩でもしてくっかな、と」


　ぶちぶち言いながら、雑誌を閉じて空も席を立った。おそらくその散歩のルートはたまたま素敵達と一いつ致ちすることになるのだろう。


「まったく。お前ら、野次馬根性ありすぎだろ……」


　とはいえ、一人で部室に残されても退たい屈くつなばかりだ。仕方ないので浩介も彼女達と一緒に終を追いかけてみることにした。


　部室を出て、しばらく校舎を見回しながら歩を進める。幸運にも、ゆっくりとした足取りで歩く終ついの背中をすぐに見つけることができた。なんとなく後ろめたい気分になりながらそのまま彼女を尾行し、そして最終的に辿たどり着いたのは──


　人気のない、屋上。


「むぅ……これは、可能性がさらに高まったわ！　少なくとも、先生とかに呼ばれた用事じゃないのは確実よ……！」


　屋上へ続く階段の踊おどり場。がちゃん、と音を立てて閉まった鉄扉を見上げ、素す敵てきが真剣な表情で呻うめいた。ここまで来て引き返すわけにはいかない、とばかりに素敵はそのまま忍び足で階段を上り、音を立てないようにして慎しん重ちように鉄扉を押し開ける。僅わずかに開いた扉の隙すき間まに耳を近付け──途と端たん、驚きよう愕がくで見開いた目をこちらに向けて口をぱくぱくさせ始めた。なんだなんだ、と浩こう介すけ達も屋上の音を聞くべく一緒になって鉄扉の隙間に耳を寄せた。


「……ひさしぶり。一日ぶり、だけど……」


　ぼそぼそした終の声。屋上にはもう一人いるようだが、位置の関係か、そちらの声はよく聞こえない。聞こえるのは断片的な終の声だけだった。


「……うん。会いたかった……お話、しよ……」


「や、やっぱり……！」


　眉まゆを寄せた素敵が、鉄扉を保持する手にぐぐいと力を込める。さらに聞こえてきたのは、


「あ。そんなに抱き締められると、くるしい……」


「抱き締める!?　そ、そんな、こんなところで……！」


「こ、こら藍あい坂さか、あんま興奮すんな、バレる！」


「だって、これは由々しき事態よ！　放課後で、屋上で、抱き締めて！　気分の盛り上がった二人がこれから何をするか……に、２Ｐプレイ、まさかこのまま２Ｐプレイしちゃうの!?　駄目、駄目よ終！」


「いろんな意味でお前のほうが駄目だよ！」


「き、協力プレイってことだよね……？　あわわ、い、いいのかな」


「ちょっと、もう少し詰めていただけません？　あともう少しお静かに。声が聞こえません……！」


「おいこら押すな……！　つーかテメェどこにいやがる、再起不能に握り潰つぶすぞ!?」


「お、お前のほうが押してきてるんだよ、俺は最初からここにいた！」


　特に大きくもない鉄扉に五人が身を寄せているのだ、人口密度はかなり飽ほう和わ気味。さっきから浩介の後頭部に当たっている柔らかいものはおそらく空くうの身体の一部分だろう。握り潰されるのを回かい避ひするべく移動したいところだったが、そんなスペースはどこにもない。


　そんな感じで押し合い圧へし合いをしていたとき──


　不意にその圧力の全てが消えた。


「どわーっ!?」


　不安定な状態で保持されていた鉄扉に、五人分の体重だ。当然のように均きん衡こうが崩くずれ、一気にドアが外側に開く。一同は鉄扉に耳を寄せた姿勢のまま屋上へと転がり出てしまった。


　逸いち早はやく体勢を立て直して立ち上がったのは素す敵てきで、


「い、いけにゃい、いけないわ終つい！　確かにそーいうのは個人の自由だけど、やっぱり段階を踏んで進んでいくべきだと思うの！　あんたは女の子なんだから、もっと身体を大切にっていうか──と、とにかく禁止、不純異性交遊は部長として禁止ー！」


　また舌を嚙かみつつ、盗み聞きしていた後ろめたさを勢いで押し切ろうというかのようにびしりと指を突きつけて言う。が──すぐに、その指先がへにょんと下を向いた。


「あ、あれ……？」


　気の抜けた素敵の声を聞きつつ、浩こう介すけも顔を上げてそちらを見やる。屋上には当然ながら終の姿があった。予想通りに、誰かと抱き合って──いや、誰かに抱きつかれている。その誰かはこちらに気付くとばっと顔を赤くして終の身体から手を離し、


「あう、その、これは……不純異性交遊、とかでは……同性だし……いや、でも、そういう感じに見えたってことは、わたしにはそんなつもりはなかったんですけど、やっぱりそんな想像をされるくらいだったってことで、つまり──はぅあ、恥はずかしいっ……！」


　終の身体に抱きついていたのも女子だった。艶つややかな長い髪が印象的で、どことなく気弱そうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。彼女は泡を食ったように手をばたばた振ったあと、


「わあ、恥ずかしい、恥ずかしい……！」


　足元に置いていた鞄かばんから色鮮やかな手提げの紙袋を取り出し、それをすっぽりと頭に被ってその場にしゃがみ込んだ。立てた膝ひざがかたかたと小さく震えている。


「えーと、あのさ、終。その子は……？」


「……ともだち。入院してるときに、知り合った」


「そ、そうなの……」


　素敵は珍ちん獣じゆうを見るような困惑の目つきで少女を見下ろしていた。しかしすぐ、何かに気付いたようにその眉まゆがぴくりと寄せられる。浩介はそれを見逃さなかった。


「逢い引きではありませんでしたか……入院中に知り合ったということは、彼女も入院していたということでしょうかね？」


「……そう。同じくらいに退院するって聞いてて、そしたら学校で会おうって話してた、から」


「ふん。なんだ、つまんねぇ。つーか、そいつのおかしな態度はどういう──」


　頭を搔かきつつ言っていた空くうの言葉がぴたりと止まる。目を細めて素敵を見やった。素敵は無言で小さく頷うなずき、それだけで一同は理解に至る。


　部員達が理解した事項については口にせず、代わりに素敵はあっけらかんとした口調で言った。その態度は意図的に作ったものだろう。


「まあ、終ついの友達なら私達にとっても友達よね。ねぇ、せっかくだし一緒に部室でお茶でも飲まない？」


「はぅ……？」


　後半は幼児に対するような優しい語調だった。それが効を奏したのか、紙袋を被かぶってぷるぷる震えていた女子がちらりとその紙袋を持ち上げて素す敵てきに視線を向ける。


[image: ]


「別に取って食ったりしないわ。部室には美お味いしいお茶もあるし、こんな屋上よりはきっと何倍も落ち着けるわよ？　終も別にいいでしょ？」


「……すてきがいいなら、いい」


「うん、じゃあ決まり。行きましょ。終、エスコートしてあげて」


　終が少女を立ち上がらせ、頭の紙袋をようやく外した彼女が終の背中に隠かくれるようにして歩いていく。浩こう介すけ達は二人と少し距離を置いて歩き出した。


　浩介は一つ唾つばを飲み込み、囁ささやき声で素敵に聞く。


「……どっちなんだ？」


「軽いほうよ。特に心配はいらないわ。終の友達みたいだし、何にもしないのも不義理じゃない。力になってあげましょ」


　同じく囁き声で返された言葉にほっとする。


　そして、医術部の本当の活動をするときがまたやってきたな、と思った。


　それは勿もち論ろん──この街に密ひそやかに蔓まん延えんしている、耽溺症候群フイリア・シンドロームという異常な病気。その罹り患かん者を治ち療りようすることだった。


　そのことを既すでに浩こう介すけは知っている。藍あい坂さか素す敵てきだけにできるその治療法を、彼女がその治療に抱く想いを、素敵に協力する陰かげる子こ達の事情を。それらを理解し、手伝ってやってもいいかと思ったからこそ、浩介も医術部に入ったのだ。





　さて──この少女は、いったいどんな症候群シンドロームに罹患してしまっているのだろう？





　　　　[image: ]





　医術部の部室に帰ってきた。再度伊い万ま里りがお茶を淹いれ始め、いつもいつも彼女だけを働かせるのも気が引けたので、今度は浩介もそれを手伝うことにする。と言っても、伊万里が淹れてくれたお茶を一同に運ぶ程度のことしかできないのだが。


「どうしてかしら。あんたの手からお茶を受け取ると、なんだかむず痒がゆい気分になるわ」


「素敵さん、きっとそれは女としての自己防衛本能ですわ！　本能が『その飲み物に媚び薬やくや睡すい眠みん薬やくが入ってはいないか、もう一度よく考えてみるのはいかが？』と警けい告こくを発しているのです！　わたくしが毒味をいたしましょう、毒味を！」


「……おい、ミルク持ってこいよボケ。ったく、ホントに使えねーな、お前」


「せっかく運んできてやった人間に対する扱あつかいがそれか！　お前らホントにひどいな！」


　などと言い返しながら浩介はテーブルを回る。終ついにカップを手渡しつつ、


「で、お前はストレートで……その、そっちの」


「……にお。宇う奈な月づき、仁に央お。二年七組」


「宇奈月さん、か。ミルクもレモンも言ってくれれば持ってくるから、とりあえずストレートで渡しとくな。はい」


「あ。その、ど、どうも……」


　終の隣に座っている客人──終の紹介によると仁央という名前らしい──にカップを手渡そうとする。そのとき浩介の指が軽く彼女の手に触れてしまい、仁央は弾はじかれたようにその手を引っ込めた。


「ひぅっ!?　お、男、男の人の手、手が……ふわわわ！」


「お、おい……？」


「や、駄目、駄目です、許してください、ゆるして……た、助けてブラックモアくん！」


　身を縮めて震えていた仁央は、また鞄かばんから紙袋を取り出してがっぽりと頭に被かぶった。屋上で見たものとは違い、色は黒だ……何枚持っているのだろう。数秒あって、恐る恐るその紙袋が持ち上げられるが──浩介と視線が合うと、またわたわたと紙袋を深く被り直す。


「何をしたのですか！　よくわかりませんが、どうせまた貴方あなたが変態的行為に及んだに決まっています！　視し姦かんですか、指で彼女の手を犯そうとしたのですか、それとも耳元で何か卑ひ猥わいなことを囁ささやいたのですか！　正直にお言いなさい！」


「使えねーうえに変態かよ、救いようがねーな。こっち来い、上から下から握り潰つぶしてやる」


「俺は何もしてないぞっ!?」


「……おとこのひと、にがて、って言ってた」


「そ、そうなんです、すみ、すみません……！」


　小動物のようにぷるぷる怯おびえる仁に央おが、紙袋の奥からもごもごと言ってくる。お茶を淹いれ終えた伊い万ま里りもテーブルにつき、


「そういう子もいるよねー。ごめんね、私が持っていけばよかったねっ」


　さりげに浩こう介すけの手伝いの意義をゼロにする発言。伊万里に悪意がないのはわかっていたが、少しばかり傷つく。男が苦手なら最初から言ってほしかった、と思いながら、浩介はとりあえず紅茶のカップを彼女の前のテーブルに置く。直接手渡ししなければ大丈夫だろう。


「ところで──宇う奈な月づきさんと仰おつしやいましたか。さっきの、ブラックモアというのは？」


「あ……えと、この子の名前です」


　この子？　と陰かげる子こが首を傾かしげると、仁央はそこでようやく頭の紙袋を外した。その紙袋を指差しつつ、この子です、と繰り返す。素す敵てきが目をぱちくりとさせ、


「その、紙袋の、名前……なの？」


「はい……そうです」


「……可愛かわいい紙袋、あつめるの。趣味、だって。今もいっぱい、持ってる」


「いっぱい、というか……これくらいですけど……」


　と、仁央が鞄かばんの口を開いて軽く素敵達にその中身を見せる。率直に言えば、その紙袋の量はいっぱい以外の何物でもなかった。色とりどりの紙袋が鞄の中に押し込められている。


「……それの一つ一つに名前がついてるの？」


「あ、はい。このかっこいいのがインペリテリくんで、こっちのがフリードマンくん、これがペトルーシ、ヘットフィールド、ギルバート……」


「そ、そう……凄すごいわね……と、とりあえずお茶でも飲んでよ、宇奈月さん。淹れたのはこっちのまりーだから全然気にしないでもいいわよ！　この男のことは視界に入れないでオッケー、というか空気のように無視しちゃって構わないから！」


「変態と空気、どっちが扱あつかいとしてマシなんだろうな……？」


　肩を落としつつ浩介は呟つぶやくが、誰も聞いていなかった。まぁ怯えられて紙袋をずっと被かぶったままだと話も進まないだろう。仕方ない。


　じゃあいただきます、と仁央がカップに口をつける。伊万里が優しい微笑ほほえみで感想を聞くと、


「お、美お味いしいです。あったかくて、落ち着いて、まるで──サトリアーニくんの色合いみたいで！」


「……」


　一いつ瞬しゆんだけ伊い万ま里りは微笑のまま固まっていたが、そ、そう、口に合ったならよかったー、とさらなるステキな笑みで頷うなずいた。なんという優しさ。


　それからしばらく、お茶を飲みながら当たり障さわりのない会話。


　さっき終ついが話していた通り、二人は病院で知り合ったらしい。仁に央おは身体が弱く、持病もあり、春になってから調子が悪くなって今まで入院していた。出会い方は終がジュースを買おうとしたときに小銭を自販機の下に落としてしまい、たまたまその後ろにいた仁央が小銭を貸してあげて、それからお互いの病室を行き来するようになり──という流れだったようだ。


「へぇ。私が言うのも変だけど、終と仲良くなってくれてありがとね。この子、いつもこんな感じ──内向的っていうか、あんまり他人に興味向けたりしないから」


「い、いえ、こっちこそ……わたしも、あまり友達いないですし、何か気が合ってお話しするようになって、とっても嬉うれしくて……」


「あの、宇う奈な月づきさんって二年だよね？　同い年だから敬語とか使わなくていいよー？」


「あ……その、すみません。癖くせなので、なかなか……気になりますか？」


「気になるといえばなるけど、別にそっちのが楽なら無理に変えなくてもいいわよ。で──うん、まぁ基本的なことはこれでだいたい聞けたわね。じゃあそろそろ本題に入りましょうか」


　素す敵てきが言うと、終がその無感情な視線を上げて呟つぶやいた。


「やっぱり……？」


「そう、やっぱり、よ。これも何かの縁えん、問診させてもらうわ」


　こくん、と終は頷く。会話の内容がわからない仁央は、終と素敵の顔におどおどと視線を向けていた。


　素敵はテーブルから立ち上がり、仁央の手を引っ張っていつもの診察用机に移動する。仁央を丸椅い子すに座らせてから、聴ちよう診しん器きをその首筋にぺたぺたと押しつけ──


「……確かに。さて、悪いようにはしないから正直に答えてほしいわ……大丈夫、私達はあなたの力になれるから。あなた、他人には理解してもらえないような自分のフェチシズム的な性せい癖へきを自覚したりしていない？　何かが特別に好きだとか、何かをするととっても気持ちよくなるとか」


「ひゃ……な、なんで……？　恥はずかしい……」


　仁央はまた新たな紙袋をがさがさ頭に被かぶる。素敵は聴診器を彼女の肌から離しつつ、


「心配しなくていいわよ。秘密は絶対に守るし、正直に話してくれれば、私達はあなたのそれを治してあげられる。医術部の噂うわさとか聞いたことないかしら？」


「な、なんとなく……えと。その、本当に……？」


「ええ。信じて」


　短く、そして力強く。


　この街を守りたいと願う藍あい坂さか素す敵てきは、言った。


　仁に央おは紙袋を軽く持ち上げ、その下から素敵の声を、素敵の動作を受け取っていた。やがて、その紙袋がゆっくりと外され──


「……はい。そういうこと、あります」


「ありがと。じゃあさらに確認させてもらうけど、それは紙袋を被かぶるのが気持ちいいってことでいいわよね？　その症状はいつから──」


　そこで仁央は、え？　というように首を横に傾ける。


「いえ──これは、ただの趣味というか癖くせで、特に気持ち良かったりは……」


「違うのかよ!?」


　と浩こう介すけは反射的にツッコんでしまっていた。勿もち論ろん素敵達もそれぞれ「え？　違うの？」といった感じでぽかんとしている。このヘンな紙袋蒐しゆう集しゆう＆被り癖が症候群シンドロームのせいではないとは……なんという変人。いったいどうすればナチュラルにこんな趣味と癖を持てるのか、逆に興味がある。


　そのツッコミにビクリとした仁央が、「ひ。ごめんなさい、ごめんなさい……！」とまたわたわたと紙袋を被ろうとし始める。浩介をじろりと睨にらんでから、素敵がやんわりとその動作を押し留めた。


「ま、まぁまぁ。あいつのことは気にしないで、落ち着いて。で、ほんとに？」


「はぁ……えとですね、他の人には多分理解されなくて、でもわたしにとってはすっごく、その、き、気持ちいいっ、て思ってしまうようなことは他にあって……これ、なんですけど」


　そう言って仁央は鞄かばんに手を入れる。やっぱり紙袋じゃないのか、と思いきや、彼女が鞄から取り出したのは別のものだった。ピンのついた、布製の輪っか。つまり、


「腕わん章しよう……？」


「はい。その、わたし、これでも一応、風紀委員、でして……」


「……マジで？　全然似合わ……ぐふっ!?」


「失礼なことは言わせません。話が進まないので貴方あなたはしばらく黙だまっていなさい」


「だから傘で首を絞しめるのは止やめろゲル子！　つーか今『……噓うそでしょう？』とか呟つぶやきながら首を傾かしげてたお前の姿が見えてたような気がするんだがっ！」


「幻げん覚かく及び幻げん聴ちようです！　それから、わたくしの名前は陰かげる子こだと何度言ったら！」


「あー、うっせー。二人一緒に握り潰つぶすぞ」


　どうやってだよ、つーかどこをだよ、とツッコミたいところだったが、酸素不足は深刻だ。不機嫌そうにちびちびお茶を啜すすっている空くうの横で、心配そうに仁央の診察を見守っていた伊い万ま里りが口を開く。


「えと。それは、風紀委員が好きってこと？」


「は、はい……似合わないのはわかってるんですけど、何か高校生活で一個頑がん張ばりたいな、と思って、一年のときに入って、わたしは身体が弱くて休みがちで臆おく病びようで全然力不足で上う手まくできないんですけど、それでもちゃんとお仕事できたときには、なんだかとっても幸せでふわーっとした気持ちになって。なんかもう、手触りがとっても素敵なクラプトンくんを触っているとき以上に興奮しちゃう感じで！」


「正直、その比較対象はよくわかんないけど……とにかく《風紀委員の仕事がちゃんとできたとき》に最高に気持ちいい快感を覚えるってわけね。ふーむ……風紀耽溺症デイシプリンフイリア、か」


「ヘン、ですよね、こんなの……治ります、か……？」


　弱々しく呟つぶやく仁に央おに、腕組みで考え事をしていた素す敵てきはすぐに首しゆ肯こうを返した。


「勿もち論ろんよ。感じからすると正方治療ダイレクト・ミーンズで治せると思うわ」


「正方ダイレクト……？」


「んと、症候群シンドロームの治ち療りよう法には二通りあるのよ。感覚的なものだからうまく説明できないけど、そうね、たとえば酸性とかアルカリ性みたいなもので……私には、あなたのその病気がどっちの性質寄りなのかわかる。だからそれを中性に近付けるには、どういう性質の処しよ方ほう箋せんを加えればいいのか……みたいな。わかりやすく言うと、あなたの場合は《思うまま、今まで感じたことのないくらいに完かん璧ぺきに素敵に風紀委員の仕事を成功させる》というのがいいと思うわ」


「私のドミノ倒しと一緒だね」


　伊い万ま里りの言葉に頷うなずき、素敵は聴ちよう診しん器きを指先で弄いじりながらさらに続ける。


「ところで、風紀委員のお仕事って具体的にどんなことをするの？　イメージとしてはなんとなくわかるけど」


「いろいろあります……あまりに校則から逸いつ脱だつしているような人に対して、服装の乱れを注意したり、とか。その、わたしはこんななので、あまり強くも言えないんですけど」


「うっ。ふ、服装、ね」


　終ついや伊万里はわりとスタンダードな制服なので平然としていたが、制服の上に白衣、というスタイルを常に崩さない素敵はすっと視線を逸そらしていた。おほん、と咳せき払ばらいした陰かげる子こもさりげなく傘を自分の背中に回す。二人とも、今更気にしても無駄なんじゃないでしょうかね。ちなみに金髪とヘッドホンという空くうも平然グループの一員だった。お前はもっと気にしろ。


「あ、あの、藍あい坂さかさん達のは、制服的にはちゃんとしているのでそんなに問題は……あとは、校内のゴミ拾いとか。うちには美化委員がいないので、その代わりに」


「ふーむ。他には？　あなたが今一番、《この職務を果たしたい！》って思ってるような仕事とかだとなおいいんだけど」


「……にお。最近、毎日、委員会の会議があったんでしょう……？」


　仁央への助け船を出すように、ぽつりと終が言葉を混ぜてくる。


（ああ、委員会があったから……放課後になってすぐじゃなくて、ちょっと経たった時間に屋上で待ち合わせしてたのか）


　と、浩こう介すけは納なつ得とくした。終ついが少しだけ医術部に顔を出して早帰りする、という流れができていたのはそのためだろう。


「そうでした！　最近、委員会が多くて──その議題は《校内実態調査》についてです！」


「何それ？」


　転校してきたばかりの浩介だけでなく、どうやら素す敵てきもその単語は初耳だったらしい。首を傾かしげて聞くと、仁に央おは鞄かばんからプリントの束を取り出した。


「ええと……学校内には、人の目にあまり触ふれない、触れても一部の生徒だけ、みたいな場所があるじゃないですか。そういう場所がよくないことに使われていたりはしないか、とかを実際に風紀委員が目で見て調査するんです」


「体育館の裏みたいな場所を、不良の溜たまり場とかになってないか調査するってこと？」


「はい、あとは部活動に参加していないと入れない場所とか。煙草たばこの吸すい殻がらとかが落ちてれば大問題ですし、適切な使い方がされてないようだとそれも報告対象で」


「へ、へー。ソレハタイヘンネ」


　妙なカタコト言葉で素敵の目が泳ぐ。勿もち論ろん、彼女の視線が向かう場所は決まっていた。


　仁央はそのあからさまに不審な様子には気付かなかったらしい。代わりに何かを思い出したようにプリントを捲めくり、


「あっ。そう言えば……わたしの担当の中に、確かこの医術部さんも……やっぱりありました！　その、退院して初めての大仕事ですし、いつも役立たずのわたしでもこれを完かん璧ぺきに果たせればちゃんとした風紀委員になれるかな、とか思うこともありまして……その、失礼ですけど、本当によければなんですけど、この医術部さんの部室もちょっとだけ調べさせてもらえれば、みたいな。あの、勿論──」


「え？　あ、あー、そうね！　何もやましいところはにゃい、いや、ないし、勿論協力するのはやぶさかではないわねやぶさかってどういう意味だったかしら！　ところであまりに散らかってるのってせっかくお仕事してくれる風紀委員さんに対して失礼よねそうよね？　というわけでちょっとだけ片付けさせて！　別に証しよう拠こ隠いん滅めつとかするわけじゃないから安心していいわ、いやもうホントに！」


　仁央の言葉を遮り、素敵が椅い子すから立ち上がってまくし立てる。その勢いに気け圧おされたか、仁央はただ目を丸くしているだけだった。


「え？　はぁ……でも、ただ見るだけなので、お片付けとか別に気にしないでも……」


「さあ片付け片付け！　まりー、とりあえず宇う奈な月づきさんにお茶のお代わりを！」


「う、うん！　えーと、今度はミルクティーとかどうかな？　結構それも自信作だから」


「あ、いえ、もうお腹いっぱいで……」


「では貴女あなた、傘に興味はありませんか？　今急に貴女に傘の素す晴ばらしさを説きたくなってしまいましたの、ぜひ説明させてくださいまし。これはパリのとある職人が丹精込めて作り上げた一品で、このシンメトリックなエッジがまるでベルサイユ宮殿の──」


「わ、わあ！　凄すごいね宵よい闇やみヶが原はらさん！　私にももっと教えてほしいな、とか！」


　と、陰かげる子こと伊い万ま里りが時間稼かせぎに入る。陰子はわかるが、伊万里まで素す敵てきに毒されてしまったかのようで微妙に心苦しい。二人が仁に央おの注意を惹ひいている間に、どだだだー！　と素敵は部室の奥スペースに突入し、何やらどたばたと騒がしい音を響ひびかせていた。ややあって、


「お、お待たせ……いいわよ？」


　と素敵が奥スペースから首を出す。あのテレビとかゲームとかは持ち運べるものではないし、陰子達が稼いだほんの数分で何をどう取り繕つくろったのか。気になったので、浩こう介すけも仁央を追って（刺激しないように距離は注意した）奥スペースへ向かった。入り口のカーテンを開いて中を覗のぞき込む──


「こ、ここはね、倉庫みたいなものなの。いろんな医い療りよう用具やら何やらが置いてあるだけの場所よ。医療用具は何よりも清せい潔けつでなくちゃならないからこうなってるの」


「はぁ……」


　引き攣つった笑みを浮かべる素敵の背後には、白い布で全面を覆おおい隠された棚があった。床に敷いていた布団は畳たたんでその棚のどこかに突っ込んでいるのだろう。ゲーム機が繫つながったテレビにも同じく布が被かぶせられている。


「えと、特に問題はなさそうなんですが……決まりなので、一応そこの棚の中とか見せてもらっていいですか？」


「い、いいわよぉーぅ？　でも高価な医療器具とかあるし、取り出すのは私がやるわね!?　えと、ここには……はい、ただのメスが！」


　棚を隠す布を一瞬だけササッと捲めくり、振り返るとその手にはメスがある。自分の身体を盾たてにして死角を作り、白衣のポケットから取り出したのだ。お前はマジシャンか。


「こっちの棚には？」


「くっ。こ、ここは……ラッキー、歯医者さんが頭につけるライトがあったわ！」


　いやラッキーはおかしいだろ。つーかなぜそんなものがここにある。


「今、何かＣＤケースみたいなものもちらっと見えたんですけど……」


「それはレトロゲー……じゃなくて、ヒーリングＣＤね！　ほら、手術のときに流したりとか、植物状態の患者に対する音楽療法、とか聞いたことない？　その調査のために使うの！」


「な、なるほど……じゃあ、問題は、ない……ような気がします。ええと、ここは医術器具の保管庫。問題なし、と」


　さらに手にしたプリントを捲り、仁央はそこに何事かを書きつけていく。肩越しにその手元を覗き込むと、そのプリントにはこの学校内の詳細な間取りの一部分が地図のように印刷されているのがわかった。担当の風紀委員が各自その地図に場所の用途を書き込み、最終的には全員分の情報を合わせて完全な用途マップのようなものを作り出すのだろう。


　整然と記された校舎の間取り。そこに少しずつ情報を加えていき、意味あるものにする──未踏破のダンジョンのマップを徐々に完成させていくような作業だ。地味ではあるが、それはなんだか、


「むぅ……なんか面おも白しろそうだな。またマッピング癖ぐせが再発しそうな気配があったりなかったり」


「ひっ。い、いつのまに後ろに……近いです近いです、助けてアイオミくん！」


　しまった、黙だまって観察するつもりだったのに思わず喋しやべってしまった。仁に央おは背後を振り返るなりびくりと肩を震わせ、またわたわたと紙袋を頭に被かぶる。


「こらあんた、邪じや魔ましないっ！　ごめんね宇う奈な月づきさん、こいつは今すぐ叩たたき出すから！　あなたは自分のお仕事をよろしく！」


　言葉通りに奥スペースから叩き出された。そして部室のテーブルに戻ってしばらく、紙袋をヘルメットのように中途半端に被った仁央が調査を終えて素す敵てきと一緒に帰ってくる。紙袋の下にちらりと覗のぞく仁央の頰ほおは微かすかに紅潮しており、その足取りもなぜか多少ふらふらしたものに変わっていた。


「ふわぁ……で、できました。まだ一個だけですけど、ちゃんと調査できました……ああ、よかった、ホントによかった……ん。とっても、これ、いいです。気持ち、いいです……」


「んー、やっぱり一個だけだと足りないわね。やっぱり、あなたの受け持ち箇か所しよ全部をパーフェクトに完遂させてあげなくちゃ駄目かしら」


　テーブルに戻った仁央は難しい顔の素敵に視線を向け、そのぽわぽわした表情の中に僅わずかに困った気配を混ぜ込んだ。


「そう、ですか……でも、他の部活はこんなに簡単じゃないと思うんです。ああ、みんな医術部さんみたいに素直に協力してくれれば──」


「他の部活は素直ではないのですか？　風紀委員会というれっきとした学校機関の調査ですし、無下に断ることもできないと思うのですけれど」


「あ、はぁ。顧こ問もんの先生から聞いていませんか……？　その、校内実態調査は部室の奥とかに入るので、部活動の邪魔になったりするじゃないですか。それに、昔に『いくら風紀委員だからって好きに部室を弄いじり回していいのか』とか『部員のプライバシーは』とか『ライバル校に情報が流れたらどうする』とか色々文句が出たことがあったらしくて、ですね……」


「まぁ、その理り屈くつもわからなくはありませんわね」


「それで、苦肉の策として──慣例的に『調査対象の部活動は、担当の風紀委員に対価として労働を求めることができる』というルールがあるんです。球拾いとか、グラウンドの掃除とか……知りません？　わたしてっきり、みなさんが好意で無償の調査を許可してくださったのだとばかり……うう、説明不足ですみませんでした！　恥はずかしい、ローランドくん……」


　と紙袋の奥に逃げ込む仁央を軽く見やり、素敵は息を吐はく。


「なんだ、そんなルールがあったの……うちは去年できたばかりだし、顧問もあのほえほえ先生だし、正直知らなかったわ。ま、別に気にしなくていいわよ。聞いてたとしても手伝いとかは求めなかったと思うから」


「そ、そうですか。そう言っていただけると助かりますぅ……」


「つまり、他の部活はその手伝いを求めてくるかもしれないから大変だ、ってことだな。つーか、いくら抜き打ち気味に調査に行っても、その手伝いの間に証しよう拠こ隠いん滅めつとかされたらあんまり意味がないような気がするんだけど」


　ふと思いついて言ってみる。このバカ私の苦労を無駄にするな気付かれたらどうする気!?　とばかりに素す敵てきがバチバチと不器用なウィンクをしてきたが、口にしてしまったものは仕方がない。


「ひぃっ。その、そうそう簡単に悪いことの痕こん跡せきが消せるわけじゃないですし、風紀委員はその道のプロなので、大丈夫……なのですぅ！　すみませんすみません、あんまり睨にらまないでいただけるとっ！」


　別に睨んでいたわけではない。そうですねその道のプロの目が節穴じゃなければ大丈夫ですよね、と複雑な気分で素敵の証拠隠滅に全く気付かなかった女を見つめていただけだ。


「そんなわけで、不安、なんです……お手伝いがちゃんとできなかったら、最悪、調査を拒否されちゃうかもしれなくて……わたし、こんなふうに男の人も苦手で、強くも言えないから、うまくできるかどうか」


「……ちなみに。におがもしうまくできなかったら、どうなる？」


　終ついがぽつりと言った言葉に、仁に央おは小首を傾かしげながら答えた。


「多分、先輩達の誰かがもう一度きちんと再調査することになるかと……」


　そ　れ　は　ま　ず　い。


　医術部一同は無言でアイコンタクトし、その感想を共有する。仁央だったから奥スペースのことも上う手まく誤ご魔ま化かせたが、もし他のちゃんとした風紀委員が来ればどうなることか。なんだかんだ言っても、この部室はやはりそれなりに居心地のいい場所なのだ。


　素敵が何やら真剣な瞳で顔を上げ、胸中に決意を刻み込むかのようにぐっと拳こぶしを握り締めた。


「……やっぱり、これは私達が本気で宇う奈な月づきさんのお手伝いしなくちゃならないようね。宇奈月さんの症候群シンドロームを治すために必要な行為なのは当然として……これには医術部の未来もかかっていると言って過言ではないわ！」


「素敵さんの御み心こころのままに。ここが失われてしまうのは得え難がたい損失ですしね」


「そうだね。お茶も飲めなくなっちゃうかも、だし。頑がん張ばらなくちゃ」


　陰かげる子こが当然のように頷うなずき、むん、と伊い万ま里りも可愛かわいらしくガッツポーズのようなものを見せて同意を示す。


「におは、ともだち。もちろん、ついも手伝う」


「あ、ありがとうございます……」


　仁に央おは紙袋の下から陰かげる子こ達を眺ながめ、最後に終ついと視線を合わせて笑う。終は相変わらずの無表情だったが、どことなく彼女の頰ほおも緩ゆるんでいるように見えた。二人で楽しく騒ぐというタイプではないにしても、その視線だけでお互いの信頼関係のようなものが伝わってくるような気がした。


「ち。あたしは別に手伝わねーぞ、めんどくせぇ……」


　予想通りに空くうだけは不機嫌に呟つぶやいていた。浩こう介すけはちらりと彼女を見やり、


「おいおい、くーさんよ。いいのか？」


「間延びした言い方すんなっつってんだろ！」


「じゃあちゃんと言うけどさ、黒くろ崎さき。お前も結構ここが気に入ってるような気がするんだけどな。調査の見返りに何か人手がいるような労働を求められて、それが一人分足りなかったせいで上う手まくできなくて、それが巡り巡って医術部の再調査に発展して──とかなったら嫌いやだろ」


「だ、だから、そんなのは全然……あたしの知ったこっちゃねぇ！」


　ぎろりと睨にらんで怒鳴ってくる。相変わらず素直じゃないなあ、とか浩介が思っていたとき、平然とお茶を飲んでいた陰子が明後日あさつての方向に視線を向けながら言った。


「そう言えば、そこの変態と塚つか原はらさんが入部してから黒崎さんが無断欠席する回数が減っているように思えますわね？　わたくしの気のせいかもしれませんが」


「それ、私も思ってたー。なんでなのかしらねー」


「て、てめーら……か、勘かん違ちがいだぞ、全然そんなことは……！」


「あ、ひょっとして私のお茶を気に入ってくれたのかなっ？　そうだったら嬉うれしいよー、えへへ。ねぇ黒崎さん、一緒に頑がん張ばろうよっ」


　顔を真っ赤にして反論しようとする空に対し、伊い万ま里りが純度百％の無む垢くな笑顔を向ける。ぺかー、と軽く後光が差してきそうな笑みだった。


「うっ……く、くそ、うっせぇ！　帰るぞ、あたしはもう帰るかんな！」


　と、空はついに鞄かばんを引っ摑つかんで逃亡に入る。その背中に浩介は声をかけた。最後に一つ、空が表向き参加しやすくなるような理由を作ってやれば充分だろう。


「明日も来いよー。来ないと今後ずっとお前の呼び方を《くーちゃん》で固定してやるぞ」


「死ね！」


　最後に空がそう吐はき捨て、ぴしゃり、と部室のドアが閉まる。こんなものだろう。いい仕事をした……まあ汚れ仕事みたいなものだが。


　手伝いの人員が一人減ることを阻止したぜ、どうよ？　とどこか誇ほこらしげな心持ちで浩介が部室の中に視線を戻す。が、


「あの……どうしてあの人、死ね、って言われたのに微妙に嬉しそうなんでしょう……」


「いい質問ですわ、宇う奈な月づきさん。それはあの男が真正の変態だからに他ありません。罵ののしるのも罵ののしられるのも全て自らの快楽へと変える、あれはそんな無節操危険生物なのです」


「しょくぶつにんげんに、なれ」


「あっ、終ついが陰かげる子こさんの台詞せりふに反応してギリギリのところを攻め始めたわ！　ていうか今思ったけど、罵るのも罵られるのも好きなら《死ねよ自分！　俺は人間のクズだ！》っていう台詞で二倍のセルフ快楽が味わえるってことじゃない？　へ、変態中の変態だわ……！」


「ひ、ひぃ。困ります、わたしには難度高すぎる男の人です……み、見ないでください、見ても罵りの言葉なんてかけてあげられないです！　助けてダレルくんー！」


　苦笑いの伊い万ま里りはともかく、それ以外の人間にはなぜか揃そろってひどい扱あつかいを受けていた。なんという不当評価。


　浩こう介すけにできたのは、いいんだ、別に褒ほめられたくてやったわけじゃない。自分の頑がん張ばりは自分がわかってればいいのさ……と、自らに言い聞かせながら肩を落とし、ひっそりと溜ため息いきをつくことだけだった。
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　生足だらけだった。


　右を見ても左を見ても生足。なまあし。ナマアシ。


（くっ。集中、集中……！）


　浩こう介すけはぶるんぶるんと頭を振り、手中のデッキブラシをさらに力を込めて動かし始める。


　仁に央おを手伝うことになった翌日──浩介達の姿は学校のプールの中にあった。と言っても泳いでいるのではなく、水の抜かれたプールを手作業で掃除しているのである。


　仁央が自分の担当箇か所しよの中からまず校内実態調査の対象として選んだのは水泳部だった。放課後になって勢い込んで部長のところに乗り込んだところ、たまたまその日部活が休みだったこともあり──こうしてプール掃除を命じられることになったのだった。やはり医術部以外の部活にとっては、この調査と手伝いのルールはそれなりに浸しん透とうしているらしい。勿もち論ろん、風紀委員の手伝いとして医術部員がいることに怪け訝げんな目を向けられはしたが、そこは変人集団として名高い我らが医術部。下へ手たに文句など言って面めん倒どうを起こしたくない、こいつらには関わりたくない、という雰ふん囲い気きの水泳部部長に軽くスルーしていただいた。ありがたくも不ふ名めい誉よだ。


「ふぅ。こうして見ると、結構面積がありますのね。いやはや、先は長そうですわ……宇う奈な月づきさん、最初からそんなに飛ばすと疲れてしまいますわよ」


「よいしょ、よいしょ……いえ、お掃除は風紀委員の基本スキルですから。頑がん張ばります！」


　プール掃除は水を使うので、つまり濡ぬれる。浩介は裸足はだしになって制服のズボンを膝ひざまで捲まくり上げているだけだったが、仁央と陰かげる子こは体操服姿だった。


　素す敵てき謹きん製せいの《校内実態調査手伝いのしおり》には《第三項・服装について……求められる手伝い内容を予測し、必要ならばそれにふさわしい服装を用意しておくこと》という一文が勿論明記されている。しかし残念ながらそのしおりが完成して配布されたのは今日になってからだったので、誰もそれを守ることはできなかった。にも拘かかわらず陰子達が体操服を身に着けているのは、たまたま今日体育があったから、というただそれだけの理由である。


　生足で裸足で体操服の陰子は当然のように傘を頭上に掲げており、仁央は紙袋を半分頭に被かぶっている。体操服で浩介の前に現れるや否や、彼女は「ひぅっ。見ないでください……！」と紙袋を被ってしゃがみ込み、怯おびえた小動物のようにしばらくぷるぷるしていたのだ。いつでもその状態に戻れるように、という警けい戒かい心しんの表れなのだろう……そんなに怖いかな俺、と浩介としてはちょっと傷つく。


「……」


　濡ぬれるのを気にしていないのか、制服のままの人間もいた。ただしこちらも靴くつ下したの類を脱いで素足にはなっている。終ついはあの氷のような目で無機質にブラシの先端を見つめたまま、直立不動気味にかしゅかしゅとブラシを前後させていた。なんとなく、ステッキを持った魔術師が儀式を行っている光景を想像する。だが浩こう介すけがぼんやりと彼女の姿を見ていたそのとき、ふと終はその顔を上げた。視線の先にいたのは仁に央おで、


「よいっ、しょ……ふう。だいぶ綺き麗れいになりました！　この調子で、次はあっちのほうを──ひゃっ!?」


　移動しようとしていた仁央が、つるり、と足を滑すべらせる。だがその瞬しゆん間かんに終は彼女の身体からだに手を伸ばしていた。お姫様を守る騎き士しのようにその腰を抱えつつ、


「……いそぐと、あぶない」


「あ、ありがとうございます……ごめんなさい」


「別に、いい」


　短く答えてから、終は軽く首を傾けるようにして続ける。


「こけると、大変……いっしょに、いこう……？」


「は……はいっ。えへへ」


　一瞬驚おどろいたような顔になったが、すぐに仁央ははにかんだ笑顔を見せた。終は仁央の身体を立て直させた後、腰に回していた手を再度伸ばして仁央の手を握ったのだ。二人は手を繫つないだまま、肩を並べて次の場所へと歩いていく──本当に仲がいいんだな、と浩介は不思議にほんわかした気分で思った。


　しかしそのとき聞こえてきたのは、どう考えてもほんわかとは対極的な気分になっている人間の声。


「あー、くそ、くそ。なんであたしがこんなことを……！」


　昨日の会話（脅きよう迫はく？）の成果か、まさに嫌いや々いやといった感じでこの手伝いに現れた空くうは今もただひたすらに不機嫌な表情だ。終と同じく制服と素足の姿で、苛いら立だちをぶつけるかのようにブラシでプールの底を適当かつ暴力的に攻撃している。近付きたくはない……というか、その心配もないほどに空は一同とはかなり距離をおいたプールの端はしにいる。理由は単純で、彼女の頭にはいつものヘッドホンが装着されていないからだった。プレーヤーに繫がっていないとはいえ、一応はヘッドホンも電子機器だ。さすがに水で濡らして壊したくはないのだろう。つまるところ、空が他人の呼吸の良し悪あしに興奮してしまう呼吸耽溺症ブリーズフイリアだから、という一文でその距離については説明できる。


　そして──


「くっ、なかなかしつこいわね、この汚れ……！　でも私からは逃げられないわ。歯し垢こうをこそぎ落とすように、こうして、こうして……！　ああもう、ホントに歯科医用ドリルでも持ってきてやろうかしら！　しまった、でも電源がないわ！」


「も、問題はそこなの？　なかなか落ちないならもう少し水を流してみるね、滑すべって倒れないように気をつけてー……ち、違うよ、別にそれはそれでなんだか気持ちよさそうだなとか考えてないよ？」


　残る二人、素す敵てきと伊い万ま里りもとりあえず制服からは着替えていた。だが体操服ではない。浩こう介すけ達のクラスには今日は体育がなかったのだ。では何を着ているのかと言えば──


　患者用の術衣だった。
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　淡い水色をした──以前の事件のときにも素敵が着ていたもの。何か濡ぬれてもいい服はないか、と素敵が適当に着替えを探した結果、元々医術部の部室にあったそれに白羽の矢が立ったのである。素敵はともかく、伊万里までもがそれを着るのは浩介としてはかなりの予想外だった。制服を濡らすよりは、という苦渋の決断だったのかもしれないが……特にこちらの視線を気にする様子もなく掃除に励はげんでいる彼女の姿を見るに、やはり素敵の毒の侵しん食しよくが進んでしまっているのでは、という不安を覚えざるをえない。


　さすがに濡らすのは嫌いやなのか、珍しく白衣を脱いでいる素敵。真ま面じ目めな顔でホースからちょろちょろ水を流している伊万里。お揃そろいの術衣はひどく薄手で、かなりの無防備感があった。ダイレクトにそのラインを反映させている胸の膨ふくらみ。裾すそは短く、白くつるつるの太ふと股ももが二人とも目に眩まぶしい。さらには彼女達が動くたびに軽い布がひらひらと揺ゆれ、その太ふと股ももがかなり際きわどい位置までご登場。


　いけないと思いつつも、勝手に視線がそちらに吸い寄せられてしまう。ちらちら。ああ、気になる。細くて華きや奢しやで、高価な人形のような素す敵てきの生足。肉感的で柔らかそうな、見ているだけで生の実感を味わえるような伊い万ま里りの生足。対照的でありながら同等の価値を持つ何か。つるつるとぷにぷに、どちらも素晴らしいのは変わりないだろう。いや待てだからこんなことを考えるのはまずいだろ自分、と視線を逸そらそうとした刹せつ那な、協力して同じ汚れを落とそうとでもしたのか、二人が同時に上半身を前に倒して──つまりはお尻しりをこちらに向けて突き出すような姿勢になって、さらに際どい太股がダブルで視界に飛び込んできて、いや太股どころかこのままではさらに危険なものが──


　そして次の瞬間、浩こう介すけの目に飛び込んできたものは。


　花柄だった。ただし、それは浩介が予想していたような、素敵達が身に着けているアレの柄ではなく──


　顔のすぐ前に広げられた、傘の裏地の模様。


　浩介のすぐ横には陰かげる子こが立っていた。傘を横向きに広げ、前方に向けられる浩介の視線を完全に遮っていた。カクカクと浩介は首を捻ひねって陰子の顔を見やる。


「うふふ……？　貴方あなたは・何を・見ていらっしゃるのでしょうか……？」


　最高の笑顔だった。最高すぎて嫌いやな予感しかしない。なので浩介はとりあえず自分も笑ってみた。言葉の通じないアマゾンの人食い部族に捕まってしまったときと原理は同じだ。笑う以外に身を守る手段がない。


「わたくし……忘れておりました。このプールの中、真っ先に掃除すべき極大の汚れがここにありましたわ！　す、素敵さん達のおみ足を、そんなケダモノのような目で……許せません、絶対に許せません！　菌きん糸しの一本すら残さず撃げき滅めつしてさしあげます！」


　だが当然のように、笑顔で友好をアピールという最終兵器も陰子には通じなかった。ぎしり、と傘の柄えが軋きしむ音を合図に、浩介は全力で回かい避ひ行動。一瞬遅れ、後頭部を尖とがった何かが掠かすめていく気配──危なかった、見てからでは間違いなく避よけられなかった。だがまだ窮地を脱したわけではない。そのまま必死に足を動かし、陰子から逃亡を図る──


「お待ちなさい！　どこへ行こうというのですか、貴方の行き先は排はい水すい溝こうのみだというのに！　せいぜい最後の抵抗としてパイプ詰まりでも起こすがいいですわ！」


「おいゲル子、怖こえぇこと言うなっ！」


　言い返しながらも足は止めない。立ち止まった瞬間に殺ヤられる。閉じられた傘の先端が耳の後ろを掠める。曲がった柄がこちらの首を引っ掛けるべく伸びてくる。騒ぎに気付いたか、前方の素敵と伊万里が怪け訝げんそうな面おも持もちでこちらを振り返るのが見え──素敵達に注意を向けてしまったその一瞬の隙すきに、追走してきていた陰子の傘が浩介の足を払った。バランスを崩して倒れる。陰かげる子ことしてはそのまま浩こう介すけの動きを止めて処刑に入りたかったのだろうが、掃除をしていたプールの床は当然のように水で濡ぬれていた。なので浩介は走っていたベクトルのままにつるつるとプールを仰あお向むけで頭から滑すべっていくことになり、


「うおおおおお!?」


　本能的に目を閉じる。この勢いはまずい。途中で止まればいいが、もしプールの壁に激突してしまったら──と嫌いやな未来を頭に思い描いてしまう。だが幸いにも徐々に身体の勢いは摩ま擦さつ力で失われていき、最終的には二本の柔らかい柱のようなものに肩を軽くぶつけて止まった。


（……柱？）


　そんなものプールにあっただろうか。浩介は仰向けになったまま腕を持ち上げ、自分の肩の上に未いまだ佇ちよ立りつしているそれらに触れてみる。柔らかい。それぞれの腕で完全に抱え込めるほどに細い。はて……？　と思いながら、今まで閉じていた目を恐る恐る開いてみると、


　それは素敵の足だった。


「……」


　逆さまになった素す敵てきの顔がぽかんと自分を見下ろしている。素敵は普通に立っている。あの薄い生地で裾すその短い無防備な術衣で立っている。自分はその足の間に仰向けで滑ってきて、丁度その足で肩を受け止めてもらう形になったのだろう。自分が肩の上に腕を回してがっしりホールドしてしまっている足はそのまままっすぐ目の前に伸びており足が視界を埋め尽くしていてつまるところ今の自分は彼女の股また下したに頭を突っ込んでその二本の太ふと股ももが合流している部分の小さな布を真下から完全無欠に見上げている状態で──


　二人が自分の状況に気付いたのは同時だった。


「ぎ、ぎゃー！　にゃに、何してんのよあんたって男はーっ!?　《人間カーリングで女の子の下に滑り込みたい病》なんて……どれだけ限定的なアクションの病気なの!?　し、しゅじゅちゅよ、メスの代わりにデッキブラシで叩たたき潰つぶす感じのしゅじゅちゅが必要だわっ！」


「おうわっ!?」


　間かん髪はついれず素敵がブラシを振り下ろしてくる。浩介は慌あわてて肩の上にあった素敵の足を押し、さっきの逆再生をするかのようにその反動でプールの床を滑って避さける──だが今度停止したのも、やはり二本の白い柱の間。


「ひゃんっ!?　な、那な霧ぎりくんー？」


「うわ、ご、ごめん塚つか原はらさん！　見てない、全然見てないから！　多分！」


　さっきとは逆向きに滑ったので、今回は脇わきの下に伊い万ま里りの足を抱え込んで止まるような姿勢になってしまった。足の間から見上げるよりはいくらかマシだが、それでも彼女の術衣を真下から見上げていることには変わりなく──慌てて伊万里が術衣の裾すそを押さえるまでのほんの一瞬の間にちらりと見えたものは、ひとまず記き憶おくから消しておく。それを再び脳内金庫から取り出すことがあるかどうかは自分の良心との戦いだ。


「こ、この男、私だけじゃなくてまりーまでその毒牙に！　しゅじゅちゅさせなさいー！」


　というか仰あお向むけでプールを滑すべっているからこんな目に遭あうのだ、と浩こう介すけは慌あわてて伊い万ま里りの足の間から脱出して立ち上がる。素す敵てきのデッキブラシの間合いからは逃れられたが、それを悟さとるや否や彼女は即座にホースを使った遠距離攻撃へとシフト。床を滑ったせいでもうかなり制服が濡ぬれてしまってはいるが、頭からホースの冷水を被かぶるのはやはりレベルが違う。食らってたまるか、と浩介は足を滑らせないように注意しながらさらに間合いを開ける。素敵はホースを振りまわして追ってくる。


「ああ、なんと、ああ……この世にこんな悪逆無道があってよいのでしょうか。あの変態が、あんな、あんな、素敵さんの足の間に顔を突っ込んで……あの数秒で、きっと百度を超える脳内凌りよう辱じよくが行われたに違いありません。ひどいです、ひどすぎます……おいたわしや……」


　陰かげる子こは怒りを通り越してもはや虚うつろな気配でフラフラと身体を揺らしていた。あまりにショックが大きすぎて処理できなくなったのだろう。これ幸いとばかりに浩介はぶつぶつと呟つぶやいている陰子の後ろに回り込み、彼女の手首を握ってその傘の方向を変えさせる。素敵の放水攻撃を傘らしくガード。


「な……何をするのですか、貴方あなた！　お離しなさい！」


「ボーっとしてるのが悪いぞゲル子、盾たてにさせてもらう！」


「陰子さんどいて！　そいつ殺せない！　じゃなくて、しゅじゅちゅできない！」


「ホースの水でどんな手術するつもりだ!?」


「とりあえずぶっかけてみてから考えるわ！」


「よく考えろ藍あい坂さか、俺の前には誰がいるんだ。大事な仲間をずぶ濡ぬれにしていいのか……？」


　なぜか物もの凄すごく悪役っぽい台詞せりふを吐はいてしまったが、今更止やめられない。素敵はぐっと唇を嚙かんで呻うめく。


「ひ、卑ひ怯きような……！」


「ああ、素敵さん！　わたくしに構わずやってくださいまし！　わたくしはどうなっても構いません。どうか、どうか……この男に、天てん罰ばつを……！」


「で、できない。私には、できないわ！」


　苦悩した表情の素敵、囚とらわれの姫君的な雰ふん囲い気きで悲痛に身体をくねらせる陰子。なんだこのノリは。と自分の中の冷静な部分がツッコミを入れてきた。


　そんな感じの膠こう着ちやく状態に陥おちいっていたとき、そのノリに取り残されていたメンバー達の声がふと耳に入ってくる。


「……どうして……」


「ん、何か言った、終ついさん？」


「どうして、濡れるの、そんなに嫌いやがるの……？」


「那な霧ぎりくんは、その、単に冷たいのが嫌なだけだと思うけど……」


「お、女の子は服が濡ぬれたらいろいろ大変じゃないですか。はわわわ、もしわたしが盾にされていたらと思うと怖くてたまりません……！」


「服が濡れて……あぶない……なるほど。じゃあ……」


　そんな終ついの声が聞こえた直後だった。彼女と話していた伊い万ま里りと仁に央おが揃そろって悲鳴のようなものを上げ、浩こう介すけがそちらに目を向けると、


「なにィ!?」


　また彼女の悪い癖くせが出ていた。部室で包丁を指の間に刺していたのと同じ、スカートを自ら捲めくり上げてきたのと同じ、ギリギリの行為。


　彼女は自ら、手中のホースで自分の身体を濡らし始めたのだ。


　水の量は多くない。肩口から流れる水が、ゆっくりと彼女の制服を濡らしていく。焦じらすようにじんわりと制服を透けさせていく。華きや奢しやな肩のライン。身体の中心部にあるおへそのくぼみが制服越しに示され、身体を伝い落ちる水によってスカートが包帯の巻かれた太股に張りつき、ホースの位置が変わって今度は制服上部の下着が──見えそうで見えない。だが時間の問題だ。水分を含んだ布の面積がじわじわと広がっていく。さらに致命的な部分を透けさせるべく、ゆっくりとゆっくりと──


「わ、わー！　何やってるの終さん、駄だ目めだよ全部見えちゃうよー!?」


「ストップ、ストップしてくださいー！」


　伊万里と仁央が慌あわてて彼女の行為を止めようとするが、


「んっ……もうすこし、やる……」


　きゅーぷるぷる、と一瞬だけ目を瞑つぶって身体を震わせていた終は聞く耳持たない。まだ満足できないのか、彼女はホースを奪おうとする伊万里達の手をひょいとかわして距離を取り、なおも自主的スケスケプレイを続行。


「は、はわわ……もうあんなところまで、見え、見えちゃって……」


　もう見てられません、というように仁央がガクガクと呟つぶやく。一般人なら目を覆おおうところだろうが、その代わりに、やはり彼女は彼女らしく半ヘル状態だった紙袋の縁ふちを引き下ろしていた。一方、終のほうは「だいじょうぶ、にお。まだ、へいき……」などと平然とした顔で律儀に言葉を返していたが、どう考えてもまったく大丈夫ではない。


「はっ!?　気付けばまた終がアレな状態に！　ええい、とりあえずあんたのしゅじゅちゅは後回しにしといてあげるわ！　こら終、そのへんで止めときなさいー！」


「いつまで手首を握っているのですか！　女の身体ならばどこでも興奮できるのですかね、ならば後で思うままわたくしの足の裏を味わわせてさしあげますわ！　とりあえず今は終さんです！」


　茫ぼう然ぜんとしていた隙すきをつかれ、陰かげる子こに簡単に腕を振り払われる。素す敵てき達もばたばたと終を追いかけていくが、滑すべるように逃げる終はなかなか捕まえられない。だがそうこうしているうちに終ついの逃げ場も少なくなり、最終的に彼女はプールの端はしに追い詰められるような形になった。そこには今まで一同と距離を取っていた空くうがたまたま待ち受けていて、


「くー、くー！　そっち行ったわ、止めてー！」


「ああん？　んだよ、うっせーな。止めるって何を……ってオイ、何やってんだコラ！　さすがにそりゃまずいだろ、あのアホにオカズくれてやる気か!?」


「おかず……？」


　と終が怪け訝げんそうに首を傾かしげ（理解しないでもいいことだ）、対照的に伊い万ま里りがぽっと頰ほおを赤くして顔を伏せる。知っちゃってるんですか塚つか原はらさん。


　行く手に待ち受けていた空が、デッキブラシを放り出して終に飛びかかる。強引にその手を摑つかみ、なんとか終にホースを手放させるのには成功したが、それを完全に奪い取るまでには至らなかった。ホースが生き物のように空中で跳ね、依然として水を流したまま重力に引かれて落下し──


「わぷっ!?」


　不運なことに、それは終ではなく、彼女を止めた最大の功労者たる空を直撃した。ホースの先端がその顔を撫なでてからすっぽりと制服の胸元に潜もぐり込む。慌あわてて空はホースを引き抜くが、致命的な部位への痛恨の一撃を受けたその制服は一瞬にして終以上のダメージを与えられていた。透けている。完全無欠に透けている。発育のいい上半身も。下半身のスパッツも。


「……。……。や……★[image: ]△◆握り潰∞[image: ]▼※●!?」


　茫ぼう然ぜんとしていたのは一瞬。今まで聞いたこともないような奇き怪かいな言語を全力で発しながら、頰を真っ赤に染めた空が自分の身体を抱えてその場にぺたんと座り込む。荒い呼吸で唇はぱくぱく、今まで見たこともないようなテンパり具合だ。ぷるぷると身体が震えている理由は恥はずかしさからか、それとも怒りからか──その紅潮した顔を重視すれば前者の可能性が高そうだが、殺！　殺！　殺！　といったわかりやすい気配を漂ただよわせている視線を加味すれば後者の可能性もうなぎ上り。というかなぜこっちを睨にらむんだ、少なくともお前が濡ぬれたことに関しては俺は何もしてないぞ、と浩こう介すけは思う。


「……くう。ごめん」


「わー、大変大変！　何か黒くろ崎さきさんが羽は織おれるものとかないかなっ？」


「しまったわ、白衣置いてきちゃったのよね。ええと、何か……何か……あっ（じー）」


　素す敵てきの視線に浩介は嘆たん息そくする。それからちらりと終と空とを見比べた。どちらもヤバイことに変わりはないが、終の制服は致命的な部位だけはギリギリ透けていない。一方、空は──あの胸を抱えている手をどければ致命傷だろう。だったら仕方ないか、ともう一度息を吐はき、浩介は自分の着ていた制服のシャツを脱いだ。


「……ほれ。まぁ少しはこれも濡れてるけど、お前のよりゃマシだろ」


　空をあまり見ないようにしながら近付き、スケスケ防止のために適当にその肩に引っ掛けてやる。と、


「あ……」


　驚いたような視線が返ってきた。いくら自分のせいでなくともこれくらいのフォローはするわい、と言おうとしたが──


「……」


　空くうの様子がおかしいことに気付いて眉まゆを顰ひそめる。彼女は少しだけ下に視線を動かした。シャツを渡してしまったので、浩こう介すけは裸だ。その胸の辺りをぼんやりと見つめている。ふと気付けば、空ほどではないが他のメンバーの様子も多少はおかしなことになっていた。


　仁に央おは「お、おとこのひとの、裸……!?」と紙袋をさらにずぼりと被かぶり、伊い万ま里りはもじもじと視線を逸そらしたりこちらに戻したりで、陰かげる子こは「逆・セク・ハラ……！」と傘を握り締める。素す敵てきはしばらくぼーっとしていたが、みるみるうちにその頰ほおが赤くなり、


「こ、こらー！　にゃんて、なんてもの見せるのよ、あんた！　Ｔシャツくらい下に着ときなさいよっ！」


「今日は暑いって天気予報で言ってたし……別にいいじゃねーか」


「よくないわよ！　恥はずかしいもの見せるんじゃないの！」


「だから俺は男であって、別に恥ずかしくもなんともないんだが」


「な、なんでかわかんないけど私が恥ずかしいのよ！　ああもう……！」


　むにゃむにゃと文句のようなものをなおも口の中で呟つぶやきつつ、素敵は赤くなった頰を隠すようにして顔を背ける。


「いや、そうね、よく考えればここはプールなんだから別に上半身裸でもゼンゼン普通だわ。ええもう普通普通。むしろ下半身が水着とかじゃないぶん、水泳の授業とかよりマシね。だから全然恥ずかしがることないし、実際恥ずかしがってもないし、そういうことよ」


　自分に言い聞かせるように呟く素敵。伊万里も「そ、そうだねっ。普通だよ普通」などとこくこく頷うなずいていた。よくわからないが、どうやらそれで二人は落ち着きを取り戻してくれたらしい。こほん、と素敵が一つ咳せき払ばらいをして、


「さて。話を戻しましょ……そうよ、今大事なのはこいつじゃなくて、ずぶ濡ぬれになっちゃったくーのことよ」


「黒くろ崎さきさん、なんだかちょっと変なんだけど、どうしたのかな……あっ」


「あ」


　何かに気付いたような素敵達の声を聞きながら、浩介も空に視線を戻す。彼女はすぐにはっとした様子でこちらの胸から視線を逸らしたが、伊万里の言う通り、まだ様子がおかしい。今度は顔を俯うつむかせたまま荒い息をつき始めた。


「う……んっ……あ、は、ぁっ……」


「お、おい、大丈夫か？」


「……るな、よ……くぅんっ……！」


「何だって？　よく聞こえんかった。もしかして今の一瞬で風か邪ぜとか引いたのか？　大丈夫か、立てるか？」


　さらに肩をもじもじと震わせ始めた空くうに近付く。そのとき、逸いち早はやく彼女の異変を察知していた素す敵てき達が「なんでコイツ気付かないんだろ……？」的な呆あきれの視線をじろーっと向けていることに気付いた。それをヒントに、浩こう介すけもはっとその視線の意味に思い至ったが──それはあまりにも遅すぎた。カッ！　と鋭い眼光と共に空の顔（今までにも増して紅潮していた）が上がり、


「──呼吸が聞こえるから近寄るなっつってんだよボケがーっ！」


「ぐあっ!?　そ、そうだったーっ!?」


　空が座ったまま放ったアッパーが顎あごに炸さく裂れつ。危なかった、ストレートなら本当に潰つぶされるところだった……と情けない安あん堵どのようなものを思いながら、浩介はぼんやりと意識を手放していく。無機質な目でこちらを見下ろす終ついが見え、両手を広げた呆れのポーズでアメリカ人のように頭を振る素敵が見え、なぜか満面の笑みの陰かげる子こが見え、「大丈夫かなー」という程度の軽さで首を傾かしげている伊い万ま里りが見え、「い、いいい、痛そうです……！」とやっぱり紙袋を被かぶり始める仁に央おが見え──そしてなぜか、走馬灯のように今日の出来事がぐるぐると頭に浮かんでくる。プールの床を滑すべって色々見てしまったこと。終のスケスケを見てしまったこと。そしてつい一瞬前の、不用意な接近で空を刺激してしまったこと。


　それらを総合的に判断した結果、意識を失う間ま際ぎわに浩介はようやく答えに辿たどり着く。


　お前ら……今、俺への罰ばつに丁度いいや、とか思ってわざと注意しなかったな……？





　素敵達が死体処理のようにその足を持ち、浩介の身体をずるずるとプールの床に擦こすらせて運んでいく。まだしゃがみ込んだ姿勢のまま、空はそれをぼんやりと眺ながめていた。


　誰も自分のほうに注意を向けていないのをさりげなく確認し、空はそっと──自分の身体にかけられたシャツの前を搔かき合わせる。


　匂においがした。


　自分のものではない、そしてなぜか、あまり嫌いやではない──汗の匂い。


　それに導かれるように、さっきまで聞いていた《呼吸》を思い出した。


　不ふ貞て腐くされたように、恥はずかしそうに、彼女は呟つぶやく。


「ばかやろ……気持ちよく、なっちゃったじゃねーかよ……」


　その囁ささやき声を聞き取ることができたのは、勿もち論ろん、彼女の口元に押し当てられていたシャツの襟えりだけだった。
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　彼は芸術家なのだった。少なくとも彼の中では。


「わかる？　つまり、これは芸術活動なんだよ」


　ある日の深夜──もはや何人目か数えるのも忘れた被写体に向けて、彼は囁ささやく。


　眼前にいるのは女だ。女は美と生命の象徴であり、やはり男より女のほうが被写体として好みだった。その女の名前も、年齢も、職業も知らない。芸術の前には必要ないからだ。ただしいくつか推測はできる。スーツを着て夜道を一人で帰っていたということはＯＬか何かなのだろうし、見た目から判断すれば二十代だろうし、名前は──免許証を確かめるなりこのマンションの部屋の表札を確認するなりすれば一発だ。無意味だからやらないが。


　さて、と彼はその部屋で──夜道を一人で帰っていた女を尾行して押し入ったマンションの一室で──もう一度、被写体として選んだその彼女を見下ろした。


「……！　っ……っ～！」


　タオルで猿ぐつわを嚙かませ、縛しばって床に転がしている彼女。涙を零こぼしながら、ひどく怯おびえた目をこちらに向け、恐怖と不安に身を捩よじっている。これはただの芸術活動なのだ、そんなに怯えることはないのに。と思うのと同時、その元気な様から唐とう突とつに傑けつ作さくの予感を覚えた。そうだ、傑作でないはずがない。なぜなら自分は天才だ。今はまだ時期を窺うかがっている段階だが、いずれ全世界の人間が自分をカリスマとして崇あがめるようになるだろう。


　興奮してきた。いけない、興奮のしすぎは芸術活動の妨げになる。彼はゆっくりと自分の手を口元に持っていき、その爪をぺろりと舐なめる。よくない癖くせなのはわかっていたが、神聖な芸術活動の前では必要悪だ。


「……三回だ。三回だけ嚙んで落ち着こう……一、二……三……ふぅ、ふぅぅぅ……！」


　がじ。がじ。がじ。


　爪を嚙んで落ち着いた。いよいよ芸術の始まりだ。


「よし。まずは……」


　何かが始まることを察したか、猿ぐつわの端はしから涎よだれを零こぼしている女の顔がさらに醜く歪ゆがむ。そこにインスピレーションを得た。場所はどこにしようか、としばらく考えて──やはりここか、と彼は手で強引に彼女のタイトスカートの裾すそを破る。ビリビリという音に、彼女がさらに暴れ始めた。手足を縛っているからどうということはないが、いささか面めん倒どう臭くさい。


　だから思い切り腹を蹴けって大人しくさせた。


「っ……！　ぐ、っ……！」


「勘かん違ちがいしてるよ。これは芸術活動なんだ。僕はあんたをレイプしようとかしてるわけじゃない……大人しく協力してほしいね。いずれ、君の写真は世界中の人々に評価されることになるんだから」


　優しく言ってやっても彼女の涙は止まらない。これだから芸術に理解のない人間は。しかし涙が止まらなかったのは僥ぎよう倖こうだった。醜い泣き顔の彼女と笑顔が対比する構図──それを作り出すのが目的なのだ。だから、


　彼は手に持っていたナイフを彼女の太股の上で滑らせた。


　流れるように刃が動く。芸術のためなのだ、手元が狂うなどありえない。不思議なことに、この芸術に手ごたえを感じるようになってから、芸術のために扱う道具の全てが意のままに動かせるようになっている。やはり自分には才能があったということなのだろう。


　程よく切り裂さかれる肌。程よく溢あふれ出す血けつ液えき。被写体が暴れるのだけは多少いただけない。鼻を殴ると大人しくなった。さらにナイフを動かし、傷口で図形を描いていく──パソコンで描かれたような真円と弧で構成されるそれは、ニコニコマークだ。愛と平和の象徴。ラブ＆ピース。


「いいっ！　いいぞぉ……！」


　カメラバッグから愛用の一眼レフを取り出す。彼がアナログ派なのは敬愛する写真家の影えい響きようだった。デジタルよりも手間暇ひまがかかるのは事実だが、銀ぎん塩えん写真だからこそ出せる味というものが確かにある。その細やかな味こそが芸術写真を引き立てるのだ。


　連続してシャッターを下ろし、被写体を何枚か写真に収める。泣き顔、笑顔、血液。素晴らしい。


　だが、まだ足りないと思った。自分が特に好む芸術は生命と非生命の融合だ。ここには非生命が足りない。何かないか、と彼は部屋の中を見回す──テーブルの上に置かれていた灰皿が目に留まった。口紅のついた煙草たばこの吸すい殻がらがある。この女、見かけによらず喫煙者らしい。ならば、とそこらに転がっていた彼女のハンドバッグの中を探ると、予想通りに煙草とライターを見つけた。二本ほど取り出し、ライターで火を点つけてみる──点かない。そう言えば咥くわえて息を吸いながらじゃないと点かないんだったな、と思い出した。昔に漫画か何かでそんなことを言っていたような気もする。


　なので、吸いなよ、と猿ぐつわの隙すき間まに煙草を押し入れて吸わせる。大声を出されると困るのでそこは注意した。自分で吸えばいい？　そんな馬ば鹿かな、自分は未成年だ。社会のルールは守るべきだろう。それに煙草は身体に悪い。


　ともあれ、首尾よく二本の煙草に火が点いた。現地調達したものを利用して芸術を作り出すなんて、やはり僕は天才だ。そんなことを思いながら、


「っ……!?　む、ぐ、いぎぃっ──!?」


　その煙草の吸い口を、彼女の太ふと股ももにあるマークの目の部分に捻ねじ込んだ。傷口に埋め込まれた煙草が煙をくゆらせながら屹きつ立りつする。夢中でシャッターを切った。


「おお、凄すごい、凄くいいっ！　これだよ、煙草のパッケージには肺ガンの写真が使われてたりするんだろ？　違うよ、馬鹿だな、パッケージにはこういうのを使うべきだよ！　生命と煙草の関係がこれ以上なく明確に表現されてる！」


　調子が出てきた。まだ芸術はこれからだ。


　カメラバッグとは別の、芸術用素材を詰め込んでいる自分のバッグをまさぐる。何か、何かないか。芸術、もっと素晴らしい芸術写真を撮るための何か。小さなドライヤーを発見。猿ぐつわの代わりにそれを女の口に捻ねじ込んでみる。


「いいね、ほら、もっと涎よだれを垂らして、いつも彼氏にやってるみたいにするんだよ！　ああ、芸術だ、芸術だっ！」


　勿もち論ろんこれだけでは終わらない。コンセントをちゃんと差し込み、威い力りよく最大でスイッチオン。彼女の口の中に熱風が吹き込み、おごごご!?　と変な声と共に彼女の頰ほおが膨ふくらむ。


「いいね、いいね！　舌は伸ばさないほうがいいよ、中に触れたら火傷やけどするよ！　おお、今日は調子がいいぞ、いくらでもアイデアが湧わいてきそうだ！　まだまだ芸術のための道具は持ってきてるから安心して！　ほら！」


　芸術素材バッグを開いて、彼女に軽く中身を見せてやる。バリエーションはたっぷりだ。中にあるのは──通販で買ったボウガン、アイスピック、大小の包丁、ベルト、ハサミ、ホッチキス、その他にもまだまだいっぱい。芸術の可能性は無限だ。


　彼はわくわくした表情で言った。


「さあ──次は何にしようか？」
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　翌日、仁に央おの校内実態調査二日目。


　最悪だった。率直に言って最悪だった。


　むわっとした汗の臭におい。籠こもった熱気。肉と肉が激しくぶつかり合う音。視界のそこかしこには豊満な尻しり──ただし、太った男の。


　そう、ここは。


　相撲すもう部だった。


「せいっ！　せいっ！　おうどうしたマネージャー、声出せ声ー！」


「……どすこい」


「終ついさん、私達の掛け声って、それでいいのかな……？」


「な、何でもいいので……頑がん張ばって、ください……まし……」


「マネージャー、水分！　水分補給は命に関わるんだよ、しっかりしろ！」


「そ、それが医学的にも正しいのはわかるけど、ひ、ひぃっ、持ってく、持ってくからすり足でにじり寄ってこないでっ!?　は、はい、麦茶、はいこれっ！」


「汗拭ふけ、マネージャー！　もっと力入れて！」


「っ……してやる、テメェら、いつか絶対、握り潰つぶしてやんぞコラ……っ！　うぉおい、なんか飛び散ってきたーっ!?」


　浩こう介すけの眼前で展開されているのは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図。風紀委員の調査の見返りとして、一日マネージャーとして働くことを求められた医術部一同の姿だった。昨日の水泳部はプール掃除を終えた後、何も問題なく部室や関連設備の調査を終えることができたらしい（浩介は気絶していたのでその場には立ち会えなかったのだ）ので、今日もわりあい簡単に調査は進むものと思っていたのだが──これはいささか彼女達に同情せざるを得ない。


　元々相撲すもう部に女子マネージャーなどいるわけがなく、ここぞとばかりに彼らは医術部の女子部員をこき使っていた。伊い万ま里り達は乾いた声でつっぱり稽げい古こを応援しており、特に陰かげる子この目はもはや数十年間牢ろう獄ごくに閉じ込められていた虜りよ囚しゆうのように虚うつろ。心が壊れていなければいいのだが。素す敵てきは古ふる臭くさいヤカンの麦茶を持って走り回されているし、空くうは相撲部員の背中をタオルで拭ふかされている。いつキレて殴りかかるか気が気でならない。と思っていると、その苦行を終えた空が悪鬼のような表情でノシノシと近付いてきて、


「お、お疲つかれ……災難だったな……？」


「災難どころの話じゃねー！　つーかテメェ、何一人でどーでもいい仕事やってやがんだ！」


「ぐわっ!?　その湿しめったタオルを投げてくるとか、お前は悪魔か！　しょうがねぇだろ、できれば代わってやりたくはあるけどよ、あいつら、俺にはどうでもいい掃除しか命じてこねぇし」


　浩介は手にした竹たけ箒ぼうきによりかかるようにして溜ため息いきをつく。見かねてお茶運びやら汗拭きやらを代わってやろうとしても、「お前は掃除でもやってろ！」と相撲部連中のヌラヌラボディで強引に練習場の端はしまで寄り切られてはどうしようもない。


「あううう、もうやだ、度を超した臭においは身体に毒なのよ……」


「素敵さん、よくぞご無事でお帰りに……うふふ、うふふふふ。わたくしはもう汚れた女になってしまったのかもしれませんが、素敵さんがご無事なら、もう思い残すことは……」


「ダメよ陰子さん、諦あきらめちゃダメ！　今度ゼッタイ、酸素吸入器を部室に入れておくから、もう二度とこんなことはないようにするから！　無力な部長の私を許して！」


　そこでたまたま他の人間にも仕事の隙すき間まが生まれたらしい。フラフラとした足取りでこの練習場の端に帰ってきて、生の喜びを味わうかのようにがっしと抱き合う素敵と陰子。気持ちはわからんでもない。さらには伊万里と終ついも集まってきた。伊万里は愛想笑いで、終はあの無機質な目で、今まで淡々と仕事をしていただけだった。伊万里の口数がさっきから微妙に少ないのが何やら気にはなるが。


「にお、だいじょうぶ？」


　と、終が練習場の隅すみにしゃがみ込んでいた友人に声をかける。その声に心配そうな響ひびきが込められているのは浩介にもわかった。


「はぅぅぅぅ。あっちを見てもこっちを見てもオトコ、オトコ……しかもなんだかすっぱい臭いがっ。怖いです、ただひたすらに怖いです……！」


　言うまでもなく、仁に央おは紙袋を首まですっぽりと被かぶってぷるぷる震えているだけだった。男が苦手な彼女にとっては、これ以上なく男だらけなこの場所はまさに鬼門だ。


「だいじょうぶ。そんなに、こわくないよ」


「す、すいません終ついさん、でも、大きいですし、強そうですし、むわむわしてますし……！」


「……ん。でも……」


　そこで終は首を軽く傾かしげるようにしながら一瞬だけ視線を彷徨さまよわせた。仁央を安心させるためには何を言えばいいのだろうか、と考えているかのように。


　ややあって彼女は一つ頷うなずき、真剣な目で、


「……そう。くまさんよりは、大きくない……」


「く、熊くま？」


「うん。くまさん」


　終は無感情な顔のまま両手を頭の上まで持ち上げ、がおー、と無む闇やみに可愛かわいらしい威い嚇かくのポーズを取った。熊の形態模写のつもりか。


　その姿を見て、仁央の頰ほおもほんの微かすかに緩ゆるむ。終が励はげましてくれてるのだから頑がん張ばらなければ、という雰ふん囲い気きで、


「そ、そうです、ね……熊よりは、小さいです……！」


「きっと、強くもないよ」


「も、勿もち論ろんです。むっちりお相撲すもうさんも、さすがに熊には敵かないませんよね！」


「それに、むわむわした臭においも……ん……臭い、は……？」


　そこで、かくり、とまた終は首を傾かしげた。何かを考えているような間があり、


「……ごめん。臭いは、さすがのくまさんでも、勝てないかも……」


　仁央が努力して浮かべていた微笑ほほえみが一瞬で固まる。そして慌あわててまたガサガサ紙袋を被り直した。


「そ、それほどまでに！　ややや、やっぱり怖いです、それはやっぱり熊よりも怖いということです……！」


「……うん。にお、むりしないで、休んでて……」


　仁央を元気づけるのに失敗したせいか、しょぼーん、と終はその小さな肩を落としていた。そもそも熊と比較させて元気づけるという行為に意味があったのかどうかは浩こう介すけにはわからなかったが。


　ともあれ、また仁央は練習場の隅すみでぷるぷる震えている状態に戻ってしまった。それでもこの場から逃げていないのは責任感の表れだろう。まったく使い物にならない彼女を見て、相撲部も仁央をマネージャーとして働かせることだけは早々に諦あきらめていたようだった。


　だがその代わりというように、相撲部はその他の女子に奉仕させることを止めない。


「おいお前ら、何くっちゃべってんだ！　サボってないで部長の汗を拭ふくんだよ！　ええと……誰にします、部長？」


　言葉の後半は、一段高い板間のような場所にどっかと座り込んだ一際体格のいい部員に向けてのものだった。後こう輩はいの言葉にその部長はにやにやとした目を動かし、


「そうだな。あいつにはさっきやらせたから……次はあの白衣だ」


「へへ、部長、ロリ系好きっスね……おいお前、来い！」


「わ、私？　……ぶ、部長として逃げるわけにはいかないわ。やってやるわよ！」


「くっ。あの男達……わたくし達のことをホステスか何かだと思っているのでしょうか。腹が立ちます……！」


　と、悪鬼の形相で一歩を踏み出した陰かげる子この肩を素す敵てきが摑つかみ、


「陰子さん、抑えて抑えて！　これは調査のため、ひいては宇う奈な月づきさんの治ち療りようのためよ！　みんなは今のうちに少しでも休んでて！」


　そして指名を受けた素敵はヤケクソになったかのように相撲すもう部部長のところに向かう。


「よし、まずは背中を拭ふいてもらおうか。優しく、丁てい寧ねいにな」


「わ、わかったわ……ひぃ、ゴワゴワ、なんか背中も毛でゴワゴワしてるぅ……!?」


「よし、次は足だ。マッサージも兼ねて、もっと強く！」


「こ、こう……？」


「違う違う、ちゃんと前に回って、膝ひざをついて！　両手でしっかりやるんだ！」


　仕方なく素敵は一段高い場所に座っている部長の前に移動し、土間に膝をつく。嫌いやそうに眉まゆを顰ひそめながら、そのふくらはぎのあたりをごしごし。


　なぜか、浩こう介すけはその光景に猛もう烈れつな不快感を覚えた。なんだか苛いら々いらする。なんだか気分が悪い。それは相撲部の部長の足元に素敵が跪ひざまずいているようで、まるで奴ど隷れいか使用人になっているかのようで、相撲部の部長の好色そうな視線がひどく癇かんに障さわって周囲の相撲部員達のにやにや笑いもなんだかむかついて──


「あ、ああああ、あの男、あの男！　そろそろ、わたくしも、我が慢まんの限界が近いですわ。誰でもいいですが、もしもの際にはわたくしがあの男を殺さないようにギリギリのところで止めてくださいまし……！」


　ふぅふぅとケモノのような呼気を発しながら、陰子が手中の傘をぎしりと握り締めながら呻うめいた。同じものをぎらぎらした目で睨にらむ空くうが軽く首を横に振り、


「……残念だがあたしにゃ無理だ。別にあのチビ部長がどうなろうが知ったこっちゃねーが、てめーが暴れるときにはあたし自身の恨みも晴らすいいチャンスだ。どさくさに紛まぎれてトドメを刺すくらいしかできることはねーと思うぜ……？」


　終ついはその氷の目で前を見み据すえたままで、仁に央おは紙袋の下からちらりと素敵のほうを覗のぞいてさらにガクガクブルブルをレベルアップ。ただ伊い万ま里りだけが無言で笑っていた。その態度を怪け訝げんに思っていると、さらに相撲部部長の声。


「よーし、じゃあ最後は前だ。胸と腹を拭ふいてくれ。丁てい寧ねいに、ゆっくりとな」


「え？　……ぎゃー！　ちょ、待って、ギャランドゥ、ギャランドゥがー!?」


「いいからほら、さっさとしろ。なんだったらその手で拭いてくれてもいいんだぜ……？」


「いやー!?　待って待って、ちょ、手を引っ張らないでー！　なんか方向が違くない、お腹とはちょっとずれてない!?　まわし、まわしは勘かん弁べんしてー!?」


　ぽきぽき、と陰かげる子この手中で何かが砕くだける音が聞こえた。ぎりり、と空くうの口から歯ぎしりが零こぼれるのが聞こえた。そして──ついに。


　陰子達以上にひっそりと我慢していた彼女も、臨界点を迎える。


「あは」


　と、伊い万ま里りが声に出して笑った。彼女の顔を見やり、浩こう介すけはぞっとする。なんという笑顔なのだ。表情がまったく動いていない。さっきからぴくりとも動いていない。今の声の明るさといい、そこから感じた「もう我慢しなくてもいいよねー」というような解放感といい、率直に言えば──凄すさまじく、恐ろしかった。


　そして彼女はその死神の笑顔のまま、唐とう突とつに手を上げて言った。


「あのー、すみません。もしよければ、本当によければなんですけど、せっかく普段は触れ合えない相撲すもう部さん達と一緒にいるので──対戦形式の稽古みたいなのを体験させてもらえませんか？」


「つ、塚つか原はらさん、いきなり何言ってんだ!?」


　驚きよう愕がくする浩介。が、驚いていたのは相撲部の部員達も同じだった。ざわざわと周囲の仲間達と顔を見合わせ、


「いや……さすがにそれは……なぁ？」


「ああ。つーか土ど俵ひようの上に女子は上がったらダメってルールが……」


「待てよお前ら、よく考えろ、考えてみろ！　あれは塚原伊万里、二年のアイドルだぞ！　あの子が土俵で俺達の相手をしてくれるってことは……」


「お、俺達、が……こ、この肌剝むき出しの状態で、伊万里ちゃんに密着して顔を擦こすりつけて、がっぷり四つに!?」


「そうだ、合法的に抱きつけるんだぞ！　いや、よ、寄り切りのときには、それ以上に……ああ、仕方ない、仕方ないよな。寄り切りは腰を入れなきゃダメだもんな……！」


　何やら相撲部達の熱気が急激に高まっていく。依い然ぜんとしてにこにこと（表面上は）穏やかな微笑で佇たたずむ伊万里にギラギラとした視線が集まっていく。しかし今まで素す敵てきを侍はべらせていた部長（ロリ好き）だけが渋い顔で、


「おい……いくらなんでも、それは」


　否定が入るより先に、伊万里が一言。計算ずくなら恐ろしい。


「あ、やるときにはやっぱり私もまわしとかつけたほうがいいですかね？」


　伊い万ま里り＋まわし……？
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　ざわ、と一際大きなどよめき。相撲すもう部員達の目が一斉に泳ぎ、まだ見ぬ天上の楽園へと向けられる。浩こう介すけの脳裏にもその想像がもわもわと膨ふくらんできた。相撲の正装、全裸にまわし。それが伊万里に適用されたとしたら。ああ、白い太ふと股ももの上にあるまわし、両手で胸を抱えて恥はじらうその姿……


「あの、勿もち論ろん、テレビで見る女子相撲みたいに体操服の上からっていうか……体操服も今はないので、この制服の上に、ってことなんですけど……？」


　で、ですよねー！


　というか気付くと傘を構えた陰かげる子こと拳こぶしを握る空くうが背後に近付いてきていた。いや俺は何も想像なんてしていませんよ、と真ま面じ目めな表情を作って顔を前に戻す。いかんいかん。


「ど、どうします、部長？」


「制服……制服の上にまわし、か……アリだな……」


「待ってください部長、冷静に！　スカートっスよ、スカート！　まわしなんてつけたら、スカートがガッチリ固定されてその下のアレも見えなくなって……！」


「とりあえずオッケーしときましょうよ、部長！　俺達が日々鍛きたえてきた上手投げや下手投げ、それが人生で最も光り輝くときがあるとすれば──国技館か今この場所か、っス！」


「そうだな。その通りだ……！」


　と、最後の砦とりでだった部長も部員達の勢いに飲み込まれたかのように頷うなずく。


　それで、決まってしまったのだ。


　彼らの末路が。


「えっと、お手柔らかにお願いしますね？」


　ぺこり、と土ど俵ひように上がった伊い万ま里りが頭を下げる。裸足はだしになっただけの制服姿で、当然まわしをつけてはいない。その滑なめらかな足を食い入るように見つめていた行司役の部員が、どこか呆ほうけた様子で「ハッケヨイ、のこった」と試合開始の合図。必要以上に身を屈かがめて土俵に手をついた一人目の対戦相手は、鼻息を荒くしながら伊万里の腰を抱き抱かかえようとして──


　くるんめきめきどしゃり！


　……当然のように、伊万里の身体には指一本触れることもできず、逆にその手を捻ひねられてムーンサルトのように縦横に回転して土俵に叩たたきつけられた。自らの体重が体重なので、かなりのダメージを受けていることだろう。


　何が起こったのかわからず茫ぼう然ぜんとする相撲すもう部員達の視線の先で、


「わー。やった、勝っちゃいましたー。まだ続けてもらってもいいですか？」


　やはりにこにこと伊万里は笑っていた。声の内容は軽いものだったが、その声音だけはひどく冷え冷えとしたもの。正直なところ、浩こう介すけの中では今の台詞せりふは「次に死にたいのは誰？」というようにしか聞こえなかった。


「じ、自滅しやがったんだ。あまりのチャンスに興奮しすぎなんだよ……次は俺が！」


「えい」「ぐはぁ！」


「がっぷり、がっぷり四つに、腰を押しつけて……！」


「よいしょ」「ぬぐあああっ!?」


「何やってんだ、俺のうっちゃりを見せてやる！　いや、もっといいものもガッツリパックリ見せてやるぞ後輩達！」


「へぇ、ちなみにあなたは今何が見えます？」「て……天井がチカチカするのが……！」


　次々と伊万里に挑いどんでは無様に倒されていく部員達。板間に運ばれて寝かされていく部員達の呻うめき声の数は増えていくばかりだった。


「いぇす、まりー、そこよ！　ぶん投げちゃいなさい！　……よーし、十七連勝ー！」


「胸がすっとしますわ。許されるならわたくしも傘を持って加勢しにいきたいところですが、塚つか原はらさんは文字通りに相手の土俵の上で戦っているのです。相手に与える屈くつ辱じよくは相当なものでしょうね、うふふ」


「ち、甘ぇな。もっと肘ひじとか膝ひざとかぶち込んでやっても誰も文句は言わねぇのによ……」


「わ。す、凄すごいです」


「……すごい（ぱちぱち）」


　いつのまにか医術部メンバーも土俵の周りで伊万里を応援していた。プロレス観戦風味に腕を振り回す素す敵てき、薄笑いの陰かげる子こ、物騒なことを呟つぶやく空くう。無表情で拍手を送る終ついの隣で、仁に央おですら紙袋の下から顔を覗のぞかせて感嘆の視線を彼女に向けていた。


「連勝街道まっしぐらなのはいいけど、いろんな意味で微妙にやばくなってきた気がするぞ」


　呻うめく浩こう介すけの視線の先で、伊い万ま里りはもじもじと身体を震わせ始めていた。頰ほおは紅潮し、目がとろんと潤うるんでいる。


「んふ、んふふ……？　おすもう、楽しいねっ……ああ、こんなに私、大きな男の人達を倒して、倒して、倒しちゃって……いいよぉ。気持ち、いい……」


「あら。ま、たまにはストレス解消するのもいいわよ。部室にだってパンチング人形置いてるんだし、その延長みたいなもんじゃない」


「俺が心配してんのは相手のことだよ……やりすぎて怪け我がとかさせなきゃいいんだが」


　嘆息する。ついに伊万里の前には最後の相手、あの相撲すもう部部長が立ち塞ふさがっていた。


「く……お、俺の部の猛も者さ達が……何だお前、合気道でもやってんのか!?」


「んー？　そんな感じ、ですかね……？」


「畜生、舐なめられてたまるか！　女に負けたなんて話が外に広まったらこの部は終わりだ！　俺はこいつらのようにはいかねぇぞ、マジでぶっ倒してやる！」


　一際大きな身体の部長が、千秋楽を戦う横綱のような気迫をもって伊万里に突進。ブルドーザーのようなその圧力を浴びても、伊万里はやはり笑うだけ。


「くす。私を、《倒す》……？」


　軽く足を動かして位置を変える。腕をすっと伸ばして力士の厚い胸板に触れる。


「無理ですよ。だって、これはとっても、気持ちよくて。ああ……ちょっと恥はずかしいけど、教えちゃいます。私──」


　そして、相手に触れた掌てのひらを撫なでるようにして軽く捻ひねり、


「──自分が気持ちよくなることにかけては、けっこう貪欲なんですよ？」


　相手の突進力を受け流しつつもそれを利用し、部長の巨きよ軀くを自分の後方に吹き飛ばした。それを可能にしたのは勿もち論ろん、彼女の罹り患かんしている《伏倒症候群フオールダウンフイリア》の変容。


　伊万里はぴくんと身体を震わせ、恍こう惚こつの表情で「ん……気持ちいい……」と呟いたようだったが──そのときはっと我に返った様子で、吹き飛んでいく相撲部部長を振り返る。


「しまった、私、ちょっとやりすぎっ……!?」


「あ、危ねえ！」


　いつのまに移動していたのか、土ど俵ひようの外に吹き飛んだ部長が落下する先には──ぼんやりと彼の身体を見上げる終の姿があった。まずい。あの小さな身体がもし力士の巨体に押し潰つぶされれば、ただでは済まない──！


　重い音。


　幸運にも、終と部長の身体が接触することはなかった。だが終の髪がふわりと揺れるのが見えたから、かなり紙かみ一ひと重えだったことは間違いないだろう。本当に危なかった。伊い万ま里りの力のことをよく知らなかったのかもしれないが、それにしてもなぜあんなところに──と思っていたとき、


「あふ……五十ポイント、追加……」


　終ついがきゅーぷるぷる状態になっているのを見み咎とがめて浩こう介すけは半眼になる。もしや、またギリギリを味わうためにあえてそこに移動していたのか。貪どん欲よくと言えばこいつもかなり貪欲だ。


　そして終の貪欲さはそれだけでは留まらなかった。ノビた相撲すもう部部長の身体をぼんやりと見下ろしていた終が、やがてその傍かたわらに膝ひざをついた。看病でもするのかと思いきや、さらに両手も床について前傾姿勢になり、汗だくの部長の胸にその顔をそろそろと近付けていって──


　ぴくん、とその身体を震わせる。だがそれはギリギリを感じてきゅーぷるぷる状態になったからではなく、


「……けほんけほん」


　噎むせていた。どうやら、部長の体臭を吸い込むギリギリのラインに挑戦して失敗したらしい。それから終は無表情に立ち上がる──その瞳だけが、よく見なければわからないほどの微妙な涙目になっていた。


「……しっぱい」


　いやそれはさすがに貪欲すぎるだろ。と浩介達はやはり呆あきれと疲労感を込めた半眼で終を眺ながめているしかなかった。そのうちに、


「あ、あわわ。だ、大丈夫ですか終さんー!?　どこにも当たってないですか、というか気分は大丈夫ですか!?　もしアレだったら、これ、これ被かぶります？」


「……きもちだけ、もらう。ありがと」


　はっと我に返った仁に央おがばたばたと終に駆け寄る。おそらく仁央は終がギリギリ好きであることは知らないだろうから、今のは単に終がノビた部長の具合を確かめようとして体臭にやられた、という理解になっているのだろう。間抜けな友人にも救いの手を差し伸べる優しさを持っていることだけは評価したい。


「ふぃー……ま、とにかく何事もなくてよかったよ。押し潰つぶされるんじゃないかと思った」


「ご、ごめんなさい。私、ついやりすぎちゃって……」


「いやいや、よくやったわ、まりー！　すっとしたし、みんな都合よくノビてるし、お手伝いはこれにて終了ってことでいいでしょ！　今のうちにササッと調査終わらせて脱出するわよ！　もう一秒だってこんなとこにはいられないわ！」


「素す敵てきさんに賛成ですわ。わたくしもそろそろ、この汗の臭いに耐えがたく……うっぷ」


「おい、こっちに向けて吐はくなよボケ。吐くなら丁度いい袋があるだろ、そっちにしとけ」


「……ひゃえ!?　だ、ダメですよ、わたしのこれはそういう用途のものではないんですー!?　止やめてください、わたしの大切な仲間達を汚さないでー！」


「何も今すぐ吐はくとまでは言ってませんわ！　それに、最悪の場合に利用すべきものの目星はもうつけてあります……うぷ。袋と言えばポケットも袋には違いないですものね」


「おいゲル子、なぜ俺の制服を見ながらそんなことを言う……？」





　ちなみにこの日以降、相撲すもう部ではある特定の女子生徒を《姐あねさん》などと呼び、畏い怖ふと共に陰ながら崇あがめ奉たてまつるようになったというが──その理由は相撲部の最重要機密事項とされ、長らくの間けっして外部へと漏もらされることはなかった。
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　日付が変わるころに帰宅した。


　既すでに就寝している親を起こさないように家の鍵かぎを開け、彼は忍び足で自室に戻る。こうして外に芸術写真を撮りにいく習慣ができたのは最近のことで、まだ親に見つかったことはない──見つかったところで「勉強の気分転換で散歩にいっていたのだ」と言えば親はそれなりに納なつ得とくするだろう。勉強と言えばなんでも肯定する親は馬ば鹿かで、同時に芸術というものをまったく理解しようとしない親はやはり馬鹿だ。


　二階の自室に入り、鍵を閉める。すぐに現像にかかりたいところだったが、残念ながら自室にはその設備がない。バッグを置いてベッドに寝転んだ。無個性な部屋が静かに自分を包む。親がうるさいので写真を部屋に飾ってはおらず、お気に入りの写真家の写真集も本棚の裏側に隠していた。


　天井をぼんやりと見つめながら、今日の成果を思い出した。今日もそれなりにいい芸術写真が撮れた。が──思い返すと、それはやはりそれなりでしかないように思えてくる。シャッターを下ろしていたときは最高だと思えたのだとしても、それは高こう揚よう感によるブーストがかかっていたからだろう。最高の写真はいついかなる状態でも、誰が見ても最高なものでなくてはならない。


「まだ……何か、足りない……くそ、何だ……？　ああ、苛いら々いらする。五回だ、五回だけ……」


　がじ。がじがじがじがじ。爪を嚙かんで考える。モノと肉体の狭はざ間まにある硬い物質の感触。


　自分は天才だ。ならば足りないのは自分ではない。つまり被写体か？　そうだ、そうに違いない。そこらで適当に見つくろってきた被写体では自分の芸術を表現するのに追いつかないのだ。生と死。超越。神秘。無常。無機と有機。それら全てを内包する被写体がどこかにいないものか。


「くそ……」


　まだ苛々が治まらない。こんなときにすべきことは決まっていた。芸術ではない写真を撮るのだ。心底どうでもいい被写体を対象に心底どうでもいい写真を撮り、一度自分の感性をゼロに戻す。行為自体は昔からやっていたものだったが、その意味に気付いたのはこれもまた最近のことだった。


　バッグから愛用のカメラを取り出し、窓際に移動する。カーテンの隙すき間まからファインダーを覗のぞいた。


　そこにあるのは隣りん家かの窓だ。ここからはその家の一階端はしにある部屋が丁度見下ろせる。向こうにもカーテンが引かれてはいるが、位置と角度の関係で、カーテンレールの隙間からその部屋の中を見ることができるのだった。


「クソだ。こんなのは、クソ写真だ……」


　ファインダーを覗き続けることしばらく。


　明かりが点つきっぱなしだったその部屋に、一人の女が帰ってくる。丁度風呂上がりなのか、頭にタオルを巻いていた。着ているのはワンピースタイプの薄いパジャマ。ズーム。シャッターを切り、火ほ照てった首筋の皮ひ膚ふを写真に収める。熱いのか、襟えり首くびを引っ張ってぱたぱたと手で胸元を仰あおぎ始めた。さらにズーム。盛り上がった膨ふくらみ、その谷間、着替えたばかりであろう清せい潔けつな下着が見える。シャッター音が幾いく重えにも鳴る。


「もっとだ。もっと見せろよ、クソ写真撮らせろよ……」


　彼女が何かを思いついたように部屋を出ていく。彼は舌打ちしたが、すぐに彼女はまた部屋に戻ってきた。その手には新聞紙があり──彼女はそれを床に広げると、ベッドに腰掛けて膝ひざを持ち上げた。どうやら足の爪を切ろうとしているらしい。


「最低だ。最低のクソ写真だ。撮ってやる……全部撮ってやる」


　ズーム、ズーム！　彼女はベッドに座り、片足を立て膝の状態にしている。ワンピースのパジャマが滑すべり、その布の下にあったものを明らかにする。彼女の部屋の中と、そして彼のファインダーの中にしか存在しないその下半身をレンズがロックオン。同じく火照って赤みの差した太ふと股もも。小さな三角形の下着。彼女が爪を切るたびにその太股が微かすかに揺れ動き、白い下着が微妙な皺しわを形作る。


「構図も、対象も、テーマも、クソだ……！　ふざけるな。僕はこんなものが撮りたいんじゃない。こんなものは芸術じゃない。だから……」


　貶おとしめてやる。穢けがしてやる。


　これは崇すう高こうな行為だ。自分の感性を無に戻し、新たなる芸術を作り出すために必要なのだ。クソすぎる。ああ、クソすぎる。クソならせめて自分の、芸術の役に立て。


　そして彼は息を荒げながら、夢中でシャッターを切りながら──


　自分の幼おさな馴な染じみを穢すための行為に没ぼつ頭とうしていった。
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　相撲すもう部の調査を終えた翌日は半日授業の土曜日だった。


　浩こう介すけは普段、昼食は普通に教室で長なが尾お達と一緒に食べている。そして土曜日はなんとなく医術部で食べるのが常だった。長尾は帰宅部だし、それ以外の友人達も基本的に部室に向かってしまうのだ。だったらこっちも部員らしく部室で食べてみるか、と思ったのが始まりである。教室で一人で弁当を食べることほど寂さびしいものはないし。


「那な霧ぎりくん、行こうよっ」


「おっけー。藍あい坂さかは……いないな。もうパン買いに行ったのか」


　立場が同じな伊い万ま里りと共に医術部の部室に向かう。適当にノックしてからドアを開けると、中には素す敵てきと陰かげる子この姿があった。この二人は土曜日だけでなく普段も昼休みは部室で食べることにしているらしい。


「もぐもぐ……あ。ひたはね、おひゃずが」


「いきなり何言ってんだかわかんねぇよ」


「ふふふ、わたくしほどの素敵さんスキルがあれば解読など容易たやすいこと……『来たわね、おかずが』と仰おつしやったのですわ」


　テーブルに両の肘ひじをついてその手の上に顎あごを乗せ、まるで食事中のハムスターを愛めでるような眼まな差ざしでうっとりと素敵を見つめていた陰子が解説してくれる。浩介はしかめっ面つらになって、


「お前はまた俺の弁当からおかずを奪う気か。そんなに肉が欲しいなら外のコンビニで惣そう菜ざいでも買ってこい」


「だってたひゃいじゃにゃい」


「『だって高いじゃない』、と」


「それくらいは解読してくれなくてもわかる」


　素敵の昼食は基本的に購買部のパンだ。一方、陰子のほうは、


「……お前はまたダイエットなのか？」


「だ、ダイエットではありませんわ、失礼な！　わたくしは昼食はそんなに取らない主義なだけです！」


　顔を赤くして言ってくる陰子に、ならいいんですけどね、と浩介は肩を竦すくめる。真実のほどはわからないが、陰子は確かに昼食らしい昼食を取らない。お茶受けとして部室に用意されているクッキーやらクラッカーやらを申し訳程度に口に運んでいるのを見たことがあるだけだ。


　空くうの姿は部室にはなかった。さすがに昼休みにまでここに来る義理はないということらしい。学食かどこかで一人気ままに食事をしているのだろう。


　そう言えば、もう一人──終ついはどうしているのかな、と考えながら浩介は適当に椅い子すに腰を下ろす。浩介の弁当は朝に通学路のコンビニで買ってきたものだ──同居しているあの生活破は綻たん者の従い姉と妹こにまともな弁当など期待するほうが間違っている。


　浩介がコンビニ弁当の包装を破っていたとき、今まで食べていたパンをごくんと飲み込んだ素す敵てきもきょときょとと視線をテーブルの上に走らせる。


「あ。しまった、飲み物買ってくるの忘れたわ」


「おかずだけじゃなく今度は俺のジュースまで強奪する気か……？　って、しまった、俺も飲み物がねぇ」


　浩こう介すけはいつも昼食のお供としてコンビニで一本ジュースを買ってくるのだが、今日は何やら授業の合間に無性に喉のどが渇かわいてしまい、購買に行くのも億おつ劫くうだったのでつい手元にあったそのジュースを飲んでしまったのだ。昼になったらまた買ってこなくちゃな、と思っていたのにすっかり忘れていた。


「私、麦茶の水筒があるよ。藍あい坂さかさん、那な霧ぎりくん、飲む？」


「そのちっちゃな水筒だと、私達が飲んだらまりーのぶんがなくなっちゃうわよ」


「じゃあ……紅茶でも淹いれよっか？」


「それは食後の楽しみなのよね……今からだとお湯沸わかすのにも時間がかかって面めん倒どうでしょ。気にしないで、仕方ないからささっと自販機で買ってくるわ」


「それが一番早そうだな。しょうがねぇ、俺も行こう」


「素敵さんの行くところにわたくしあり。散歩がてらお供いたしましょう」


「じ、じゃあ私も！　ええっと、急に私も麦茶じゃなくてジュースが飲みたくなっちゃったから！」


　と、なぜか全員でぞろぞろと自販機に向かうことになる。今日の手伝いの開始予定時刻までにはまだ間があるし、昼食に時間を使ってもそれほど問題はなかった。


　普段より格段に落ち着いた雰ふん囲い気きの廊下を歩きながら、浩介はふと思いついたことを素敵に聞いてみる。


「なあ、そういや終ついはどうしてるんだ？」


「どこで食べてるのかってこと？　そうねぇ……ごはん時はわりと気ままにやってたわよ。パン買ってきて私達と一緒に部室で食べるときもあれば、学食で食べてから部室に来るときもあったし。今日は学食パターンかしらね」


「ええと……そうでもない、かも？」


　伊い万ま里りの言葉に振り向くと、彼女は小首を傾かしげて廊下の窓から外を見下ろしていた。その視線を浩介も追ってみる──眼下にあるのは、校舎と校舎の間にある中庭。そのベンチに見覚えのある人影が二つ座っていた。


「おや。終さんと……宇う奈な月づきさんですか」


　仲なか睦むつまじい姉妹のように、一つのベンチに並んで腰かけている二人。膝ひざの上にそれぞれの弁当を広げ、何事かを話しながら仲良く箸はしを動かしている。仁に央おがくすくすと笑った。その顔を眺ながめる終の頰ほおもどことなく緩ゆるんでいるように見える。


　それから仁央は、あ、と何かに気付いたような顔になって、そっと終の頰に手を伸ばす。そこについていたごはん粒を取ってやり、ぱくり。そして彼女は照れたように笑う。そのときばかりは、終ついも恥はずかしそうに肩を縮め、この距離でもはっきりわかる微笑をその顔に浮かべていた。あんな表情もできるんだな、と浩こう介すけはどこかほっとするような心持ちで思う。


「なぁんだ。宇う奈な月づきさんと食べてたのね」


　素す敵てきも、陰かげる子こも、不思議に穏やかな表情でその幸せそうな光景を見下ろしていた。今まで自分達と一緒に昼食を取っていた終が、自分達以外の人間と昼食を取っている。それを不満に思っているような様子は微み塵じんもなく、ただ──二人はどこか眩まぶしいものを見るかのように目を細めて、終と仁に央おの姿を眺めていた。


「終の友達、とか聞いたときには、正直『マジで!?』とか思ったけど……いいことよね、これって」


「ええ。社交的になれ、とまでは言いませんが……もう少し、彼女には普通の喜びがあってもいいのではないかと思っていました。あんなふうに一緒に食事を取れる友達ができたのは、とても喜ばしいことではありませんか」


　開いた傘を頭の上でくるくると回しながら、陰子が優しい声音で呟つぶやく。


　浩介も同感だった。彼女達と同じに、彼女達以上に、同感だった。


　そうだ。いくらおかしなフェチを持っていても、いくらおかしな症候群シンドロームに罹り患かんしていても。


　普通の喜びがあっていいのだ。


　普通の友達と食事を取ったりしていいのだ。


　一人きりでいなくても、いいのだ。





　そして、それは──お前にとっても同じことなんだぞ、藍あい坂さか。
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　昼食を済ませてしばらく。約束の時間になって、終と仁央が医術部の部室にやってきた。素敵は中庭でのことには特には触れず、普通に彼女達と相対していた。


　それから遅刻気味に空くうが仏ぶつ頂ちよう面づらで現れ、いつものメンバーが部室に揃そろったところで、一同は今日の調査先──美術部へと向かった。部室もあるが、主に活動しているのは美術教室だということでそちらに案内される。そして求められた手伝いは、


「も……モデル……？」


「そ！　いつもは部員の持ち回りでデッサン練習してるんだけどさ、やっぱり普段とは違う、いろんな体格の人描いたほうが練習になるから！」


「はぁ……どうせそんなところだろうとは思っておりましたけれどね……？」


　なぜか嬉うれしそうに語る美術部部長の言葉に、陰子が傘をくるくる回しながら嘆たん息そくする。ちなみに今美術教室に集まっている美術部員は、部長も含め全員が女子だった。元々男子部員が少ないうえに、今日はたまたまその数人の男子が揃そろって用事や風か邪ぜで休んでいるらしい。今は土曜の午後だからして、サボっている可能性も否定はできないだろうが。


「ま、まぁ昨日の相撲すもう部の苦行に比べればどうってことはないわよ！　モデルくらい楽勝、楽勝！　いくらでもやったげるわ！」


　と胸を張る素す敵てきだが──


「そうよね!?　きっとあなたならそう言ってくれると思ってたわ。そんなわけで──みんな、準備！　絶対に逃がさないで！」


　部長の号令一発、椅い子すに座ってイーゼルの準備をしていた部員達が一斉に立ち上がり、素敵をはじめとした医術部メンバーの腕をそれぞれ左右からがっしり摑つかむ。その唐突な拘束の対象とされなかったのは浩こう介すけだけだった。


「ちょ、にゃ、にゃによー!?」


「お離しなさい、貴女あなた達！　何のおつもり!?」


「おい、何の真ま似ねだコラ！　女でも構わず握り潰つぶすぞ！」


「は、はわわわわ」


「……」


　素敵はじたばたと白衣を翻ひるがえして暴れつつ、満足げに腕組みしている部長を睨にらみ、


「ま、まさかヌードとかさせるつもりじゃないでしょうねっ!?　さすがにそれは拒否よ、断固拒否！」


「いやいや、さすがにそれはないわよー。ただね、せっかくいろんな体格の人達をデッサンできるのに、服装がみんな一緒の制服だとつまらないでしょ？　だから、ちょっと着替えてもらおうかと思って」


「着替え……？」


　怪け訝げんな表情で首を傾かしげる伊い万ま里りに、部長はにっこりと──あるいは不敵に笑って言う。


「そう。大丈夫、デッサンとは言え美術性を無視したりはしないわ！　あなた達にピッタリの、それでいて普段のイメージとは違った新鮮さになるような可愛かわいい服をいろいろ用意してるから！　ふふ、ウワサの医術部の子達を着せ替えしてデッサンもできるなんて、これは千せん載ざい一いち遇ぐうの……いやいや、とにかく出発ー！」


「ちょっと待ちなさい、あんた今何か不穏なことを──私達を着せ替え人形にして楽しむ的なニュアンスが漂ただよってきたんだけどっ？」


「気のせい気のせい！　さあさあ、美術準備室にいろいろ用意してるから、そこで着替えましょうね！」


　美術部員達に脇わきを抱えられ、素敵達がずるずると連行されていく。収容所は美術教室の隣、教室の中から直接移動できるようになっている美術準備室だ。


「ひ、ひぇぇ。モデルなんて無理です、ごめんなさいごめんなさい、あの、身代わりにこのヴァイくんをデッサンしてもらうのはどうでしょうかー!?　せ、静物デッサンも大事ですよきっと！　ほら、この素敵な格こう子し模様はきっと美術的にも価値があり──」


「いいことを仰おつしやいました！　今日だけは特別です、わたくしもこの傘を静物デッサンの対象に提供いたしましょう！　これは、閉じた様も開いた様も、それはもう素晴らしい佇たたずまいの芸術的一品で！」


「往おう生じよう際ぎわが悪ーい！　ふふふ、何着せてあげようかしらね～」


　くっくっく、と何やら悪役気味な含み笑いの部長に、浩こう介すけは一応の礼儀として手を上げた。できるならあまり関わり合いになりたくないと思ったが、このまま自分だけ安全圏けんにいると後で素す敵てき達に逆恨みされそうだ。


「えーと……一応聞いとくが、俺は……？」


「男を着替えさせて何か楽しいの？」


　お前は何を言っているんだ？　的な怪け訝げん顔で即答された。ていうかそれはデッサンよりも素敵達を着替えさせて楽しむことが目的だと告白してはいませんか。


「ま、とりあえず今のところはあなたに頼む手伝いはないわ。邪じや魔まにならないように隅すみっこで見てて。あなただって、普段とは違う彼女達の姿見たいでしょう!?　ワクワクでしょぅ!?」


「いや、別に……」


「そう、やっぱり見たいわよね！　さあさあ後はお楽しみ、下がって下がって！」


　話聞く気ねぇー、と浩介は肩を落とす。まぁ一人でこの人の決定を覆くつがえせるとも思えないし、どうせ手伝いはしなくてはならないのだし……素敵達には黙ってモデルを頑がん張ばってもらうしかあるまい。


「……にお。ほんとうにいやなら、やらなくてもいいと思う。そのぶん、ついが、がんばる」


「はぅっ……い、いいえ！　終ついさん達だけにやらせておいて、風紀委員のわたしが何もしないなんてダメ、なんです！　相撲すもう部さんのときには、わたし、全然お仕事できなかったですし……やります、頑張ってみます！　どこまでやれるかは、わ、わかりませんけど……！」


「におは、がんばりやさん……えらい……でも、むりはしないで」


「終さんこそ……！」


　お互いの身を案じるような視線で見つめあう二人。美しい友情の姿だ──美術部員達にずるずると引き摺ずられていく最中でなければ、おそらくもっとドラマティックな感じになっていただろうが。


　ともあれ、もはや浩介には彼女達を見送ることしかできない。軽く手を上げて、「幸運を祈る」と一同にエールを送る。素敵は最後の抵抗として足をばたばたさせていたが、


「こら、那な霧ぎり浩介ー！　一人だけ高みの見物なんて、後でしゅじゅちゅしてやるわよー!?　この裏切──」


　ぴしゃり、と美術準備室のドアが閉められ、素す敵てき達の声と姿を完全にシャットアウトする。


　そして、どことなく不吉な静せい寂じやくだけが美術教室に残された。世界中の生物の全てが死に絶えてしまったかのような。大津波の前の凪なぎのような。


　……さっきは、エールを送るよりも合がつ掌しようして見送るべきだったのかもしれない。





　そして数分後。


「第一弾、清せい楚そで気弱で古風な少女！　スタンダードでありながらスタンダードではない……一見普通でありながらもそこに内包された矛む盾じゆん！　さ、この子をデッサンする班はちゃっちゃと準備にかかって！」


　二、三人の美術部員、そしてあの元気な部長と共に現れたのは仁に央おだった。部員に手を引かれてフラフラと歩き、用意されていた椅い子すに人形のような仕草で腰を下ろす。


　彼女が着せられているのはセーラー服だった。清潔な白い生地、紺の襟えり、スカーフ、スカートから覗のぞく白い膝ひざ……部長の言葉通りだ。スタンダードだが、この学校の制服ではないが故ゆえにスタンダードではない。懐かしさと新鮮さの同居。


　普通の中に内包された矛盾、というのもその通りだと思う。ただしそれは部長の意図したもの以上にそうなっている。なぜなら、


「……」


　なぜなら、仁央はやはり紙袋をすっぽりと頭に被かぶっていたからだ。慣れないセーラー服を着せられたためか、それを見知らぬ生徒達にデッサンモデルとして見つめられることに緊張したためか。清潔で清純なセーラー服に、紙袋を頭に被った少女──なんとも言えずシュールだ。というかさっきから一言も発さず、微妙にだらんとした様子で椅子に座っているのを見るに、既すでに緊張のあまり気絶しているのではないかと思う。モデルは動かないのが仕事だからそれでもいいのかもしれないが。


　仁央を連れてきた部員達が、そのぐったりセーラー紙袋女を真剣な目でデッサンし始める。なんだこの光景。


「ふふ、驚くのはまだ早いわよ。そろそろ次の子の準備ができてるころね……」


　部長が再び美術準備室に入り、再び二、三人の部員と共に次の獲物を引っ張り出してくる。その瞬間、浩こう介すけは適当に座っていた椅子からずり落ちそうになった。


「わ、わた、わたくしが、なぜ、このような……下品で変態的な恰かつ好こうを……！」


「ノンノン。違うわ、それに隠されたテーマは《高貴》よ……支配者と言い換えてもいいわ。あなたにピッタリ、とっても似合ってるわよ！」


　事実、似合っていた。陰かげる子こには似合いすぎていた。


　それは黒いエナメルのドレスだったからだ。足元は太ふと股ももまであるブーツ的なもの。腕には肘ひじまであるエナメル手袋……材質以外は普段も同じようなものをつけているが。スカート丈は短く、ぴっちりとその腰回りを引き締めている。上半身は前面の紐ひもで結んで合わせるような形のもので、肩や鎖さ骨こつは剝むき出しになっていた。当然、胸の谷間というか胸の上部も無防備に解放されている。


　自分の身体を抱き締めるようにしていた陰かげる子こが、きっと浩こう介すけを睨にらむ。のしのしと近付いてきて、


「こ、この、変態男……何を見ているのですか！」


「そんな恰かつ好こうで出てきたのはお前だ、っつーか痛いてぇ!?　おい待てゲル子、なんでムチなんて持ってんだよ、いでででで!?」


「持ちたくて持っているのではありません、持たされたのです！」


　陰子がピシピシと革の鞭むちを振り回す。止めろ、痛いうえに似合いすぎてる。


「いくらなんでも、こんな、こんな服装は……苛いら立だたしい……！」


「あらー、じゃあ止やめにする？　私は別にいいけど、そしたらみんなのデッサン練習を完かん璧ぺきに手伝ってもらったとは言いにくくなるわよねー。美術部の部室には昔の先輩達が賞を取った絵とかもあって、あまり部外者は入れたくないし……誠意がないのなら、ちょっと心配よね。徹てつ底てい的に風紀委員さんと抗戦するのもやむなし、みたいなことも部長として考えるべきかなー」


「くっ……あ、足元を見てきますわね、この女……わかりましたわよ、デッサンでもなんでもさっさとやるがいいでしょう！　ふん！」


「ぐおっ!?　だから俺にムチで八つ当たりするのは止めろ！」


　最後に一発、ビシリと浩介のお尻しりに手加減なしの攻撃を加えてから、自や棄けになったように陰子はのしのしと用意された椅い子すのところに歩いていった。


「で、座ればいいのですか！」


　きっ、と美術部員を睨みながら言うが、敵はそんなことでは動じない。レアな人間のレアな服装を絵に描ける！　という興奮で陰子の怒気を受け流し、美術部員達は口々にポーズの注文を出す。


「ダメよ、そんな大人しい構図だと意味がないわ！」


「たとえば、片足を椅子に乗っけて、ムチを振り被かぶって……そう、足元にあるのは椅子じゃなくて醜いブタだと思って！」


「椅子に逆向きに圧のし掛かるのもいいんじゃない？　お尻をこっちに向けて、膝ひざで椅子に乗って……そう！　それでちょっと背筋を反らして振り返るの！『この駄だ馬ば、潰つぶしてしまおうかしら？』みたいな嘲あざけりの表情で！」


「こ、この……やればいいんでしょう、やれば！」


　ぷるぷると怒りと羞しゆう恥ちで震えながらも、陰子が指示通りのポーズを取り始める……ただでさえエロティックな服なのに、そのポーズでさらに倒とう錯さく的な雰ふん囲い気きが追加される。あまりお尻を突き出したポーズとかを見ていると後で殺されそうだ、と浩介が視線を逸そらすと、


「モデルはまだまだいるわよ……次はこの子。大人しそうな子が一生懸命に運動する姿って可か愛わいいわよね」


「運動？　って、塚つか原はらさん、それは？」


「え、えーと、陸上のユニフォーム……かな？」


　部長の声に振り返ると、そこにいたのは伊い万ま里りだった。言葉通りに、トラック競技のユニフォームのようなものを着ている。上はノースリーブのシャツ、下は同じ色の短パン、足元は短いソックスにスニーカー。ご丁てい寧ねいにも額にはハチマキが巻かれ、その手には赤いプラスチックのバトンがあった。


「その通り、陸上部からの借り物よ。いいわね、似合ってるわ」


「そ、そうかな、那な霧ぎりくん？」


「お……おう。健康的な感じでいいんじゃないかな。ゲル子みたいに変態的でも倒とう錯さくエロス的でもないし……なんか安心できる」


「聞こえてますわよ！　わたくしだって、好きでこんな恰かつ好こうをしているわけでは──」


「こらモデルさん、動かない動かない！」


　向こうのほうからそんな声が聞こえてきたが、とりあえず無視しておく。仁に央おや陰かげる子こ達と同じく、伊万里も彼女をデッサン対象に選んだ部員達に連れられてイーゼルの中心に連れられていった。そのとき、浩こう介すけの傍そばに立っていた部長がにやにやと笑いながら、


「安心できる、ねぇ……本当にそうかしらね？」


「え？」


　聞き返しながら、なんとなく浩介は伊万里の姿を目で追っていた。陸上スタイルの伊万里が椅い子すに座ろうとするが、


「待って待って。ほら、陸上部って椅子とか普通使わないじゃない？　それっぽく直接床に座ってほしいんだけど」


「あ、はい。わかりました」


　椅子を退どけ、素直に伊万里はその場に体育座りをする。うっ、とその瞬間に浩介は呻うめいた。


　陸上のユニフォームは短パンだ。体育の短パンよりもさらに小さな短パンだ。だから体育座りをすると、その太ふと股ももがこれ以上なく露あらわになる。ああ、スカートではないからと言って油断してはいけない。あの短パンの隙すき間まはひどく危険だ。その隙間に見えたり見えなかったりする、丸みを帯びたライン。太股から繫つながったその場所は、はたしてまだ太股なのか。あるいはお尻しりと言ってもいい場所ではないのか──？


「えーと、どうしようかな。ちょっと伸びをしてみてくれる？　走り疲れたなー、みたいな感じで」


「えと……走り疲れたなー」


　律儀に台詞せりふも真ま似ねしつつ、伊万里が座ったまま腕を上げて伸びをする。それも危険だ。上半身の薄い布地を、その下にある二つの膨ふくらみが持ち上げる。それがはっきりとわかる。ああ、そして──ノースリーブなのも問題だ。つるつるの二の腕。真っ白な脇わき。


「今度はさ、試しにバトンをぎゅっと抱え込む感じで。みんなの想いが込められたバトンよ、そういう気持ちが伝わればなおよし」


「んと、こう、ですか？」


　バトンを両手で摑つかみ、ぎゅっと抱き締めるようにする伊い万ま里り。ああ、ダメだ、ダメだ塚つか原はらさん。気付いてくれ。は、挟はさまってるんだ。バトンが挟まって、余計にその存在感が……！


「……と、いう感じよ。奥深いモデル道、理解していただけたかしら？」


　と、部長が浩こう介すけの顔を覗のぞき込んでくる。浩介はハッと意識を取り戻し、慄おののきながらその顔を見返した。


「あ、あんた……何者だよ。わかってやがる……！」


「ふふ。モデルの女の子の可愛かわいさを引き出す術すべくらい、美術部の部長ならば当然マスターしていてしかるべきだわ。そして可愛い女の子の姿に男の子は喜ぶ。つまり私は、男の子の喜ぶポイントをマスターしていると言っても過言ではないわ。せっかくだし、目に焼きつけて帰るといいわよ……？」


「おお……正直、感動した。あんたこそ部長の中の部長だ。尊敬するよ。人の心の機微なんて微み塵じんもわからない、チンケで騒がしいだけのうちの部長とは大違い──」


「だ・れ・が、チンケで騒がしいだけの部長なのよーっ!?」


「このチンケで騒がしいだけのクソ部長のことはどーでもいいが、ちっとエロいモン見せられたくらいで尊敬とかしてんじゃねー！」


　後頭部にダブルでパンチをくらった。


「い、痛ぇな！　ゲル子といいお前らといい、最近俺への攻撃に手加減が感じられなくなっ──プフゥー!?」


「わ、笑ったわ!?　この男、私達見て噴ふき出したわよ!?　なんて失礼な奴やつ！」


「どうやらもう一発食らいたいようだな、オイ……あたしだってな、好きでこんな恰かつ好こうしてるわけじゃねーんだよ。そこんとこわかってるか？　あ？」


「わ……わかって、るっ……」


　ピクピクと頰ほおの筋肉を震わせながら、浩介は改めて背後に立っていた素す敵てきと空くうの姿を見やる。何の予備知識もなく見れば、似合っている……と言えなくもないのだが、それはあまりにも普段の二人とイメージが違いすぎた。


　端的に言えば、フリフリしていた。


　素敵のほうは──ゴスロリ、というのだろうか。やたらヒラヒラした布地にフリルのスカート。可愛いと言えば可愛いのかもしれないが、やはり違和感はある。


　一方、空は同じフリフリでもその度合いは低かった。一番フリフリしているのは、彼女の頭の上──ヘッドドレス。つまるところ、空くうはメイド服を着ていた。
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「な、なにじろじろ見てんだよテメェ……！」


　こちらの視線に空は顔を赤くし、けれどそれを誤ご魔ま化かすかのように眉まゆを吊つり上げて睨にらんでくる。ヘッドホンはそのままだし、空はどう考えても人にご奉仕、とかいう性格ではない。なぜあえてこの服なのか。浩こう介すけはちらりと横目で部長に目を向け、


「えー、部長さん、こいつらのコンセプトとか聞いてもいいですか？」


「いいわよぉ。藍あい坂さか素す敵てきさんは勿もち論ろん、そのちんまり具合からお人形的なゴスロリが似合うと思って！　で、こっちの金髪さんは……」


　ふふ、と一つ頷うなずきを入れ、


「──単純に、一番胸が大きかったからよ。その利点を最もアピールできるのがこのメイド服だったから」


「んな理由かよ!?　こ、この女……！」


「くー、落ち着いて！　宇う奈な月づきさんを助けるためよ、ここは我が慢まん！」


　そうこうしている間に、素敵が部員達に連れられてデッサン場所に移動する。空のデッサンには少し準備がいるということなので、不満げに舌打ちを漏もらす空と一緒にしばらく素敵のデッサンを見守ることにした。


　素敵のポーズは陰かげる子こや伊い万ま里りのように凝こったものではなかった。普通にちょこんと椅い子すに座らされる。が、


「な、那な霧ぎり浩こう介すけ……なんでそんなにじーっと見てんのよ、私がこんな恰かつ好こうしてるのがそんなに珍めずらしいわけ!?」


　顔を赤くした素す敵てきが、こちらをキッと睨にらんで言ってくる。照れ隠かくしだろうか。とりあえず、彼女の言葉には正直に答えることにした。


「ぶっちゃけた話、かなり珍しいな。ほぉん、ふぅん……お前がそういう服を……」


「こ、この男は……！」


「褒ほめてるんだぞ。そんなヒラヒラでフリフリの服を身に着けるには、きっと常人以上の子供っぽさや背の低さが必要だ。それをそんなに完かん璧ぺきに着こなすなんて……俺、今まではお前のこと見くびってたみたいだ。悪い」


「真ま面じ目めな顔で心の底から私のこと馬ば鹿かにしてるわね!?」


　などとさらに素敵の顔が赤くなるのを楽しんでいると、


「ちょっとモデルさん、動かないで！」


　我が慢まんならなくなったかのように、素敵をモデルにしてデッサンしていた部員の叱しつ責せきが飛ぶ。さすがにこれ以上彼女達の邪じや魔まをするのも悪いな、ということで浩介は次にやろうとしていたアクションを仕方なく中止した。具体的にはポケットから取り出していた携けい帯たいのカメラモードをオフにした。


　まったくもう、とばかりに素敵が椅い子すの上で居住まいを正す。浩介の視線はとりあえず無視することにしたらしい。が、


「また身体が動いてるわよ、モデルさん」


「わ、わかってるわよ！　でも、なんだか落ち着かなくてさ。白衣もないし、こんな服初めてだし。むー……うー」


　と、素敵は不満げに唸うなりつつもぞもぞと身体を揺らす。無意識の動作か、あっちを向いたりこっちを向いたりついでに浩介を睨んだり頭を搔かいたり。そのたびに美術部員に注意され、だんだん不機嫌そうにその頰ほおが膨ふくらんでいく。


「だー、また動いた！　お願いだから、もう少しじっと──」


「で、できればやってるわよ！」


「どうしよ、ポーズとか変えてみる？」


「そんな問題かなあ……？」


「性格的に向いてないのかもね。でもデッサンできないと意味ないし、どうする……？」


　イーゼル前で顔を見合わせて喋しやべる部員達。お荷物扱あつかいされているのが我慢できなくなったのか、そのとき素敵が立ち上がった。


「ああもう！　私に考えがあるわ、このポーズなら完璧にモデルできるってやつ！　こっちからの提案でアレだけど、あんた達だってデッサンできないと困るでしょう？　とりあえず乗っときなさい！」


「いいけど……でも、せっかくだからやっぱり服はそのままが……」


「服がコレのままならいいのね、わかったわ！　ちょっと小道具取ってくるから待ってて！」


　と、素す敵てきがどたばたと美術準備室に走っていく。すぐに彼女は帰ってきたが、その姿を見た美術部の部員達はぽかんと口を開ける。勿もち論ろん浩こう介すけもぽかんと口を開ける。


　確かに、服はゴスロリのままだった。だがその上にはいつもの白衣を強引に羽は織おり、顔には白いマスク。腕にはゴム手袋を嵌はめ、さらには愛用のメスを携たずさえていた。素敵はそのままのしのしと歩を進め──さっきの椅い子すの前で、ビシリ！　と両手を軽く上げて動きを止める。そのままぴくりとも動かない。


「ふふふ……じっとできないのなら、じっとできるようなポーズを取ればいいのよ。簡単なことだわ。この完かん璧ぺきなしゅじゅちゅの脳内イメージさえあれば、何時間でも立ち続けられる……！　さあ、思う存分デッサンしなさい！」


「あー……やる？」


「やんなきゃ、仕方ないしね……」


「私、将来どんな前衛的な画家になったとしても、今後の人生で絶対にこんなシュールな絵を描くことはないだろうって自信があるわ……」


　どこか疲つかれた表情で顔を見合わせ、部員達がのろのろと鉛えん筆ぴつを動かし始める。ゴスロリ白衣のエア手術シーン……もはや意味がわからない。浩介にもいろいろ言いたいことはあるが、まぁあのポーズでなければモデルが無理だというのなら文句は言うまい。こちらに実害はないし。


　そこでようやく空くうのデッサンの準備が終わったようだった。どういう準備をしていたのかと思いきや──鼻び腔こうに漂ただよってきた紅茶の香り、そしてお盆を手に現れた部員の姿にその謎なぞはすぐに解ける。


「おい……なんだそれ？」


「勿論、お茶よ。メイドさんなんだし、イメージは大事にしないと。そうね、ポーズ的にはご主人様にお茶を運ぶメイドさん、みたいなシーンを取りたいんだけど……」


「とりあえず試しに演技してもらったら？　そこで一番メイドさんらしいベストシーンを見つけて切り取るの」


「いいわね。じゃあ、はい、とりあえずこれ持って──で、丁度いいわ、あなたもこっち来て」


「お、おい、あたしはお茶を運ぶとかやったことなんて……」


「俺!?　俺に何させるんだ!?」


　部員が空の手に強引にお盆を押しつけ、さらには浩介も引っ張っていく。その行く先はテーブルクロスのように布がかけられてセッティングされた机と椅子だ。


「で、座って座って。適当でいいから、とりあえずメイドさん、彼をご主人様だと思ってお茶を出してみて！」


「て、テメェがご主人様……だと……？」


「待て、俺が言ってるんじゃない、あいつらが勝手に役割を振ってきただけだからな！　ほ、ほら、さっさと済ませようぜ。何にしても、モデルしないと調査できないんだし……」


「けっ、乗り気じゃねーか。ふぅん、そうか、さてはテメェ──元からこういう欲望がありやがったな。ご主人様になってあたしを奴ど隷れいにして弄もてあそびたかったわけか、ふざけんな。メイドらしく丁てい寧ねいに握り潰つぶしてやんぞ……!?」


　がるるる、と野獣の唸うなり声が聞こえそうな眼光で睨にらまれたが、「ほらー、さっさとやってー！　メイドさんはこっちから歩いていく感じでー！」という部員の声で救われた。空くうは不機嫌そうに鼻を鳴らして一度立ち去り、指示された場所からお盆を手にゆっくりと再度歩いてくる。


　改めて見ると、何か不思議な感じがした。揺ゆれる金髪と、それを押さえるヘッドホン。その不良的イメージとは相反する、清純そうなメイド服。適度に開かれた胸元は、あの部長が看破した通りのものをやはり適度に主張していた。足はニーソックスで、普段のスパッツとは雰ふん囲い気きが違う。お茶を零こぼさないように緊張しているのか、はたまた不機嫌さを無理に押し込めているのか、その顔は無表情だ。それはどこか真しん摯しに職務を果たそうとしているメイドの姿のようにも見える──


　そして彼女はしずしずとこちらに歩いてきて、ゆったりとした手つきでお盆の上からカップを取り上げ、


「ほ……ほらよ！」


「熱っつぃっ!?」


　叩たたきつけられるような勢いで置かれたカップからお茶が飛び散り、机の上に置いていた手にかかる。ぼーっとしていたので避よける間もなかった。


「お前、もうちょっと置き方ってもんがあるだろっ!?」


「う、うっせぇ！　こんなんやったことねぇんだ、しょーがねぇだろうが！　テメェがぼさっとしてるのが悪い！　つーかだな、『お運びいただきありがとうございます、メイド様』とか言いながらテメェが手を伸ばしてお盆から取りゃいいんだよ！」


「なんで主人とメイドの立場が逆転してんだ!?」


　とか騒いでいたときだった。


　ふと、美術教室の空気が変わる。ざわ、と不ふ穏おんな空気が伝でん播ぱする。美術部の部員はデッサンの手を止め、モデル達はポーズを取ったまま愕がく然ぜんとした目で一点を見つめていた。そこにいたのは、美術準備室から最後に現れたモデルは、


「……おまたせ」


　当然、終ついだった。彼女は誰よりもモデルらしかった。


　なぜなら彼女は、制服を上から下まで全て脱ぎ捨て──ただの一枚布を身体に巻きつけているだけだったからだ。長い布なので、絶対に見えてはいけない部分は辛かろうじて隠かくれているが、肌色の面積は誰よりも多い。小さなおへそ。その先せん端たんから下だけを申し訳程度に隠かくしている胸。彼女が歩くたびに布からはみ出していく太ふと股もも。こんな感じの女神の絵が美術の教科書に載のってはいなかったか。しかし包帯や絆ばん創そう膏こうはそのままなので、余計に日常感が溢あふれているというか、その肌色が普段の制服の下に確かにあったものなのだと実感させられるというか──


「お、おい部長さん、あれはまずいだろ……!?」


「いやー、勘かん違ちがいしないで、あれは別に私がセレクトしたわけじゃないのよ？　どれにしようかなーって悩んでたら、あの子のほうから『自分はこれがいい』なんて言ってきて……感激したわ、彼女はモデルの鑑かがみよね！　まさか高校の美術部でこんな人体デッサンができるなんて思わなかったもの……なんなら今後うちの嘱しよく託たく部員として雇いたいくらい！」


　いや、感激してないで止めろよ。ていうか嘱託部員って何だよ。


　終ついは美術教室の生徒達（ぐったりしている仁に央お以外）の視線を受けながら悠ゆう然ぜんと歩を進め、はっと我に返った美術部員達の指示に従って床に寝転んだ。横向きになり、手足を適当に曲げた姿勢。彼女の身体を隠していた布が僅わずかにずれるが、やはり致ち命めい的な部位だけは死守する。その姿勢のまま、全裸の一歩手前の状態のまま、終はあの氷のように無機質な目を小さく動かし──浩こう介すけの顔を、じっと見つめてきた。そして、


「あ……」


　ぎゅっと目を閉じ、きゅーぷるぷる。羞しゆう恥ちに耐えるかのような、一瞬の身体の震え。一瞬であるが故ゆえに、それは余計にエロティックな印象を漂ただよわせる仕草になっていた。それから彼女は小さく息を吐はいて、また氷の目に戻って、浩介の顔を再度じっと見つめる。もっと見て、と訴えかけるように。困る。見てはいけないものは見えないがいつ見えてもおかしくない。見てもいいのか。そんなはずはない。ああ、しかし、彼女がほんの少し身じろぎしただけで、おそらくあそこに引っ掛かっている布は滑すべって何もかもが露あらわに──


「……手が滑った！　死ね！」


「熱っつぃっ!?」


　先刻のリピート。紅茶が手にぶっかけられ、意識が強制的に終のほうから引き剝はがされる。


「ぐおお、何しやがる!?」


「手が滑ったって言ってんだろ！」


「テーブルの上に置いてあったカップをわざわざ持ち上げて逆さまにするとか、どんな手の滑り具合だよ!?　つーか『死ね』ってその後に言ってなかったか!?」


「気のせいだよボケ！　おら、冷やしに行くなり拭ふきに行くなり、とにかくさっさとどっか行け！　んで当分帰ってくんな！」


　それなりに熱かったが、淹いれたてというわけではなかったので火傷やけどはしなかった。自分は単にデッサンのイメージを摑つかむ部品のようなものなのだろうし、この場にいなくても問題はないはずだ。空くうの言うようにタオルでも貸してもらおう、と浩介は席を立つ。空をデッサンしようとしていた部員達も《鬼の形相でカップを逆さまにする空くう》という絵え面づらこそが、彼女というメイドの本質を表すベストシーンだと今ので理解してくれたことだろう。ぜひその姿を完かん璧ぺきにデッサンして彼女の悪行を美術部の歴史に残しておいてもらいたい。


　そこらの美術部員に話しかけようとしたとき、彼女達が揃そろって困った表情を浮かべているのに浩こう介すけは気付く。はて、と思って振り向くと──


「……」「……」「……」


　モデル達のポーズが一部だけ変わっていた。具体的に言えば片腕だけ。


　どうしてか、陰かげる子こはムチを、伊い万ま里りはバトンを、そして素す敵てきはメスを持った腕を振りかぶり──その凶器を誰かに投げつける一瞬前、というようなポーズでモデルらしく停止していたのだった。
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「いやー、ホント助かったわー。もしよかったらまたモデルしに来てくれない？」


「それ、本気で言ってるんならちょっと脳の病気を疑う台詞せりふだと思うわよ……？」


「あはは、残念。一応言っとこうかなって思っただけよ」


「男の身体でいいならいくらでも貸し出すわ。どんな珍ちん妙みような服装をさせても、ヘアヌードでもフルヌードでも……解剖しての内臓デッサンだってオールオッケー」


「死ぬわい！　江戸時代の医学者かよ！」


　美術部に対しての手伝い──いろいろあったデッサンが終わり、浩介達は美術部の部長に案内されて廊下を歩いていた。医術部一同（終ついを除く）が肉体と精神の疲ひ労ろうでぐったりしている中、美術部の部長は足取りも軽くにこにこと笑っている。普段はできないデッサンができたのがよほど楽しかったのだろう。同じ部長でも、ぶーぶーと擬ぎ音おんが聞こえてきそうな表情で適当にその話し相手をしている素敵とは対照的だ。


「到着～。ここが美術部の部室よ」


「あ、はい。じゃあ、調査させてもらいますね」


「がんばって、にお」


「頑がん張ばります、任せてください！　ここが風紀委員としての実力の見せ所です……！」


　デッサンが終わって意識を取り戻していた仁に央おが、力強く終に答えながら鞄かばんからファイルを取り出す。その部屋には教室と同じように前部と後部に二つのドアがあったが、部長はわざわざ後部のドアをスルーして前部のドアに鍵かぎを差し込んだ。医術部も普通の教室を流用したものだから二つドアがあるが、一方のドアは棚たなで完全に塞ふさいでしまっている。それと同じ感じになってるのかな、と思いきや、


「ここってさ、元々は別の部活の部室だったらしいのよ。そのころは美術部の部室も別のところにあったんだけど、だんだん部活が増えてきて部屋が足りなくなって──で、『美術教室もあるんだからいいだろ』ってことで美術部の部室はここに追いやられてきたってわけ。人数が少なくなってきた元々の部活さんと分割して半分こしてる形ね。だから狭せまいわよー」


　後ろのほうのドアはそちらの部室の出入り口なわけか、と納なつ得とくしながら中に入る。


　絵の具の匂いが漂ただよう、薄暗い空間だった。どうやらこの部屋には珍めずらしくも窓が存在していないらしい。部長が蛍光灯の紐ひもを引いてスイッチを入れ、それでようやく中の様子がわかるようになる──学校の照明が紐スイッチとは珍しいが、元々が一つの部屋だったのならそれも納得だ。普通、照明のスイッチは一ヵ所にしかない。中が二つに分かれているのにそれでは不便すぎるので、後から強引にその蛍光灯を設置したのだろう。


「……言葉通りに狭いですわね」


　と、陰かげる子こがその部屋を見回しながら呟つぶやく。そこには六畳分ほどの面積しかない。中央に机、その周囲にいくつかのパイプ椅い子す。壁際には大きな棚たな、その横には美術雑誌らしきものが並べられているスチールラックがある。椅子や机の上、そして周囲の床には鞄かばんがいくつも無造作に放置されていた。


「基本的に、ここは荷物置き場とか休きゆう憩けい所じよみたいな感じになってるわね。やっぱりメインの活動場所は美術教室だから」


「ていうかなんで窓がないの？」


　素す敵てきの疑問に、部長が軽く肩を竦すくめる。


「さっき言ったでしょ、元々ここを使ってた部活──今のお隣さんの関係で。ま、私達も保管してる絵が日焼けとかすると困るし、丁度いいと言えばいいわよ」


「えーと、ちょっとこの棚の中見てもいいですか？」


「どうぞー」


　仁に央おが壁際の棚を開ける。中は雑然としていた。粘土細工やデッサン人形などの美術アイテムの数々。ただし全てが美術に関係するものではなく、そこにはポットやティーカップなども交じっていた。


「えーと、それくらいは問題ないでしょ？　ほら、健全な部活動を促そく進しんするために必要っていうか。生徒会室とかにだってあると思うし」


「あ、はい。ティーセットくらいなら問題は……ところでこっちの仕切りは？」


　このくつろぎスペースの横──元々の部屋の造りで言えば中央側の一面には、キャスターで動かせる簡易仕切りのようなものが並べられていた。その端の一部分だけには仕切りの代わりにカーテンが引かれており、簡単に言えば医術部と同じようにもう一つの奥スペースがある造りになっている。


「文化祭の展示のときとかに使う仕切りね。普段はこうやって壁代わりに並べて、その奥を作品倉庫にしてるの。先せん輩ぱい達が残していった作品とか、なかなか捨てるに捨てられないからね……見る？」


「はい、是非」


　部長がカーテンを潜くぐり、仁に央おを奥の倉庫に案内する。手持ち無ぶ沙さ汰たな浩こう介すけ達も仁央の調査の邪じや魔まにならないように気をつけながらそこに入った。


　縦長の狭い空間。足元には石せつ膏こう像や彫刻などの作品が無む秩ちつ序じよに並べられている。メインは壁全体を覆おおうような大きさのラックで、そこには油絵や水彩画などのキャンバスがぎっしりと並べられていた。


「へぇ、凄すごいな。みんなどんなの描いてるんだ……？」


「おや、絵に興味があるのかしら。何だったらうちに入ってくれてもいいわよ？　なんと掛け持ちも可」


「……遠慮しときます。昔にちょっと趣味になったことがあるだけなんで」


　怪け訝げんそうに首を傾かしげる部長。浩介が適当にキャンバスの一枚を引き抜こうとしたとき、ああ、と思い出したように部長が言った。


「あ、気をつけてね。手に取って見たりするのは全然いいけど、そのラックを変に動かしたり体重かけたりすると危ないわよ。その裏がこの部屋を二つに分けてる板だから」


「……そんなに脆もろいんすか？」


　元々軽い興味が湧わいただけで、どうしても絵が見たかったわけではない。引っ張り出そうとしたキャンバスが途中で引っ掛かって止まってしまったので、浩介はあっさりとそれを取り出すことを諦あきらめる。


　頭の中でこの美術部の部室の構造を考えた。元々あった一つの部屋がこのラックの後ろの板、本来の部屋の中央で二つに分割され、その前半分である美術部の部室がさらに簡易仕切りで倉庫と歓かん談だんスペースに区切られている──ということか。それならばさっきの歓談スペースも狭くて当たり前だ。


「勿もち論ろんそれなりに補強はされてると思うけど、壁じゃないからね。ラックが倒れて板が吹っ飛んでたまたま向こう側にいたお隣さんが潰つぶれて、とか勘かん弁べんしてほしいわ……あ、そのへんをうちの要望として風紀委員に伝えたりもできるのかしら？　強引に部屋を分けてるのはもう我が慢まんするけど、もーちょっとちゃんとした壁にしてください、とか」


「も、勿論そういうのも承うけたまわります……！　ああ、わたし、今なんだかとってもデキる風紀委員っぽいです……！　《部としての使用法には問題なし。ただし安全面等に設備上の問題アリ。学校側の改善求む》と……！」


「ついでに防音対策とかもしてくれると完かん璧ぺきね。多分、この薄い板だとこっちがお茶飲みながら話してる声とかもお隣さんに結構漏もれちゃってると思うのよねー。女の子のプライバシーは守るべきだと思うの、やっぱり」


「《防音対策も不完全》と。わかりました、ちゃんと伝えておきます！　ああ……うふふ、お仕事しました、これは完全にお仕事しました……！　安全な学校を作るためにちゃんと働けて、幸せです……ああ……」


　ファイルに調査報告を書き込んだ仁に央おが、とろんとした目で身体を震わせる。《風紀耽溺症デイシプリンフイリア》とやらの欲求が満たされた結果だろう。


「ん？　あの、どうかした？　なんか様子が──」


「いやいや、何もおかしくなんてないわ！　とにかく何事もなくてよかったわね、ご協力に感謝します！　というわけで私達はまだ仕事があるからこれで！」


　その仁に央おの様子に首を傾かしげる部長を勢いで誤ご魔ま化かしつつ、調査を終えた一同は部長を部室に残して部屋を脱出する。とりあえず廊下に出て、ほっと一息。仁央の背中をぐいぐい押して強引に歩かせていた素す敵てきが彼女の顔を見上げ、


「んー。やっぱりもうちょっと、な感じね。宇う奈な月づきさん、宇奈月さんってば！」


「ひゃ……は、はい！　あう、わたし、また人の前で変なことを……恥はずかしい……」


「それを治すためにはあともう一歩よ。美術部が終わったら後は最後の一ヵ所だけって言ってたでしょ？　この感じからすると、その調査を無事に終えられたら、あなたの欲求はかつてない勢いで充足されて──症候群シンドロームを吹き飛ばせるわ」


「そ、そうですね……頑がん張ばります！」


「ふう。次はさっきのモデルのようなことがなければいいのですが。あれは大変な苦痛でしたわ……」


「お、お疲つかれ様、宵よい闇やみヶが原はらさん……」


　傘をくるくる回しつつ息を吐はく陰かげる子こに、伊い万ま里りが心底気の毒そうな笑顔で彼女を労いたわる。


「ついは……あんまり、疲れてない」


「本来ならば貴女あなたが一番疲れているべきなのですわ！　どうしてそんなに平然としているのです!?」


「ま、まぁまぁ、みんなお疲れ様ってことにしとこうよっ。で、どうする？　下校時刻まではまだもう少し時間があるし、部室に帰って休む？　私、またはりきってお茶を淹いれるよー」


「茶を、淹れる、だと……!?　忘れろ、全部綺き麗れいさっぱりそのクサレ脳ミソの中から消去しやがれっ！」


「おい、いきなり思い出したように俺の首を絞しめるなっ!?」


　ＮＧワードに反応し、顔を真っ赤にして襲おそいかかってくる空くう。八つ当たり気味なその攻こう撃げきをなんとかガードしていると、


「私もモデルで疲れたし、のんびりしたいのはやまやまなんだけど……せっかく今日は土曜日で、まだ時間の余裕があるし。どうせならこのままラストの調査に行っちゃわない？」


「そうですわね。宇奈月さんの症候群シンドロームを治すのは早いほうがいいでしょうし、今日中に済ませれば明日の日曜は何の憂うれいもなく休むことができますわ」


「うん、最後にもう一ひと頑がん張ばりだね～」


「オッケー。そういうことだから宇う奈な月づきさん。最後の部活に案内して」


「あ、はい。わかりました……なんだか緊張します」


　そう言って仁に央おが歩き出す。


「ラストのお仕事だもんね。その緊張感は解放感の裏返しよ、いいことだと思うわ」


「あ、はい、それもあるんですけど……実はそこの部長さん、わたしの幼おさな馴な染じみの男の子で」


　だがすぐに仁央は足を止めた。鞄かばんからファイルを取り出しつつ、


「昔はよく話してたんですけど……最近は疎そ遠えんになっちゃって。偶ぐう然ぜんわたしが調査担当になっちゃって、こんな仕事のついでじゃなけれは話すこともなくなって……なんだか寂さびしいな、とか、ちゃんと話せるかどうか緊張するな、とか……」


「あー、そういうこと……」


　素す敵てきが反応に困った様子で胸元の聴ちよう診しん器きをくるくると回す。だがすぐに背筋を伸ばし、仁央の肩にずばんと手を置いた。上う手まい返しを考えるのが面めん倒どうになったに違いないと浩こう介すけは予測する。実際それは正解のようだった。素敵は不必要な元気さで、


「ま、それは考えても仕方ないわ！　なんか面倒事があったら私達が協力するし、ちゃんと喋しやべれなかったら通訳してあげてもいいし！　とにかく当たって砕けろよ、ラストのお仕事なんだから気合い入れていかなくちゃ！　さ、立ち止まってないでゴー！」


　そう言って歩き出そうとしたが、まだ仁央は動かない。そんなに幼馴染の男の子と話すのが嫌いやなのか、と思いきや──そうではなかった。彼女は困った表情のまま小さく手を持ち上げ、自分の真横にあったドアをちょこりと指差す。


「いえ、あの……次の場所は、ここ、なんですけど……」


　それは、今までいた美術部部室のすぐ隣。つまりは部屋の前部を使っていた美術部と対照的に、その後部を使用している部室。


　分割されるまで、その部屋は元々この部のものだったのだという。窓がない部屋。それは確かにないほうがいいのかもしれないな、と浩介は納なつ得とくした。


　ドアのプレートにはこうあったのだ──写真部、と。





「てかさ……何あれ？」


「……俺には監かん視しカメラに見える」


　浩介は見たままを正直に言った。素敵が首を傾かしげて見つめる先──ドアの真上には、小さなレンズを光らせる黒い物体があったのだ。


「そうよねぇ。なんで学校の部室にわざわざ付けてんのかしら。絶対に盗まれたくないような高いカメラでも置いてるの？」


「写真部だからカメラ繫つながりで仕組みとか調べてるのかもしれないぞ。ま、最近は行くところに行きゃわりと安く買えるからな」


「それも以前に癖くせになって覚えた知識でしょうかね。その情報は脳に忘れず刻み込んでおくべきです、そして絶えず注意しておくべきです。皆さん、部室で着替えるときにはくれぐれもご注意を」


「俺は持ってねぇし、実際に仕掛けたこともねぇよ！」


「まぁ、とにかく入ってみましょう。宇う奈な月づきさん、よろしく」


「は、はい……」


　緊張した面おも持もちで、仁に央おが写真部のドアを二、三度ノックする。返事はない。伊い万ま里りが首を傾かしげ、


「留守なのかな？」


「せっかくの土曜日なのに活動していないのでしょうか。勿もつ体たいないですわね」


「部長の彼以外はほとんど幽霊部員だって聞いてますので、ひょっとしたら彼が写真とか撮りに外に出ちゃってるのかも……」


「そりゃ留守率も高そうね。せっかく最後だからテンション上げてきたってのに。まぁ一応、本当に留守かどうかチェック……って、開いちゃったわ。失礼しまーす、風紀委員とそのお手伝いですけどー？」


　どうやらドアに鍵かぎはかかっていなかったようだ。素す敵てきがそのままドアを開け、ひょいと中を覗のぞき込んで声をかける。浩こう介すけもその横から部室の中を見やった。


　いかにも写真部といった感じの部屋だった。鼻をつく酢さく酸さんの臭におい。そこかしこに機材が並び、頭の上には写真を吊つるすための紐ひもが張り巡らされている。ただし今はクリップが所在なさげにその紐に摑つかまっているだけで、実際の写真は一枚も挟はさまっていなかった。テーブルの上には小型テレビがあり、そこには白黒画面で現在の廊下の様子が映し出されている。さっきの監かん視しカメラはこのテレビに繫つなげられているようだった。


　最も目を惹ひくのは部屋の後部で、この部室の中にはさらに二畳分ほどの面積を持ったドアつきの小部屋が備わっている。壁と同じコンクリートでしっかり作られているから、元々この部屋の設備としてあったものだろう。つまりは暗室に違いない──アナログ写真しかなかった昔はともかく、今はデジカメやらパソコンやらがあれば事足りるとは思うが。


　だが──懐かい古こ主義か、写真マニアにしかわからないこだわりか、その暗室は現在も使用されているらしい。浩介達が部屋を覗き込んだのと同時、その暗室のドアが開いて中から一人の男子生徒が姿を現したのだ。


　細身の身体に眼鏡めがね。どことなく気弱で神経質そうな印象を受ける顔立ち。彼はこちらを見るなり、驚きよう愕がくの表情ではっと息を呑のんだ。不自然な反応。


　だが、同時に浩介は気付いていた。


　不自然な反応を見せていたのは彼だけではなかった。それは幼おさな馴な染じみである写真部の部長と上う手まく話せるかどうか、と不安がっていた仁に央おではない。


　藍あい坂さか素す敵てきだった。


　彼女は息を呑のみ、眉まゆを寄せ、瞳を細め、全身に真剣さと緊張感を張り巡らせている。理由？　決まっている。彼女が最も真剣になる瞬しゆん間かんのことを、彼女の第一の目的である《治ち療りよう》のことを思い出せば、そんなものは容易たやすく理解できる──


「えと……あーくん……じゃなくて、その、写真部部長の、佐さ名な橋はし明あきらさん。風紀委員です。調査にご協力いただきたくお邪じや魔まを」


　ひとしきりもじもじと身体を震わせていた仁央が、やがて勇気を振り絞ったかのように顔を上げて言う。だが声は小さく、途切れ途切れだ。だから浩こう介すけには聞こえた。写真部部長──佐名橋明という名前らしい彼が呟つぶやくのが、微かすかに聞こえた。


「風紀委員……まさか……まずいぞ。こんな、これは、まずい……いや、落ち着け。落ち着くんだ、僕……三回だ。三回で、落ち着く……」


　子供のように。


　しかし同時に、それが何かの儀式であるかのような重々しさで。





　彼は眼鏡めがねの奥の瞳を鋭く細めたまま、ゆっくりと、自分の爪を嚙かみ始めていた。






第三診「芸術を暴く視診」-for the (in)artistic work-
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　がじ、と明あきらが爪を一度嚙かむ。


「ええと……ですから、これは校内実態調査ということで、部室がどんな使われ方をされているかの確認をさせてほしいなと……」


　うるさそうに、心底邪じや魔まなものを見るかのように、その目が仁に央おに向けられた。彼女はさらに肩を縮める。いつ紙袋を被かぶり始めてもおかしくない。


　がじ、と明がもう一度爪を嚙む。


「ちょっと、聞いていますの？　まがりなりにも部長ならば、そういうことがある、という情報は持っているのではなくて？　ちなみに我々のことはお気になさらず。彼女のお手伝いのようなものですわ」


　陰かげる子この言葉に、今度は医術部の面々を見やる。浩こう介すけ、傘を回す陰子、不機嫌そうな空くう、明の態度に小首を傾かしげる伊い万ま里り、真剣な目で彼の様子を観察している素す敵てき──だが彼の目は最後の一人で留まった。


　無感情な氷の目で、事態の推移を平然と見守っている終つい。


　明あきらは爪を嚙かんだまま、はっと息を呑のんだようだった。ゆっくりと、彼は終の身体からだに無遠慮な視線を這はわせる。表情の変わらない顔。細い首筋。滑なめらかな太ふと股もも。包帯と絆ばん創そう膏こう。視線が彼女の肌を舐なめ回し、起伏を確かめ、匂においを嗅かぎ、味を確かめていく。だがそれらは長くは続かず、今それどころではない、といった様子で彼はいささか強引に頭を振って彼女から目を離した。
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「あの、そういうわけで、一応ルールとしては見返りにわたし達が何かお手伝いすることも可能なので……」


　そして、なおも仁に央おが言葉を続けたとき。


　一際強く、がじ、と明が爪を嚙む。


　その三度目の行為が終わった瞬間、彼は唐とう突とつに踵きびすを返した。


「……好きにしてくれ。僕は用事があるから付き合えないけど」


「へ？」


　仁央の怪け訝げんな声にも振り返らず、彼はそのまま部屋の後部にある小部屋に──暗室に入っていった。迷いのない素早い足取りで、止める間もなかった。


「好きにしてくれ、と言われましても……どうなさいます、宇う奈な月づきさん？」


「はぁ……まぁ、ここは特に使用法として問題はなさそうなのですが、一応あの暗室の中も見せてもらわないと」


「におがそう言うなら、しらべる……もしもし……？」


　と、終が軽く暗室をノック。返事はない。陰かげる子こが暗室のドアを引っ張るが、どうやら中から鍵かぎがかかっているようだった。


「ちょっと、お開けなさい！」


　そこでようやく中から反応があり、


「……止やめろ！　今写真の現像中なんだ、開けたら駄だ目めになる！　さっさと調査でもなんでも済ませて出ていってくれ！」


「だから、そこも調査させろと言っているのですわ……！　というか、どうしてこのタイミングでいきなり現像など始めるのですか！」


「はん。これ以上なくクセーじゃねえかオイ。怪あやしすぎんぜ、こいつ」


「でも、鍵がかかってるんだよね。開けられないよ」


　そこで一同の前に進み出る白衣の人影がある。素敵はポケットを探りつつ、厳しい目を暗室に向けながらそのドアに歩み寄った。


「……藍あい坂さか。もしかして、あの一流のお医者さんスキルを出す気か」


「鍵がかかってるんならそれしかないでしょ」


　浩こう介すけのほうは見ないまま短く言い、彼女はドアの前にしゃがみ込む。そしてポケットから取り出した二本の針金を鍵かぎ穴あなに差し込んで動かし始めた。仁に央おは「そ、そんなことしても大丈夫なんでしょーか……？」とおたおたしていたが、医術部メンバーはそのピッキングを黙って見守っているだけだ。彼女らも素す敵てきの真剣な横顔に何かを感じ取っているらしい。


「おい、何してる。調査が済んだらさっさと──」


「正直なところ、調査を済ませてさあ帰りましょう、っていうわけにもいかなくなったのよ。悪いけど」


　ややあって、かちり、と鍵穴が音を立てた。素敵は小さく息を吐はいて膝ひざを伸ばし、暗室のドアノブを握る──が、開かない。


「何してる!?　は、入るな！」


「このっ──向こうから押さえてんのね!?　いいから開けなさい！　わかってるから、悪いようにはしないから！　これはあんたのためなのよ！」


　素敵ががちゃがちゃとノブを捻ひねったり引っ張ったりするが、よほど強い力で押さえられているのか、一向に開く気配はない。陰かげる子こが素敵の手の上からノブを握っても、伊い万ま里りが素敵の脇わきを抱えて身体ごと引っ張っても、結果は同じ。


「こ、これだけやってなんで開かないの……どういう握力してんのよ！」


「俺が思うに、隙すきをついてもう一回鍵を閉め直しただけのような」


「あっ！　……ひ、卑ひ怯きような！　もう一回私の一流お医者さんスキルが見たいってわけね!?」


「無限ループになるような気がするぞ……」


　再度針金を取り出して挑いどみかかろうとした素敵に、浩介は冷静に言ってやる。むぐぐ、と素敵は眉まゆを寄せて開かずの扉を睨にらんでいた。


「手て詰づまりだな……こんなとこに立て籠こもられちゃどうしようもないぞ」


　うーむ、と一同が困り顔を見合わせていたとき、素敵がふぅと息を吐いた。気を取り直すかのように頭を振りつつ、


「……仕方ないわね。今日のところは一いつ旦たん帰りましょうか」


「え!?」


　驚きの声を上げたのは仁央だけだった。浩介にはそれほどの驚きはない──元々、仁央という部外者がいるこの場所は、素敵がやろうとしている行為には多少の問題がある。


「別に今日が校内実態調査の期限っていうわけでもないんでしょ？　最後なんだから焦あせることもないし、また日を改めて来ればいいじゃない」


「そ、それは、そうなんですけど……その、なんとなく、今日やっておきたいというか……」


「うん、まぁそっちのほうが区切りはいいと思うけどね。でもしょーがないわよ、どうしても現像で開けられないんならさ」


　ちら、と暗室のドアを見やって言う。現像という明らかにウソ臭くさい理由をあえて口にしたのは皮肉だろうか。だが暗室からは何の反応もなく、ただ閉じたドアが沈ちん黙もくを返してくるだけだ。


「でも、今日済ませておいたほうが、とか、皆さんも言ってましたし」


「確かに言っておりましたが、お気になさることはありませんわよ。どうやらここでは面めん倒おう臭くさい手伝いを対価に求められることもなさそうですし……月曜の放課後にでも軽くやってしまえばよろしいのですわ」


「はぅ……」


　陰かげる子この言葉に仁に央おが顔を伏せる。気弱な彼女が積極的に調査の続行を主張していることに、浩こう介すけは多少の違和感を覚えた。そこまで今日中に仕事を片付けてしまいたいのだろうか──だが、その達成感こそが彼女の罹り患かんしている症候群シンドロームが求めているものだ。その欲求の発はつ露ろだとすれば理解できないわけでもなかった。


　勿もち論ろんそれは素す敵てきもわかっているのだろう。仁央に対して優しく頰ほおを緩ゆるめ、


「ま、早く全部済ませちゃいたいのはわかるけど、ここは退くしかないわよ。ね？」


「……はい……わかりました……」


　その言葉でようやく仁央も納なつ得とくしてくれたらしい。たっぷりの間を使って頷うなずく。


　それから一同は暗室に籠こもる明あきらを放置して写真部の部室を出た。最後まで、そこから新たな声が聞こえてくることはなかった。


　部室から廊下に出たところで、仁央が軽く項うな垂だれるようにして息を吐はく。だが次に顔を上げたとき、そこにあるのは彼女らしい気弱な微笑だった。


「今日中に終わらせられなかったのは残念ですけど……仕方ないですよね、また月曜日に頑がん張ばることにします」


「そうね、また改めて調査に行きましょう。で、今日はもう終わりよね？」


「はい。あ、でも、わたしはこれから風紀委員室のほうに行ってちょっと報告とかのお仕事をしなくちゃならないので……ここで失礼させてもらいますね。皆さん、今日もありがとうございました！　お疲つかれさまです！」


「最後のはともかくとして、美術部の仕事は確かに疲れましたわ」


「疲れたっつーか、くそ、あれはあたしの人生の汚点だぜ……」


「ついは、べつに疲れてない」


「だからそれは貴女あなただけです！」


　伊い万ま里りと仁央がくすくすと笑う。そして一同は手を振って仁央と別れ、彼女とは逆方向に廊下を歩き出した。


　先頭を歩く素敵。彼女にかけるべき言葉は一つだった。


「やっぱり──そうなのか？」


「ええ。あの写真部部長……佐さ名な橋はし明とか言ったかしら。彼はクロよ。重度罹患してる」


　やはり素敵の態度である程度予想はできていたのだろう、医術部一同は目立った驚きも見せずにただ息を吐はく。


「はん、第一印象からして怪あやしかったが、やっぱりか。どういう変態かはわかんねーが、どうせあの暗室に戦利品でも隠かくしてたんだろうぜ」


「部長以外はほとんど幽霊部員、って宇う奈な月づきさん言ってたもんね。やっぱり見られたくないものがあって、証しよう拠こ隠いん滅めつしようとしたのかな……？」


「別に構いませんわ。我々は証拠集めをして犯人を逮たい捕ほする警察ではありませんもの。わたくし達がすべきことは、ただ一つ──」


　陰かげる子こが傘を軽く引き下ろし、その縁ふちで自らの顔を隠しながら呟つぶやく。その言葉の続きを終ついが受け取り、あの無感情な目を素す敵てきの背中に向けて言った。


「……ちりょう、する？」


「当然よ。みんなには悪いけど、今日はまだもう一仕事しなくちゃならないわ」


　即そく答とうだった。浩こう介すけは素敵が続けようとした言葉を先読みし、


「手伝う気があるかって質問ならいらないぞ。その仕事こそ、このまま放って帰ったらすっきりしねぇ。明日の日曜日を心ゆくまで楽しむために片付けとかなくちゃな」


「普通に考えて、人生の汚点を作っちまった直後の人間は誰かを殴っちまっても許されるよな？　ああもう、マジで誰でもいいから殴りてぇ気分なんだよ……！」


「気持ちはわかるが、そこで前菜みたいに俺を見るな」


「でも藍あい坂さかさん、これからどうするの？　あそこに戻る？」


「また暗室に閉じ籠こもられても困るから、実際の執しつ刀とうはもう少し確実な場所でやりましょう。校門のあたりで彼が下校するまで待ってて、そこから尾行する感じのパターンで」


　異存はなかった。


　症候群シンドロームの重度罹り患かん者。彼らにはさまざまなものが欠落している。常識。倫理。道徳。それを欠落させたまま、ただ己おのれの欲望と快楽を果たすために行動する──それはとても危険という一言で片付けられるものではない。だから明日に回すのでもなく、月曜日を待つのでもなく、今日のうちに一刻も早く処置をしておくべきだった。


　だから浩介達は無言で頷うなずき、そのまま素敵の背を追う。行く先は医術部の部室だ。待ち伏せ場所の校門前に向かうより前に、とりあえず部室に置いていた荷物を回収しておかなくてはならない。


　これからすべきことは決まっており、誰の足取りにも迷いはなかった。


　だが──素敵も、浩介も、それ以外の人間も。誰一人として、気付いていなかったのだ。


　今回の施せ術じゆつの対象である佐さ名な橋はし明あきら。


　重度罹患者である彼には、


　宇奈月仁に央おの幼おさな馴な染じみである彼には、


　真の意味で一刻でも早い手術が必要だったのだということに。
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　暗室の外が静かになった。


　明あきらは慎しん重ちように外の気配を窺うかがってから、少しだけ暗室のドアを開けて外を覗のぞいてみる。写真部の部室に人影はない。さらに慎重に外に出てみると、すぐに部室の前の廊下から話し声がするのに気付いた。監かん視しカメラを見るに、奴やつらは部室のすぐ外で立ち話をしているらしい。慌あわてて──けれど静かに、再び暗室に入って鍵かぎを閉める。


（なんてことだ……！）


　ばれている。


　間違いなく、自分の芸術活動のことがばれている！


　でなければ調査などしに来るものか。あんなに強硬にこの暗室の中を調べようとするものか！　なにが──悪いようにはしないから、これはあんたのためなのよ、だ！　これだから芸術写真を理解しようとしない奴らは！


　救いを求めるように、明は赤色灯に照らされた暗室の中、壁に貼はったり紐ひもに吊つるしたりしている自分の作品の数々を見やった。街で見つけた名も知れぬ被写体達が、生命や死や赤色や白色や肌色や苦痛や歓かん喜きや絶望や愛を芸術的に表現している写真。どれも、どれも大事な作品だ。が──まさか、それが仇あだになるとは。


　いや、仕方がないのだ。自分は悪くない。自宅にアナログ写真を現像できる設備はないし、あのうざい母親はたまに無断で自分の部屋に入ってくる。安全な保管場所は、自分以外が幽霊部員で、顧こ問もんも名義だけの幽霊顧問であるこの部室だけだった。だから自分は悪くない。つまり悪いのは完全に奴やつらだ。芸術を理解せず、ずかずかとこちらの領土に踏み込んでくる愚おろかな奴らだ。


「どうする……どうする……!?　くそ、五回だ。五回だけ……」


　とりあえず写真を丁てい寧ねいに剝はがしてまとめながら、気を落ち着かせるために爪を嚙かむ。がじがじがじがじがじがじがじがじがじがじがじがじ──血の味がしてきて気付いた。まずい、嚙みすぎてしまった。子供ではないのだ。落ち着け。落ち着け。落ち着け。


　胸に手を当てて、心休まる暗室の赤色灯に包まれながら考える。頭に浮かんできたのは、芸術家としてもっとも大事な言葉──どこかの偉い人じんが発したものであろう一言だった。


　──芸術家は、芸術を理解しないものの検けん閲えつに屈くつしてはならない。


　ひょっとしたら誰かが言った言葉ではないのかもしれないが、問題はなかった。自分が今思いついたものだとしても、自分はいずれ歴史に名を残す芸術家、つまりは偉人になる。何も間違ってはいない。


「そうだ……屈してたまるか……」


　すべきことを考えよう。やってきたのは風紀委員だ。幼おさな馴な染じみの女。あいつが中心なのだろう。クソ女はやはりクソなことしかしない。まずはあいつをなんとかしなければ。なんとか？　そう、なんとかだ。いくらでもできることはある。そうだ、まず調査をしにきたということは、尻しつ尾ぽを摑つかんではいるが証しよう拠こがない、という状態なのではないか。しらばっくれる──駄だ目めだ、あそこまで暗室にこだわったのは、やはりそれなりの確信があってのことだろう。決定的な証拠には足りないが、風紀委員として動くには充分なほどの確信。ならば──ああ、ならば──


　疑いを持っている風紀委員自体にそれを否定させてはどうか。


　怪あやしかったけど間違いでした。彼は清せい廉れん潔けつ白ぱくでした。だからみんな、もう調べるのは止やめましょう。そう言わせればいい。


「……それだ。そうしよう。冴さえてる、やっぱり僕は冴えてる。天才だ……！」


　難しいことだとは思えなかった。明あきらは芸術用の道具を入れているバッグをまさぐり、一つの物品を取り出した。伸縮式の警棒。なんでもいいが、やはりこれが手に馴な染じむ。芸術写真の天才である自分には、芸術のために揃えたこのバッグの中の道具は全て自分の手足のように扱えるのだ。素人しろうとには難しいことでも、自分には簡単だ。だから。


　だから──





　明は風紀委員室へ向かっていた。暗室から出たとき、用事があってこれから行く、というような声を聞き取っていたからだ。まだいるだろうか。何をしているのだろうか。機会が早く来ればいいが。


　そんなことを考えつつ階段を上り、風紀委員室がある階に辿たどり着いたとき──丁度そのドアが開き、中から目当ての女子が一人で出て来るのが見えた。ツいてる。これも自分が天才だからだ。


　彼女は腕に重そうな書類を抱えていた。明の尾行に気付くことなく廊下を歩き、生徒用のコピー室に向かう。先せん輩ぱいにコピーの仕事でも命じられたのだろう。


　がこがことコピー機の音が鳴り始めたのを見計らって、そっとコピー室の中を覗のぞき込む。トイレ程度の面積しかない小さな部屋には、幸いなことに彼女一人しかいなかった。もう下校時刻も間近な時間だからだろう。


　バッグから警棒を取り出しながら、明はその背中に忍び足で近寄り──


　優しく声をかけて、振り返らせた。


「仁に央おちゃん」


「ひゃっ？　……あー、くん……？」


　そうだよ、と答える代わりに、明は警棒を彼女の腹にめり込ませていた。だから振り返ってもらわなくてはならなかったのだ。彼女は苦痛の呻うめき声を一つ発しただけで昏こん倒とうする。こんなことができるのも、自分の天才的芸術性があってこそだ。自分の才能が恐ろしい。


　それにしても、と明あきらは荷物のように彼女の身体を抱え上げながら思った。


　今の下品な呻うめき声。まるで潰つぶれた猫のようだった──実際にやったことがあるから断言できる。それに、口の端はしから臭くさい涎よだれを零こぼしているし、汚らしく目からは涙を流しているし、スカートが捲めくれて見える下着は毎晩見ているのと同じに色気のないものだし、太ふと股ももは毎晩見ているのと同じに柔らかそうなだけだし、胸は小さいし、きっと処女なのだろうし、何度見ても最低の被写体だ。


　……ならば。ならば逆に。


　最高の被写体とは何なのだろう──？


　刹せつ那な、明の脳に閃せん光こうの如ごとく飛来する記憶イメージ。


　あのとき、思わず目が奪うばわれた。意識が縛ばくされた。世界はそれだけで、それだけが世界だった。死と生を同時に見み据すえているような超然の瞳。肌は鼓こ動どうを持った白磁。そこに存在する包帯と絆ばん創そう膏こうは完全と不完全の両立という芸術的な矛む盾じゆんをただ供覧する。ああ、太股は思わず頰ほお擦ずりしたくなる理想の肉付きをしていたし、完かん璧ぺきなバランスの手はこの世ならざる形けい而じ上じよう学的事象ですら容易たやすく摑つかめそうな気配を湛たたえていたし、指先はそこを舐なめたらどんな味がするのかという想像と興奮が止まらなかったし、胸は小さかったし、きっと処女なのだろうし、何度思い出しても最高の被写体だ。


　一つ溜ため息いきをついてから、明は邪じや魔まな荷物を背中に抱え上げた。自分はこれからこの幼おさな馴な染じみの少女を自らの城たる場所へ連れていく。だが、自分が本当にそうしたい相手はこの少女ではないのだ。


　子供のように純粋に、ただ明は思う。願いを込めて思う。


　ああ、本当に──


　彼女を、最高の被写体である彼女を、最高の芸術写真のために存在するような彼女を。


　なんとかして撮影する方法は、ないものだろうか……？
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　浩こう介すけ達は荷物を持って学校を出た。校門からほどよく離れた、しかし人の出入りは確認できる場所──最も寄よりのコンビニの駐車場で待機する。他にも何組かの人待ちしている風の生徒達がいたので、特に移動する様子もなくだらだらしていてもそれほど目立つことはなかった。実際、浩介達も人待ちしているのは同じなのだ。それが友達でも部活仲間でもないということだけが事情の違うところだが。


　目標の彼がいつ帰宅の途とにつくかはわからなかったので、交替でさりげなく校門を見張る。その間に消費したジュースやお菓子の量を考えるに、浩介達は立地のせいでただでさえ繁はん盛じようしているこのコンビニにかなりの臨時収入を与えてしまったのではないかと思う。


　コンビニにたむろしている他の生徒達は入れ替わり立ち替わりを繰り返していた。勿もち論ろんこの千ち歳とせ井い高校の生徒が一番多かったが、他校の生徒もいないわけではない。


　浩こう介すけがふと市立のセーラー服を着た女子生徒の姿を見かけ、帰り道なのかな、とその彼女がコンビニを出て帰路につくのをなんとなく目で追っていたとき、


「セーラー服……好きなの……？」


「おう!?　いきなりどういう質問だ!?」


　いつのまにか隣に終ついが立っていた。あの無感情な目でちらりと浩介の顔を見上げ、


「……いま、ずっと、見てた」


「い、いや、ずっとは見てないぞ！　ただ、珍めずらしいなー、とか思ってだ……別にセーラー服が好きとかそんなことは！」


「おとこのこは、みんな、セーラー服が好きだって誰かが言ってた」


　じー、とこちらの本心を測ろうとしているかのような視線。何か警けい戒かいされているような気がする。


「それは一部の奴やつだけであって、けっしてみんなってわけでは……つーか、なんでいきなりそんな話を？」


「さっき、セーラー服、着てた。におが」


「着てたな」


「ひょっとして。いやらしい目で、見てた……？」


「見てねえ！」


「見てたら、だめ……ゆるさない。おこる。おしおき、する……」


「だから見てねえってば！　そもそも俺はセーラー服フェチとかじゃないし！」


「……ん。なら、いい……」


　こくん、と小さく終は頷うなずく。本当に納なつ得とくしてくれたのならばいいのだが……相変わらず感情の読めない表情をしているのでよくわからない。


　浩介は一つ息を吐はいて、


「つーかお前のほうこそ、しょっちゅういやらしい目で見られるようなことしてるじゃねえか……ちっとは自分のことも気にしろよ」


「ついは、別にいい。でも、におは、よくない」


　はっきりと言った。浩介は彼女の頭を見下ろしつつ、


「友達思いっつーかなんつーか……ホントに仲がいいよな、お前らって」


「……におは、とくべつ、だから」


　終は校門のほうを見張りながら、静かに答えた。


「特別って？」


「すてき達も、ともだち……でも、その最初には《理由》があった。そうなるような状況があって、きっと、なるべくしてなった」


　その理由とは──決まっている。終ついが症候群シンドロームに罹り患かんしたことだ。素す敵てきがその治ち療りよう者であったことだ。


「におは、ちがう。普通に、本当に何の理由もなく、ただ──ともだちに、なってくれた。病院で話しかけてくれて、笑ってくれて、一緒にいてくれて。終はこんなだから、今まで、そんな人はいなかった……だから、とくべつな、ともだち」


「……そっか」


　昼休み、中庭のベンチで昼食を取る終と仁に央おの姿を眺ながめていた素敵達のことを思い出した。彼女達が話していたことを、二人の優しい眼まな差ざしを思い出した。きっと今の自分は、彼女達と同じような目をしているのだろう。


「だったら、まぁ、大事にしなきゃな」


「……うん」


「でもアレだぞ、あいつを守りたくてお前が頑がん張ばってるのはわかるが、俺は本当にセーラー服フェチとかじゃないからな。いやらしい目でなんか見ていなかった、とそこだけは繰り返し全力で主張させてもらおう」


「わかった。でも、セーラー服着てるときとかじゃなくても、におをいやらしい目で見そうになったら、ちゃんとついに言って」


「いろいろツッコミたいところはあるけど、一応聞いとこう……なんでだ？」


　終は校門から浩こう介すけに視線を戻し、大おお真ま面じ目めな顔で答えた。


「におの代わりにいやらしい目で見てもらえるように、ついが頑張る」


　……待て、その頑張り方は明らかにおかしい。





　終との会話が終わっても校門の見張りは続く。コンビニに訪おとずれる生徒達の数も時間が経たつにつれ次第に少なくなってきた。


　そして、じりじりと高度を下げていた太陽がその姿を隠し、空が薄うす暗くら闇やみを纏まとい始めたころ。


　携けい帯たい電話で時刻を確認した素す敵てきが眉まゆを寄せながら顔を上げ、今まで飽きるほど見つめていた校門の方角を再度見やった。蛇じや口ぐちを閉じたときに流れる水の残ざん滓しのように、途と切ぎれ途切れに吐はき出される生徒達の姿。その一人一人の顔を凝ぎよう視ししていくが、浩介達の足は動かない。動かす理由は生まれない。さらに数分が経ってから、校門は最後に何組かのグループをまとめて吐き出し──


　学校のスピーカーから流れるチャイムの音に合わせ、一人の教師ががらがらと校門のゲートを閉めた。


「おいおい、完全下校時刻になっても出てこねえぞ……？　どうなってんだ。おい藍あい坂さか、生徒が出入りできるのはここだけだよな？」


　浩こう介すけは最近になってようやく《転校生》という肩書きが外れかけてきたような立場だ。一応の確認として聞いてみると、


「そうね。裏口のゲートもあるにはあるけど、基本的には鍵かぎがかかってて、教職員でないと開けられないわ。だから下校時刻を逃した生徒は職員室とかに行って、先生達にこってりと絞られてから開けてもらうしかないの」


「今、あいつがそうしてる──って考えるのは虫がよすぎるな」


　厳しい表情を崩くずさない素す敵てきを筆頭に、その場にいた全員が頷うなずいた。誰もが気付いていた。今この瞬間に至るまで下校を確認できていないのは、あの写真部の部長だけではない。廊下で別れたきりの仁央もだった。


「たまたま、ならばよいのですがね……」


　澱よどんだ黄昏たそがれをその傘で受け止めながら、陰かげる子こが呟つぶやく。空くうは短く舌打ちをしており、伊い万ま里りはただ不安げに閉じた校門を見つめていた。


　不安。それは彼女がもっとも強く抱いている感情のはずだった。仁に央おと一番仲の良い友達であり、仁央と浩介達を引き合わせる原因となった彼女が。


　そして、浩介がそっと終の表情を窺うかがおうとしたときだった。


　電話が鳴る。初期設定のままの、単純な電子音。


「……でんわ」


　ぽつりと呟いた終ついは、何気ない動作で自分の襟えり首くびを引っ張り──その胸の谷間から携けい帯たい電話を引っ張り出した。そのまま通話に出ようとしたが、


「おいっ!?　さりげなくやってもムダだ！　それはツッコミ待ちか、ツッコミ待ちだな!?」


　慌あわてて視線を逸そらしながら浩介は言う。あまりに突然のことだったので、もう少しでその携帯電話の保管場所をばっちりと見てしまうところだった。


「……？　べつに、まってない。ふつう……ただし、今のは五十ポイント」


　ぷるり、と彼女は軽めに身体を震わせながら言う。やはりこれもギリギリを味わいたいというフェチの一環なのか。しかしいくらフェチがあるとはいえ、わざわざ携帯電話をそんなところに入れているとは。いったいいつからこの仕込みを──


「相変わらず隙すきあらば狙ねらっているのですわね、終さんは。前から注意はしているのですが、この携帯電話の出し方だけは一向に改善されません」


「前から!?　一発ネタじゃなくてこれがデフォルトなのか!?」


　浩介が心底慄おののいていたとき、ぽかり、と後頭部が叩たたかれる。振り返ると、背後にいた素敵は短く「うるさいわよ」と言った。今までの真剣さを維い持じしたまま。


「──終。誰から？　私達以外の誰かから電話がかかってくるなんて、正直珍しいことだと思うんだけど」


　終はその言葉を聞き、軽く携帯の簡易液晶に視線を落とした。その目が僅わずかに細められ、


「にお」


「……出て」


　すぐに終ついは携けい帯たいを開いてそれを耳に押し当てた。


　きっと、なんでもないようなことだ。うっかりしてたら下校時刻を逃して閉じ込められてしまってどうしましょう先生に怒られちゃいます助けてください～、的な泣き声が聞こえてくるだけだ。そうだよな？


　浩こう介すけが祈るように発した、そんな視線での問い掛けに答えるように。


　相手の声を聞くなり、終はぴくりと頰ほおを震わせて、その無感情な氷の瞳に、


　僅かな動揺の色を浮かべた。


　祈りは届かなかった。そう思うしかなかった。それは終の表情の変化だけが理由ではない。直後、終はさらに呟つぶやいていたからだ。


　その言葉は。


　思わず聞き返してしまった、というような気配で、終が通話口に向けて発したのは──





「……誘拐された？」





　そんな、単純明快に最悪な一言だった。
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　浩介達は終の携帯電話にこぞって耳を寄せる。五人いるのでひどく狭かった。最初は横から聞いていたのだが、押されたり肘ひじで小突かれたりして、なぜか浩介は終の身体から一番遠い位置、携帯の真裏から通話を聞き取ることを余儀なくされる。いろいろ思うところはあったが、今は自分の扱あつかいに文句を言っている場合ではなかった。


「……どういうこと、にお？」


『わ、わたしにも、わかりません……突然、あーくん……その、写真部の部長さんに殴られて、気絶しちゃって、気付いたら写真部の部室で、逃げられなくて』


　しゃくり上げるような音と共に、仁に央おの声が微かすかに聞こえてくる。そこに携帯電話のフレームが軋きしむような音が微かに混じった。誰かが、強く携帯を握り締めた音。


「なにか、された？」


『い、今はまだ、何も……で、ででで、でも、でもでも』


「……おちついて。むこうの目的は？」


　そうだ、目的だ。なぜ彼が仁央を攫さらったのか。それを知らなければ始まらない。浩介はさらに意識を聴ちよう覚かくに集中させる。


『ひぅ、うぐ、言ってるんです……彼、言ってるんです。撮らせろ、って』


「におの、しゃしんを？」


『ち、違、違くて』


　引き攣つれた声での否定。それから仁に央おが発した言葉に、浩こう介すけ達は眉まゆを寄せる。意味がわからない。それは本当に、意味がわからない──


『終さんの写真を撮らせろ、って！』


　絞り出すように言ったあと、何かが決壊したかのように仁央は震える声で口早に続けた。


『ひっ、よく、よくわからなくて、何もわかんなくて、でも、っぐ、警察や友達に知らせたらわたしをこ、ころ、ここころ殺すって言っててぇ！　誰にも連絡しないで終ついさん一人で来るように言えって電話を渡されて、一人で来たら解放してやるって言ってて、今もそこにいて、じっと見てて、こ、怖、怖い怖い怖怖怖あああ！』


「にお……にお！」


　初めて聞く、終の焦あせり声。しばらく、通話口の向こうから聞こえていたのは荒い息だけだった。だがやがて、深呼吸のようなものが聞こえる。引き攣れる喉のどを必死で制せい御ぎよしている呼気が聞こえる。そして、


『……いい、です』


「にお……？」


『つ、つつつ、終さんは来なくていいです、警察、警察を呼んでくださいっ！　わたしの代わりに終さんが、とか、やっぱり駄だ目め、絶対駄目っ！　彼、絶対おかしいんです、おかしい、くるってる、くるってるからっ！　変な写真見せられて、バッグにも変なものばかり入れてて、だから、だからっ！　お願い、せっかく友達になれたのに、終さんを売って自分だけ助かるのは、ぜったい、いや、なんです！　終さんは来なくていいから、わたしはどうなってもいいから、殺されてもいいから、警察！　警察を呼んで、早く今すぐ警察警察警察けいさ──』


「にお！　待って、行く、ついは行くから！　絶対に行く！　にお!?」


　その終の声は届いたのか。気付けば通話は切れていた。あの男、最悪の重度罹り患かん者である佐さ名な橋はし明あきらが、強引に通話を終了させたのだろう。


　次に聞こえたのは、素す敵てきが拳こぶしを握り締めて呟つぶやく声だった。


「──最低だわ。自分のバカさが嫌いやになる。呑のん気きに下校なんて待ってる場合じゃなかった。宇う奈な月づきさんがいても関係なかった。あの部室で、私は即そつ行こうであいつを治ち療りようしておくべきだったのよ……！」


「あ、あのときは暗室に籠こもってたし、まだたくさん人が学校にいたし。仕方ないよ、藍あい坂さかさん……」


「そうですわ。あの時点では、まさかこのようなことになるとは誰にも予想できませんでした。貴女あなた一人が責任を感じることではありませんわ」


「バカが自分のことバカっつったところで面おも白しろくも何ともありゃしねぇ。とにかく、今大事なのはよ──クソ退たい屈くつな待ち時間は終わりで、今すぐどっかのアホをマジに人生終わらせるレベルで握り潰つぶしてもオッケーなストレス解消タイムが始まるってことだろ」


　彼女達の言葉を聞いて、浩こう介すけは軽く両手を広げた。自責の念に満ちた素す敵てきの目を見つめながら、あえておどけたように言ってやる。


「残念だ。俺が言おうとしてた言葉が全部取られた」


　ややあって、素敵がこくりと首を縦に振る。


「──ごめん。今はこんなこと言ってる場合じゃなかったわね。しなきゃいけないことは他にあったわ」


「ああ。助けに行くんだろ」


「当然よ。相手は私達がここで待ち構えていたなんて知らないはず。こんな時間だもの、もう終ついは家に帰ってて一人だと考えてるのが妥だ当とうだわ。『誰にも連絡せず一人で来い』なんて電話をかけさせた直後に私達が揃そろって救出に来る、なんてのは向こうにとって完全に想定外の事態でしょ。注意は必要だけど、この人数ならどうにでもなると思うわ。とりあえず忍び込んで──」





「だめ」





　短すぎる否定の言葉。それを発したのは勿もち論ろん、終だ。


「駄目とは……どういうことですの？」


「みんなでいくのは、だめ。ついが、ほんとうに一人でいく」


「そ、それこそ駄目に決まってるじゃない！　なんでよ!?」


　素敵の問いには答えず、終は唐突に踵きびすを返して走り出した。止める間もない。彼女は校門に辿たどり着くと、疾しつ走そうの勢いのままにゲートに手をかけて跳ちよう躍やくした。身を捻ひねり、スカートを危険に翻ひるがえらせつつ空中で身を回転させ──すと、と夜の校舎の敷地内に着地。


　それを慌あわてて追いかけた一同は、ゲートのポールの隙すき間ま越しに終と相対した。誰かに見み咎とがめられるのを懸念してか、素敵が声を潜ひそめるようにして言う。


「ちょっと、終！　あんた、なに勝手なこと……！」


「……ごめん、すてき。でも、こうするしかない。におは、ついのともだち。ほんとうの意味で、はじめてできた、ともだち。だから──傷の一つだって、つけさせるわけにはいかない」


「それは私達だって同じよ！　それがなんで、一人で行くなんてことに──」


「……きけん、すぎる。すてき達じゃなくて、におが。あそこには窓がない。出入り口には監かん視しカメラがある。どれだけ隙をついたとしても、相手が苦し紛まぎれににおを傷つける可能性は、のこる」


「そ、それは、そうだけど！」


「だから、まずはついが一人でいく。相手の言うことをきいて、なんとかにおを解放させる。それが確認できてから、すてき達はきて」


　何を言ってるんだ、と浩こう介すけは思った。確かに、終ついが言っていることの理り屈くつはわかる。だがそれは──こちらが仁に央おの解放を確認し、そして踏み込むまで、終はずっとその身体を明の好きにさせ続けなければならないということではないか。


　あの、症候群シンドロームの重度罹り患かん者に。


　浩介も今までに見てきた、倫理も常識も捨て去った快楽の怪物に。


「ちょ──待ちなさい！　言ってることはわかるけど、もう少しよく考えて！」


「考えるひまは、ない。におが、いつ傷つけられるかわからない」


「このっ……ああもう、いいわ、とりあえず私もそっち行くから！」


　と、素す敵てきが校門のゲートに手を伸ばし、終と同じくそれを乗り越えようとしたときだった。


「こないで！」


　それを制するように、強く、短く、終が叫んだ。浩介が聞いたこともないような──出会ってから今までで、もっとも感情が込められた言葉。


　それに気け圧おされたかのように、素敵は伸ばしていた腕を止める。止めてしまう。ゲートに触れることなく、中空で停止している素敵の手。それと対照的に、ゲートの向こうでも終がその手を伸ばしていた。


　その小さな掌てのひらが、どうしてこれほどまでの圧力を持っているのだろう。浩介は動けなかった。その他の誰も動こうとはしなかった。


「もう一度、言う……ついは、一人でいく。ごめん。でも、絶対についてこないで……もし。もし、ついてきたら──」


　そして彼女は、その掌をゆっくりと下げて。


　こちらに向けていた身を捻ひねり、閉じたゲートに背を向けながら。


　その罰を、口にした。





「──ぜっこう、するよ？」





　同じだった。浩介は動けなかった。その他の誰も動こうとはしなかった。


　視界にはもう終の姿はなく、遠ざかっていく小さな足音が聞こえてくるだけ。


　困る、と浩介は思っていた。現状には無数の困り事が存在している。それ自体も困る。だが、今この瞬しゆん間かんに一番困っていたのは──判断がつかないことだった。


　終が発した最後の言葉が、はたして冗じよう談だんだったのかどうか。


　終が終であるという理由で、冗談ではない、という説に一票。同時に、あんな小学生みたいな台詞せりふが本気なわけないだろという理由で、冗談である、という説に一票。


　一対一で拮きつ抗こうしているから迷っているのではなかった。三票目となる要因はある。それをどちらの理由として採用すべきか、それがどんな意味を持っていたのかが、単純にわからなかっただけだ。


　理解できない三票目は、最後の一瞬、終ついの横顔に見えたもの。彼女が今までその顔に浮かべたのを見たことがない、けれども他の人間にとってはひどく当たり前な──一つの表情だった。


　その迷いに直面して初めて、浩こう介すけは気付く。





　ああ、自分は、彼女の微笑の意味がわからないほど──


　涅槃ねはん皇すめらぎ終という人間について、まだ何も知ってはいなかったのだ、と。






第四診「何もしない急診」-for dear...-







　　　　[image: ]





　ドアがノックされた。うろうろと部室を歩き回っていた明あきらは、弾はじかれたように顔を上げる。


　視線が向かったのはテーブルの上。監かん視しカメラに繫つなげているテレビには──あの最高の被写体が、薄暗い廊下でぼんやりとこちらを見上げる姿が映し出されていた。


（……ああ！）


　彼女に見つめられている。カメラ越しでもゾクゾクした。逸はやる気持ちを抑えて内側から部室の鍵かぎを開け、すぐに元の位置に戻る。


「……入ったら、鍵を閉めてそこで止まるんだ」


　彼女が入ってきた。明が言った通りに後ろ手で鍵を閉め、足を止める。そのまましばらく明は待った。耳を澄ませる。監視カメラの画像を注視する──どちらも異常はない。どうやら素直に一人で来てくれたようだった。さすがだ、きっと彼女は芸術の理解者なのだ。


　邪じや魔ま者がいないかどうか確かめるための数分間。今まで無言を保っていた彼女だったが、さすがにいつまでも沈ちん黙もくを続けるわけにはいかなかったらしい。


「におは？」


「暗室の中だよ。閉じ込めてる」


　暗室のドアの鍵は内側についているが、キャビネットをドアの前に置いてつっかえにしていた。彼女はそちらのほうに軽く視線を向けてから、


「……傷つけたら、ゆるさない」


「君が言うことを聞いてくれれば、傷つけたりはしない」


　その通りだ。彼女が写真を撮らせてくれさえすれば、全ては上う手まくいくのだ。あの平穏な日々が戻ってくるのだ。


「まずは──気をつけ。それから万歳してくれ」


　怪け訝げんに眉まゆを寄せながらも、彼女がこちらの指示に従う。明は足元のバッグを探りつつ、


「まだだ。もう少し腕を近付けて……」


　彼女には無骨なものは似合わない。できるだけ目立たないもので、それでいておしゃれなものでなければ。ああ、これにしよう。


　そして明は、バッグから取り出した親指用手錠を投げた。これをつけろ、と言って投げたのではない。手錠をそのまま小型化した形のそれを、直接彼女の親指に投とう擲てきして嵌はめたのだ。


「……っ!?」


「ふふ、芸術のためならなんでもできるさ。だって僕は天才だからね」


　次は足だ。警棒を取り出し、素早く彼女に近付いて──その足首を殴打。彼女は短い苦く悶もんの声を上げて床に倒れる。


「くあっ……！」


「痺しびれて立てないだろ？　筋を刺激したからね。でも大丈夫だよ、傷は残らない。勿もち論ろんだ、君は大切なモデルなんだから……！」


　ともあれ、手と足を封じた。たとえ隙すきをついて自分を攻撃するつもりだったのだとしても、これでもう何を恐れることもない。では──撮影だ！　ついに撮影の時間だ！


　高級食材を観察する料理人のような視線で、明あきらは床に倒れた終ついを見下ろす。うつ伏せのような姿勢で軽く身を捻ひねり、彼女は明を無感情な目で見返していた。超然とした覚悟を湛たたえた瞳。スカートから零こぼれた白い太ふと股もも。衝動が下腹から湧わき上がってくる。求めていたのはこれだ、これだ、これなのだ。


　興奮するのはいいが、芸術家としての冷静さを失ってはならない。定期的に監視カメラの映像に注意を向けるようにしながら、明は撮影の準備に入る。


　まずモチーフにしたいのは手だった。神が創り出した完かん璧ぺきな造形物。精せい緻ちな機械のような動作性を具そなえた関節と、王の埋葬品のような美術性を具えた指。指の一本に包帯が巻かれているのも完全性の瑕か疵しを意味する芸術的なワンポイントで、まったくもって非の打ちどころがない。死と生命をいっしょくたにして摑つかめそうなその手の存在感をそのまま切り取り、写真の中に芸術として表現するためには──


「……これだ」


　バッグから取り出したのは、リンゴとボウガン。明はリンゴを終の親指錠の間に押しつけて握らせる。それからボウガンの矢をセットし、寝転んだままリンゴを持った終の手に向けてそれを構え、


「っ……！　く、あ……！」


「いよぉおおし！　素晴らしい、素晴らしい！　離すなよ、まだ持ってるんだ！」


　射出したボウガンの矢は、狙い通りに、リンゴではなくそれを握る彼女の手の甲を貫つらぬいた。リンゴの赤と血液の赤が混じり合う。矢を手の甲に貫通させた彼女は苦痛に顔を顰しかめ、けれど意識的に無表情を作ろうとする。無理な話だった。いくら唇を嚙かみ締めても、痛苦の存在は消えない。大粒の脂あぶら汗あせ、荒い呼気、床に擦こすりつけられる足。


　明はカメラを構え、夢中でその彼女の姿をフィルムに焼きつけた。タイトルはどうすべきか。《ウィリアム・テルの真実》とかいうのはどうだろう。リンゴが象徴する女性性、矢が象徴する男性性、その二つを繫つなぐ血液！　それら全てが彼女の手で存在を励れい起きされ、一種神秘的な様相を作り出している。いける、傑けつ作さくだ、これは間違いなく傑作だ！


「は、く……は……」


「いい、いいよ、想像以上だ！　ああ、次は、次は──」


　そのとき、痛苦のためか、彼女がまた床の上で身をくねらせた。腰に引っ掛かっていたスカートの裾すそが滑すべり、シンプルな下着が露あらわになる。そこから伸びた太ふと股ももが再度目に飛び込んでくる。左の太股に巻かれた包帯の存在が、ともすればその肌の中に溶け込んでしまいそうな白さ。


「い、いや……焦あせっては、駄だ目めだ。せっかくの機会なんだから。ついに最高の写真が撮れるんだから。そう、もう一度、もう一度、この最高のモデルを理解しよう。あらゆる角度から理解しよう……」


　彼女の肩を軽く蹴けり、その身体を仰あお向むけにさせる。明あきらは息を荒げながらその脇わきにしゃがみ込んだ。カメラは左手で大事に抱え、空いた右手を──彼女の太股に、伸ばす。


「んっ……」


　太股の内側に指先で触れると、終ついがぴくりと身体を震わせて声を漏もらした。なんという芸術的な反応なんだ。壊れ物を扱あつかうように、さらに慎重にその肌を指先で撫なでる。引っ掛かりが何もない、滑なめらかすぎる手触り。人がけっして足を踏み入れない極北の雪原のイメージ。だから理解が必要なのだ。知ることが必要なのだ。


（おお──ああ──！）


　理解する、理解しなくては！　芸術写真家として！


　明は一気に上半身を倒し、自分が今まで触っていた場所にその鼻先を押しつけた。匂におい、匂いを理解！　そして、さらには──


「ちゅっ……は、はぁ、はぁ、おお……」


「……っ!?」


　ぺろり、ぺろり、ちゅるり。


　彼女の太股を舐なめる。舌を伸ばして舐める。唇を窄すぼめて啄ついばむ。歯を立てて甘あま嚙がみする。これが彼女の味なのだ！　ああ、なんと落ち着くのだろう。自分の爪を嚙むのとは比べ物にならない精神安定剤だ。いつも、いつまでもこの味を感じていたい。薄い汗の塩気。つるりとした肉が弾力を持って自分の歯の下で震える。彼女の滑らかな肌が自分の口こう腔こうに含まれていることに、なぜか背徳感を覚えた。さらに舌で彼女の汗を舐め取る。肌を歯で引っ張り、口に含み、彼女という存在を舌の味み蕾らいで理解していく。理解し尽くしていく。


「これは、芸術のためだ、ただ芸術のためなんだ……！」


「……がう」


　小さな声。顔を横に向ける。手の甲から血を流し、依い然ぜんとしてリンゴを握ったままの彼女の顔が見えた。シンプルな下着と制服の胸の向こうに。彼女は苦痛を押し込めた氷の目で、静かに明の顔を見つめ──


「……ちがう。これは、ただのせいよくだとおもう」


　かっと頭に血が上った。間違っている。それは間違っている。


「違う、それこそ違うぞ！　僕は、僕は──！」


「……ついには、そうとしか思えない、というだけ……でも、好きにするといい」


　予想外の言葉が聞こえた。聞き間違いかとも思った。だが聞き間違いではなかった。なぜなら彼女はさらに、何の気負いも緊張もなく、


　その両足を左右に開いたからだ。


「……ついをだきたいのなら、だけばいい。だけど」


　完全に露あらわになった下着。立てられた両りよう膝ひざ。包帯のない右の太ふと股ももは汗と明あきらの唾だ液えきでぬらぬらと濡ぬれている。それらを意に介することなく、全てが無価値でどうでもいいことであるかのように──そう、今その冷たい目で眺ながめている佐さ名な橋はし明という存在すらどうでもいいものであるかのように──彼女は、ただ静かな声で、言った。





「……におだけは、ちゃんと解放して」





　明は乱暴に手を伸ばし、終ついの制服の襟えりを引っ張る。ボタンが弾はじけ飛ぶ音、布が破れる音。小さな胸を包む下着が外気に晒さらされても、その下着に挟はさんでいた携帯電話が零こぼれ落ちても、終は動かない。人形のように動かない。瞬まばたきなのか瞑めい目もくなのか、その目だけがゆっくりと閉じられ、そして数十秒後、再度ゆっくりとその瞼まぶたが持ち上がって──


「ふざけるなよ」


　明はその手にナイフを持って、終の腹の上に乗っていた。


　許せなかった。自分という天才芸術家がくだらないもの扱あつかいされたのが許せなかった。性欲のために被写体をレイプするような男だと思われたのが許せなかった。この最高の被写体があんなどうでもいい幼おさな馴な染じみを助けるためにそんなことを言ったのが許せなかった。


　ああ、許せない、許せない、許せない！　でも許してやろう。彼女は最高の被写体なのだから。自分がすべきことは変わらない、ただ芸術写真を撮ることだけだ。そうすればこの彼女も理解するはずだ。そして自分の愚おろかさを悔くいるはずだ。


　だから撮ろう。さあ撮ろう。怒りに任せて殺すなんて、そんなバカなことできるものか。自分はただ芸術のために殺す。その二つはまったく違うことだ。一般人と天才のように違うことだ！


「ふぅ、ふぅ、はぁ……一回だッ！　一回だけ嚙かんで落ち着く！」


　親指の爪を嚙んだ。思いっきり嚙んで、強く強く強く嚙んで、そのまま捩ねじった。爪が剝はがれる。脳のう髄ずいを突き抜ける痛みが清せい涼りよう感かんとなって心を癒いやしてくれる。


　剝がれた爪の感触を舌で味わってから、明はぷっとそれを吐はき出した。もう自分には何の問題はない。迷いもなければ怒りもない。


「さあ──最後に、完かん璧ぺきな写真を撮ろうか。大丈夫、イメージはたった今できた。リンゴは生命。それが収まるべき場所として、手よりももっとふさわしい場所があった！　どこかって？」


　終ついは問いなど発してはいなかった。ただ全ての運命を受け入れる聖女のような瞳で、明あきらが振りかざしているナイフの刃を見つめているだけ。


　だが明はそんなことには構わず、愉快そうに肩を震わせながら──


「決まってるだろ……君のお腹の中だよ！」


　渾こん身しんの力を込めて、終の白い腹に手中のナイフを振り下ろした。





　……だが。


　ナイフは空中で止まる。それは単純に、明には予測もしていなかった異常事態がこの部室に起こったからだ。何か重いものが倒れる大きな音。


　そして、はっと顔を上げた彼が見たものは──


「間に合った、わ……いろんな意味で、ふざけんじゃないわよ！」


　隣の部室の壁を押し倒して現れた、見み憶おぼえのある一団の姿だった。
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　──時刻はその少し前。


　縋すがりつくようにして素す敵てきが摑つかんだ校門が、軽く揺れた。その視線の先に、走り去った終の姿はない。それでも素敵は呟つぶやいた。


「無理よ……危なすぎるわ……！」


「では追いかけますか。素敵さんに命じていただけるならすぐにでも」


「そ、そうだねっ。今ならまだ追いつけるかも！」


　校門が、再び微かすかな音を立てる。素敵がゆっくりとそこから手を離したのだ。


「認めたくない、けど──今は、それすらも危険な状況になってるわ。まだみんなで一斉に突入したほうがマシだった……」


「そうかも、な」


　唇を嚙かみながら、浩こう介すけも同意する。素敵の言わんとしていることは浩介にも理解できた。たとえ自分達が今から終を追いかけたとしても、すぐには終を助けることはできない──それどころか、その行為が引き金となってさらに終や仁に央おに危害が加えられる可能性もある。


「おそらく、あの部室には鍵くらいかけてるでしょう。ピッキングするにしても強引にぶち破るにしても、多少は時間がかかるわ。で、あそこには監かん視しカメラがあった。私達がそんなことをしているのを相手が察知したら──終達がどうなるか。かといって、あそこには窓がないから他に侵入する手段もない」


「先に監かん視しカメラを壊せば──というのも、無駄ですわね。その時点でわたくし達が助けに来ていることがばれてしまいますもの」


「じゃあ……ど、どうしよう……？」


　不安げに眉まゆを寄せる伊い万ま里り。浩こう介すけも考える。どうすればいい。相手に何かをする暇ひまを与えず、終ついと仁に央おを助け出す方法はないのか。考えろ、考えろ──


「あ……」


　そのことを誰よりも早く思いつけたのは、きっと、浩介が浩介だったからだろう。


　あらゆるものを好きになる可能性がある体質。多趣味癖へき。この街に引っ越してきたころはマッピングが趣味になっていた。白紙の上に情報を書き込むのがなんとなく楽しかったのだ。最近、それを思い出していた。仁央が校内実態調査のときに使っていた校内の見取り図に「ここはこうなってる」などと情報が書き込まれていくのを見て、マッピング癖が軽くぶり返してきたのを感じていた──だから、だ。


　だから、すぐに思い出せた。


　そして思い出したのなら、すべきことを見つけたのなら、後は確かめるだけだ。


　彼女達の意志を。


「なあ……藍あい坂さか。黒くろ崎さきも、ゲル子も、塚つか原はらさんも」


　一同の視線が集まる。浩介は大きく息を吸って、続けた。


「あいつ、言ってたな。来たら絶交だ、って」


「……言ってたわね」


「もし、俺があいつらを助け出す作戦を思いついたって言ったら──絶交されてもいい、って奴はどれくらいいる？」


　彼女達の目が見開かれる。だがそれは一いつ瞬しゆんのことだった。まずは伊万里が決意の表情で頷うなずき、


「絶交されたくはないけど……見殺しにするよりは、絶交のほうがマシかなって思うよ」


「同感ですわね」


「どーでもいいぜ。絶交も何も、最初からダチなんかじゃねーからな。ふん」


　さらに陰かげる子こが不敵な笑みでくるくると傘を回す。空くうは仏ぶつ頂ちよう面づらで鼻を鳴らす。そして素す敵てきは、


「残念だけど、私はそう簡単に絶交されるつもりはないわ。部員のワガママを正すのも部長の役目だもの。だから私はこう言うわ──当然助けに行くし、絶交もさせない」


　ただ、真剣な目で浩介を見み据すえて言った。浩介は肩を竦すくめ、


「いやはや。ワガママな部員以上に、部長殿どのもワガママだったんだな」


「いいからさっさと言いなさいよ。どういう手を思いついたの？」


「そうだな。まずは──」


　浩介はゆっくりと視線を動かし、作戦の鍵かぎになる人物の顔を見つめる。


「──塚原さんに気持ちよくなってもらおうと思うんだ」


「ふぇ？　えと、それって、どういう……？」


　伊い万ま里りはそんな怪け訝げんな声を漏もらし、赤らんだ顔でどこかもじもじと浩こう介すけを見返してきた。
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　もうもうと舞い上がる埃ほこり。ラックが倒れた余波で飛び散るキャンバス。


「はあ、はぁっ……くぅんっ……」


　傍かたわらの伊万里は、辛つらそうに──しかしその中に僅わずかな快感を滲にじませて、膝ひざに手をついて息を吐はいていた。いくら彼女でも、キャンバスが一杯に詰まった金属製のラックを──しかもその後ろにある補強材つきの壁ごと倒すのは簡単なことではなかったのだろう。それは彼女が数分をかけて極度に集中し、そして症候群シンドロームの変容を全力で引き出してようやく為なせたことだ。


　埃のカーテンの向こうに、半裸の終ついに馬乗りになっている明あきらの姿が見える。その手のナイフが視界に入るのと同時、浩介の中に自分でも驚くほどのどす黒い感情が湧わき上がってきた。だが浩介が足を踏み出すよりも早く、視界の端はしで動く影。


　陰かげる子こだった。彼女は手中の傘を素早く閉じると共に、片足を引いて身を捩よじった。さらに腰を落とし、逆手で傘を腰に保持したまま背中を小さく縮める。ふ、と短い呼気が吐き出されるのと同時、その身体が独こ楽まのように回転しつつ伸び上がり──


　凄すさまじい速度で傘が投とう擲てきされる。


　一直線に飛んだ傘は狙ねらい違わず明のナイフに直撃し、それを彼の手から弾はじき飛ばした。その余波か、あるいは単に驚いただけか、彼は終の身体から転げ落ちる。そんなワザまで持っていたのかこのお嬢様は、と感かん嘆たんしつつ彼女を見ると、


「……あら。気合いだけでもなんとか当てられるものですわね」


　思いつきでやってみただけかよ！　とツッコみかけたが、今はそんな場合ではない。とりあえずすぐに終に危害が加えられることはなくなったものの、まだ予断は許さない状況だ。


「な、なんで、お前ら……」


「こうするしかねぇだろ。写真部の部室には鍵かぎがかかってる。窓もない。で、入り口に監視カメラまであるんなら──別の場所から入るしかないじゃねえか」


　と、浩介は明を睨にらみながら言う。


　美術部と写真部の部室は、一つの部屋を不安定な壁で仕切られた構造になっている。それを思い出せば、後は簡単な話だった。写真部前の監視カメラに映らないように注意しながら無人の美術部に忍び込み、壁越しに耳を欹そばだてて様子を窺うかがい、終が窮地に陥おちいっていることに気付いて──今に至る。本当ならもう少し早く突入したかったが、素す敵てきが美術部の部室をピッキングで開ける時間、そして伊万里がラックを倒して壁をぶち抜くために集中する時間を要したためにギリギリのタイミングになってしまった。本当に、間に合ってよかったと思う。


「一人で、来いって、言ったぞ！　僕は、言ったぞ！」


「そうね。でも私達が一緒にいるときに電話してきたのがあんたの敗因だわ。ま、あんたからしてみれば私達があんたの帰りを待ち構えてたなんて想像もできなかったと思うけど──助けに行かないわけがないじゃない」


　静かな口調で言って、素す敵てきは床に倒れた終ついに視線を向けた。白衣の肩を軽く揺らして嘆息し、


「……ねえ終。さっきの話は、まだ確定していないわね。とりあえず、私達はあんたが言うようにあんただけを一人で行かせた。宇う奈な月づきさんはまだ傷ついてはいない」


　声が全く聞こえなかったことから、彼女は暗室に閉じ込められているのだろう、と予想していた。見るとその予想通り、暗室のドアのすぐ外にはスチール製のキャビネットのようなものが置かれ、物理的にドアノブが回らないようになっている。ノブが全く動いていないところからすると、仁に央おは暗室の中で気絶でもさせられているのかもしれない。


「ここからよ──あんたが約束を破った私達を恨んで絶交するか、それとも私達が勝手なことをしたあんたを思いっきり叱しかるか。これからの結果で決まるの」


　終も素敵の顔に視線を向けていた。無感情な、けれどもどこか主人の叱しつ責せきに怯おびえる子犬のような気配を漂ただよわせた、微かすかに濡ぬれた瞳。その首が、小さく縦に振られる。


「……ん」


「とりあえず、あんたはそこで休んでいなさい。心配はいらないわ。これからの結果で決まるって言ったけど、当然──」


　素敵がポケットに手を突っ込み、そこから細く光るものを取り出した。


　それは勿もち論ろん、彼女の苦悩に満ちた治ち療りように必要な──メスだ。


「当然、私はあんたに絶交される気なんかないわ。だから、これから私が出すべき結果は一つよ……あんたに絶対許せないことをしようとしたあいつを速すみやかに処置して、宇奈月さんを傷一つつけずに助けてみせる」


「処置、だって？」


　よろよろと床から身を起こしつつ、明あきらが呻うめく。


「ええ。隣で少し話を聞いてたから、あんたがどういう存在なのかはわかるわ。あんたは──《芸術写真耽溺症フオトグラフフイリア》に罹り患かんしている。芸術写真を撮ることを何よりの快楽と考え、それ以外のあらゆるものを唾だ棄きする病気。あんたの芸術っていうのは何なの？　女の子を誘ゆう拐かいすること？　女の子を傷つけて、服を剝はいて、太ふと股ももを舐なめ回して、ナイフで腹を裂さこうとすること？　私、美術の成績はあんまりよくないんだけどね……これだけは言えるわ。あんたの芸術は最低」


「なんだと……!?」


「怒ったところで評価は変わらないわよ。いや、これは評価じゃないわ、診断ね。気にしないで──私はただ、診断を終えた医者がすべきことをするだけだから」


　そこで一つ大きな息を吸い、素敵は力強く続ける。それを合図に走り出した。


「さあ、覚悟しなさい……あんたの最低な芸術を、今すぐここで治ち療りようしてあげる！」


「また言ったな！　僕の芸術を、最低だって、最低だって!?　くそぉぉぉぉ！　これだから、これだから無知なバカどもの相手は嫌いやなんだ！　検けん閲えつなんてさせるものか、検閲になんて屈くつしてたまるものかああああぁぁぁっ！」


　素す敵てきが動き始めるのと同時、明あきらは足元に転がっていたバッグに飛びつく。それを素早く肩に提げながら、中から予備のナイフを取り出した。素敵のメスを弾はじき、逆にナイフを突き込む。素敵は白衣を翻ひるがえし、慌あわててその攻撃を回かい避ひ。


「っ……!?」


「ははは、驚いたか、ははは！　芸術なんだよ、芸術のためなら何だってできるんだよ！」


「よくわかんないけど、それが症候群シンドロームの変容ってわけね……？　ええいっ！」


　メスとナイフが打ち合わされる、奇妙な剣けん戟げき。甲高い音が立て続けに響く中、


「助すけ太だ刀ちいたしますわ！」


　二人の間に陰かげる子こが飛び込んでいった。傘はさっきの投とう擲てきでどこかに行ってしまってるはずだが、と浩こう介すけが思った瞬間、彼女は躊ちゆう躇ちよなく自分のスカートをばさりと捲めくり上げる。浩介の目に飛び込んできたものは、優雅なレースのついた小さな一枚の布と──


　彼女の太股に装着されていた、ホルスターのようなもの。


　陰子はそのホルスターに保持されていた黒い物体を素早く摑つかみ取った。拳けん銃じゆう、ではない。彼女がそれを軽く振る。じゃきんと伸びる。留め具を外すと布が広がる。


　浩介は軽い呆あきれと共に、それが折り畳み傘であることを理解した。この傘フェチお嬢様はそんなものまで仕込んでいたのか。
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　陰子は折り畳たたみ傘を凶器に、素敵と共に明へと躍おどりかかっていった。明は警棒（どうやってそれを芸術として使うのかは考えたくもない）をさらに鞄かばんから取り出し、ナイフとの二刀流で素敵達に相対。


　陰子が助太刀しても、すぐに決着がつくことはなかった。どうやら明が症候群シンドロームに罹り患かんして手に入れた力はかなりのものらしい……むしろ二対一でようやく互角になったような状況だ。


　浩介は素早く視線を巡らせた。まず見えたのは、伊い万ま里りが終ついの傍らに膝ひざをつく姿。


「だ、大丈夫？」


「……それなりに」


「何か私にできることがあるなら言って、終さん……こんなの、ひどいよ……」


　伊万里は心配そうに眉まゆを寄せながら、終のはだけていた服を直したり怪け我がの具合を見たりしていた。部室の壁をぶち抜いて倒す、という荒技を行った疲労はまだ抜けていないだろう。なんとなくフラフラしている様子だし、普通に動けるようになるにはまだもう少し時間がかかりそうだ。終は勿もち論ろん、伊万里も戦力として考えることはできない。


　ならば手は一つしかなかった。


「……ち。ここまで来て殴り損そこねるのも馬ば鹿からしいぜ……乗り遅れねえうちにやっとくか」


　と、今まさに自分のヘッドホンに手をかけるところだった空くうに歩み寄る。


「頼みがある」


「ああ？」


　ぎろり、とやぶ睨にらみの目がこちらを向いた。こちらの頼みの内容は彼女にも予想できたのだろう、犬歯を剝むき出しにして、


「ふざけんな、寝言は寝て言えボケ。今忙しいんだよ、サクッと握り潰つぶすぞ」


「お前が嫌いやがるのはわかるが、それを承知で頼む。俺も手伝いたいんだ」


「……マジで言ってんのかよ、この変態。それであたしがオッケーって言うとでも思ってんのか？　つーか真ま面じ目めな顔しやがって、余計に気持ち悪いぜ。変態なら変態らしく、正直に《抱きつかせてください、黒くろ崎さき様》とか言えってんだよ、そっちのほうがまだマシ──」


　浩こう介すけは小さく息を吐はき、空の顔から視線を外さないまま、言った。


「抱きつかせてください、黒崎様」


「な──!?」


　空はあんぐりと口を開けた。浩介は続ける。


「敬語がやりすぎなら普通に言うぞ。抱きつかせてくれ、黒崎。俺は、お前に抱きつきたい」


「お、おま……な、にっ──」


　空くうの顔が見る見るうちに赤く染まっていく。何かを言おうとするが、その口はぱくぱくと開閉を繰り返しているだけだ。


　時間がない。問答している暇ひまはない。もし彼女が自分に力を貸してくれるのなら、それは一刻でも早いほうがいい。だから思いつく限りストレートに言ってみたのだが、


「ふ、ふざけんなーっ!?」


　ようやく空が動いたかと思いきや、飛んできたのは問答無用のラリアットだった。やっぱりストレートすぎたか。そのまま空は浩こう介すけの身体の後ろに回り込み、チョークスリーパーへと移行してぐいぐいとその腕で首を絞しめてくる。気道が圧迫され、酸素の供給が断たれ、ふ、と気が遠くなった瞬間──


「くそ……仕方ねぇな、ああ仕方ねぇな！　てめーは変態だし、その変態が変態らしく自分の欲望を剝むき出しにしやがったんだ！　だから、その、あれだ……一発抜いといてやんねぇと、そこらの女に手当たり次第に抱きついちまうかもしれねぇ！　だから仕方ねぇんだよ、そういうことなんだよ、くそっ……ん……あ・は、ひぅんっ……」


　言葉の後半、不意に腕の力が抜ける。同時に首の後ろから、独特なリズムの呼気と、小さな喘あえぎ声のようなものが聞こえ始めた。


　この前とは違う、今度は空に後ろから抱きつかれているような恰かつ好こうで、浩介は彼女の吐と息いきを聞く。その《呼吸》に自らのリズムを合わせていく。背中一面に感じるのは、彼女の温度、鼓こ動どう、柔らかな二つの膨ふくらみの感触。さっきまでこちらの首を絞しめていた腕は浩介の肩の上から軽くクロスした形で前に伸びており、喘ぎ声のリズムに合わせて時折ぴくりと揺れていた。


「ふ、やっ、あ……動くな、ばか、擦こすれる……んああっ……！」


「お前、が、押しつけてきてるんだ、よっ──うあ!?」


　そこで弾はじけるように視界が開けた。覚えのある感覚──これが、空が引き出す《呼吸》の到達点だ。最高のリズムが身体を最高の状態へと導いている。


　そして我に返った瞬間、どこん、と背中が殴られる。その反動で空が身を離し、ほんのり上気した顔を不機嫌そうに歪ゆがめてこちらを睨にらんできた。


「ま、マジで最低の変態だな。満足したか。ったく、信じらんねー、クソ信じらんねー……いくら変態だからって、んな真ま面じ目めな顔であたしに抱きつきたがるなんてよ……」


「いや、むしろ抱きついてきたのはお前……」


「な、なんか言ったかコラ!?　とにかく、てめーはてめーを性犯罪者にしないよう身を張ったこの優しいあたしに感謝して今後の絶対服従を誓ってホラとっとと行きやがれ！」


　などとよくわからない台詞せりふで会話を打ち切られる。のんびり喋しやべっている暇はないのは事実だった。


　とりあえず作戦も何もない。浩介は軽くなった身体を動かし、素す敵てき達と戦っていた明あきらへと突進し、能力の上がった身体で殴りつける。呆あつ気けなくかわされ、丁度攻撃するところだった素敵が「邪じや魔まするな」というような目で睨にらんでくるが──どうでもいいことだった。そのときには、


「っだらああぁぁ！」


　浩こう介すけに意識を向けてしまった明あきらの横っ面つらに、回り込んで突進していた空くうの拳こぶしが手加減なくめり込んでいたからだ。さすがに四対一の構図になれば多勢に無勢。正直なところ、最初から浩介は自分が注意を惹ひきつける囮おとりのようになれば充分だなと考えていた。すぐに返り討うちに遭あっても邪魔になるだけなので、それでもやはり空の助力は必要だったのだが。


　空の一撃に悲鳴を漏もらし、明が吹き飛ぶ。しかし根性か執念か、すぐによろよろと起き上がった。追撃のチャンスだったが──浩介達は動けない。


　写真部の部室は狭いので、明を追いつめてはいる。だがその場所がまずかった。明もそのことに気付いたのだろう、憎々しげに浩介達を睨みながら、ばきばきと自分の指の爪を嚙かみ切りながら、


「くそぉ、くそぉぉぉ！　なんだよ、なんで、こんな！　落ち着け、落ち着け、一回ぃぃぃ！　ほら落ち着いた、やるべきことはわかってる、こうしてやる、こうしてやる！　約束なんて知るか、もう知るかっ！」


　近くにあったキャビネットを──暗室のドアのつっかえにしていたキャビネットを蹴けり飛ばしたのだ。それは勿もち論ろん、彼自身がすぐに暗室の中に入っていけるようになったということを意味する。仁に央おが中から鍵かぎをかけているなら明がそれを開けるまでに一手間を要するが、隙すきあらば脱出しようとして開けている可能性もある。


　もしも後者ならば、一瞬で──


　彼は、仁央を傷つけることができる。


「はは、ははは。動くな、動くなよ……動いたら、ここにいるクソ女をぶっ殺してやるぞ」


　ナイフと警棒は空に殴られたはずみで取り落としていた。バッグからボウガンを取り出しつつ、暗室の前に追いつめられた明はぎらぎらとした瞳で言う。


「なんて典型的な三下っぽい行動……！　真ま面じ目めに言ってて恥はずかしくないんだとしたら、それもまたしゅじゅちゅが必要ね……」


「おいゲル子、さっきの傘投げはもう出ないのか」


「……最初に投げた傘を貴方あなたが回収してきていただけるのなら、すぐにでも。この教室のどこかには転がっているはずですわ──まったく、もう三十秒ほど早く動き出していただければこれが折れる前に投げられていたのですが」


　見ると陰かげる子この持っていた折り畳たたみ傘がその中途からぽっきりと折れ曲がっていた。これではとてもボウガンを狙ねらって投げることなどできないだろう。


　事態は一気に膠こう着ちやく状態に陥おちいった。浩介達は仁央に危害が加えられることを恐れて動けない。明は暗室を開ける隙すきに襲われるのを警けい戒かいして動けない。ただ時間だけが過ぎていく。そのとき、


「……にお……」


「ま、まだ動いちゃ駄だ目めだよっ!?」


　ずるり、と何かが擦こすれる音。そちらに横目で視線を向け、浩こう介すけは絶句した。


　終ついが立ち上がろうとしていた。破られた制服は、応急処置として胸の前で結ばれたまま。親指錠で繫つながれた両手にボウガンの矢を貫かん通つうさせ、白い腕の上に赤い大河を描いたまま。床とボウガンの矢が接触する痛みに背筋を跳ねさせながらも、肘ひじを支えにしてその身を持ち上げる。ずりずりと膝ひざを滑すべらせ、震える足先を床に押しつける。伊い万ま里りが彼女の動きを制止しようとするが、逆に伊万里の腕に摑つかまるようにしてさらに身を起こす──


「噓うそ、だ……僕は、立てないように、筋を完全に傷つけて……立てる、はずが」


「……にお。きこえてる？　きこえてるなら、鍵かぎを、閉めて」


　茫ぼう然ぜんとしたように呟つぶやく明あきらを通り越し、終はただ暗室のドアに向けてそう語りかける。


　そして、立ち上がった。痛めた足が体重を支えられるわけはないのに、手に刺さった矢が悲鳴を絞り出さないわけはないのに、それでも。


「にお……すぐ、たすけるから。でも、今は、あぶない。だから、鍵を──」


「無視するな……僕を、無視するなよぉおおおっ!?」


　そこでようやく、終の氷の瞳が明を捉とらえる。価値のわからない芸術作品を眺ながめるかのように──無感情に、同時にどこか、つまらなさそうに。


　そして彼女は短く言った。


「うるさい」


「こ……このぉおおおおっ！　何だお前、何だお前、何なんだよお前ぇっ!?」


　絶叫と共に、明がボウガンの先せん端たんを動かした。


　ぼろぼろの状態で立つ終に向けて。


　浩介の時間が止まる。待て。待てよ。止めろ。終は動けないんだ。避よけられるはずがないんだ。撃うつな。撃つな。撃つな撃つな撃つな──！


　撃った。


　ボウガンの機巧が稼働し、鋭い矢を弦げんで弾はじいて射出する音。その瞬間が見えた。矢が一直線に空気を裂いて飛ぶのが見えた。そして、見えたのならば動くしかない。


　空くうの《呼吸》によるブーストが続いていた身体は従順に浩介の意志に従う。矢の軌き道どうを理解する。到達経路を判断する。到達時間を計算する。それら全てと自分の身体との関係性を考え、それらに干かん渉しようできる唯ゆい一いつの方法を読解する。


　つまるところ、一歩。許されたのは一歩だけだった。だがそれで充分。


「づっ……が、ああっ！」


　矢の軌道上に、浩介は強引に自分の腕を突き出した。


　手と肘の中間点あたりに、軽く、けれどもそれと相反する鋭い衝撃。刺さっている。矢が筋肉に深々と刺さっている。そこを始点に身体が砕け散りそうだった。熱い温度が皮ひ膚ふの上に第二の皮ひ膚ふを形作る不快感。信じられない。終ついはなぜこんな痛みを与えられて悲鳴を我が慢まんしていられるのか。


「ぐあ、い、い、いってぇっ……マジで痛いてぇ！」


　あまりの痛みに膝ひざをつく。油断すると額を床に擦こすりつけて絶叫してしまいそうだった。


「ち、ちょっとあんた、馬ば鹿かじゃないの!?　何やってんのよ！」


「こないだ、と、一緒で……その台詞せりふには、言い返してやるぞ。お前こそ、馬鹿か……やれよ、藍あい坂さか。もう心配ねぇだろ──！」


　けれど終は立っているのだ、男である自分がそんな様は見せられない。こんな自分にもプライドというものがある。脂あぶら汗あせを流しながら顔を前に向け、浩こう介すけは素す敵てきに言ってやった。


　素敵がはっと顔を引き締め、浩介から視線を逸そらして頷うなずく。彼女に一瞬だけ先んじて、残る二人は既すでに動いていた。


　飛び込んだ空くうが明あきらの腹をぶん殴り、その身体をくの字に曲げさせる。陰かげる子こが折れ曲がった傘を斧おののように振り下ろし、彼の頭をさらに強く打ち据える。そして、ノックアウトされたボクサーのように床に手をついた明の後頭部を、


「執しつ刀とう──《芸術写真耽溺症フオトグラフフイリア》を、切除する！」


　素敵のメスがぱっくりと切り裂いた。


「僕は……芸術……」


　後頭部からぴゅるぴゅると噴ふき出る鮮血。最後に一言呟つぶやいた明が、四し肢しの力を完全に失ってどさりと床に倒れる。ぴくりとも動かなくなった。


　だが、死んだ彼は死んでいない。藍坂素敵が藍坂素敵であるが故ゆえに。


　浩介はちらりと素敵の顔を見る。ぎゅっと唇を引き結んで、自分が手術した患者を見下ろしていた。辛つらさと不快感を無理に押し込めているかのように。


　陰子が素敵の小さな肩をぎゅっと抱き抱かかえ、お疲つかれさまでした、と労いたわりの言葉をかける。素敵の表情は変わらなかったが、それはけっして無意味ではないはずだった。空は嘆たん息そくしつつヘッドホンを頭に装着し直しており、伊い万ま里りは「大丈夫、那な霧ぎりくんっ？」と浩介の横にしゃがみ込んでおろおろとしていた。矢を抜くのは心と身体の準備ができてからにしたいところだ。そのとき、座り込んでいた浩介の隣に小さな人影が近寄り、


「……だいじょうぶ？」


「なんとかな。お前こそ大丈夫なのか」


「ついは、だいじょうぶ。えと……あり、がとう……？」


「なんで疑問形なんだよ、まぁいいけど。それより、お前は俺よりも気にしてる相手がいたはずじゃ」


「そうだ。にお……」


　と終はフラフラした足取りで暗室のほうに向かっていった。まだ親指錠はかかったままだし、手には矢が刺さったままだ。あんまり無理するなと言いたいが、仁に央おの安全を確かめるまでは何を言っても聞きはしないだろう。症候群シンドローム患者である明あきらの治ち療りようは終わった──もう、彼女を害するものはここにはいないのだ。


　嘆たん息そくすると共に、どうでもいいようなそうでもないような、という今更な疑問がふと浩こう介すけの頭に浮かんでくる。不快感をなんとか胸の奥に飲み込んだ様子の素す敵てきにちらりと顔を向け、


「なあ藍あい坂さか。この学校には夜間警備員とかいないのか」


「元々はいなかったけど、こないだの《周旋体イントロデユーサー》騒ぎでちょっと学校滅茶めちや苦茶くちやにしちゃったじゃない。あれのせいで最近雇うことにしたみたいよ」


「あっさり言うな、そりゃまずいだろ。壁ぶち抜いたしここでも騒いだし、そろそろ音とか聞きつけて出てきてもおかしくないような気がするんだが……大丈夫なのか？」


「大丈夫よ。私がピッキングとかしてる間、陰かげる子こさんにやってもらったから」


「そう言えば宵よい闇やみヶが原はらさん、あのときしばらく姿が見えなくなってたかな？」


「……理解してはいけないことを理解しちまったような気がするぞ。てっきり長いトイレかと思ってたが、あれか、あんときに罪もない警備員さんをどうにかしてきたわけか。やれやれ……感心するくらい立派な犯罪者だ」


「軽く気絶させてきただけですわ。大事の前の小事です。他ひ人と事ごとのように仰おつしやいますが、貴方あなたもその犯罪者集団の一味であることをお忘れなきよう」


「へいへい」


　もう一度嘆息したとき、暗室の中から小さな呻うめき声のようなものが聞こえてきた。


「ん……んぅ……？」


「にお？　だいじょうぶ？」


「あ……終つい、さん……？　わたし、何が──あっ！　駄だ目めです、来ないで、彼が、彼が！」


「にお、おちついて。終わったから。もう、何も心配はいらないから……」


　数秒の間があり、暗室のドアから鍵かぎの外れる音が聞こえた。そろそろとドアが開かれていき、そして現れたのは──傷一つない、仁央の姿。怯おびえたように周囲を見回してはいるが、どうやら何も危害を加えられてはいないようだ。浩介は心底ほっとする。


　終も小さく息を吐はいた。仁央はその終の様子に気付いて、彼女に慌あわてて駆け寄ろうとする。終もそのままさらに仁央に近寄ろうとした。


　だが。


　その終の動きを制止するように、不意に横から突き出された手がある。


　終が小さく首を傾かしげるようにして、その手の持ち主を見やる。その持ち主は、藍坂素敵は、ひどく陰いん鬱うつに──呟つぶやいた。


「見ただけでわかる、というのは……いいことばかりじゃ、ないわね」


　その手にはまだメスがあった。


　もう必要はないはずなのに。重度罹り患かん者の治ち療りようは終わったはずなのに。


　なのに、どうして。


　彼女はメスを構えたまま、仁に央おの顔をじっと見つめているのだろう──？


　そして素す敵てきは短く言った。





「本当に、残念だけど──宇う奈な月づきさん。あなたの症候群は重度化しているわ」





　時間が止まった。誰もが素敵の顔を見つめていた。まさか。そんな。


　だって、仁央は困ったように首を傾かしげているだけではないか。何も異常なところは見られないではないか。


　そして素敵は続ける。さらに浩こう介すけ達を愕がく然ぜんとさせる言葉を。


「それから──なんとなく、推測できるわ。私達と別れたときには、あなたはまだ重度化してはいなかった。あなたの重度化は、この佐さ名な橋はし明あきらに誘ゆう拐かいされたときのショックで引き起こされたものでしょう。それだけならまだよかったけど、残念ながら疑わせてもらうわ。あなたは──誘拐された被害者というだけじゃなく、別の意図をもってこの件に関わっていたわね？」


「ど、どうしてそんなことを言うんです、藍あい坂さかさん……？」


　ふぅ、と素敵は嘆たん息そくした。


「理由の一つはね。あなたが今、そこに転がってる佐名橋明の死体を見てもあまり驚いていないからよ。まさか目に入ってなかったとは言わないでしょう？」


「……」


「あとは、重度化って何のこと？　とか言う疑問が出なかったのもおかしいわね。もし今まで気絶してたのなら、この写真部が滅茶めちや苦茶くちやになってたり終ついがぼろぼろになってたりすることにもっと驚いてもいいわ。逆に言うなら──あなたは暗室の中で気絶なんかしていなかった。ずっと目覚めていて、外の音を聞いてある程度の事情はわかっていた。だったらどうして、途中で声の一つくらい上げたりはしなかったのかしら？　鍵かぎを閉めろと終が呼びかけたときに返事をしなかったのかしら？」


「……」


「だんまりでも別にいいけど。私達がすっきりしないというだけよ──最終的にやることは変わらないんだし。あなたは今、この男と同じ状況になっているの。だから当然、私はこの男と同じことをあなたにもしなくてはならないわ」


　ああ、と仁央が肩を落とした。何かショックを受けたかのように身を折り曲げ、床に手をつく。反射的に彼女を抱き留めようとしたのだろう、終が一歩を踏み出そうとするが、素敵がそれを許さない。そして実のところは、終がそうする必要もなかった。


　仁央は倒れたのではなかった。自分の足元に転がっていた、ついさっきまで明が持っていたボウガンを拾い上げただけだった。
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「いやぁ……失敗です。ごめんなさい、頑がん張ばって演技しようと思ったんですけど、駄だ目めでしたね。本当に、彼が死んでるのが嬉しくて嬉しくて、笑いを堪えるのだけで必死だったんですよ」


「……に、お……？」


「なんですか、終ついさん？　あ、ちょっと待って、とりあえず笑わせてください！　これから落ち着いて話ができないので、この最高に気持ち悪い彼が死んだことを嚙かみ締めさせてください！　く、あ、あははははははははは！　死んだ死んだ！　気持ち悪いあーくんが死んだ！　やったあ！　考えてた以上に最高の結末ですよぉ！　安全、安全、これでわたしは安全になった！　この、この、この……動かない、本当に動かないぃ！　あはははははははははははは！」


　茫ぼう然ぜんとする終の前で。


　彼女の友達である仁に央おは、幸せそうに、本当に幸せそうに、


　幼おさな馴な染じみの暫ざん定てい死体を何度も足あし蹴げにしながら甲高く笑っていた。
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　ひぃ、ひぃ、と笑いの残ざん滓しが消える。目に浮いた涙を擦こすりつつ、肩をまだぴくぴくと震わせつつ、仁央がようやくこちらに意識を戻した。


「ああおかしい、本当におかしい……おほん。ごめんなさい、もう少しお話します？　それとも今すぐ戦ったりします？」


「……にお。なにが、どうなって……？」


「あ、終さんはお話したいみたいですねー。じゃあお話しましょう、お話。今は気分がいいのでなんでも告白しちゃいますよー」


「──とりあえず。あなたがまだ話していないことを全て話していただきたいですわね」


　その尋じん常じようではない様子を見れば、仁に央おが素す敵てきの言う通りに重度罹り患かんしていることは明らかだった。視線を険しくした陰かげる子こが言うと、


「全部ですか。いろいろあるんですけど……そうですね、とりあえず今までお手伝いありがとうございました、という意味も込めて。校内実態調査でわたしがこの写真部の担当になったのは、わたしが自分から願い出たからです。他の調査もやりたくはあったんですけど、やっぱりメインはここだったというか」


「……どういうことだよ？」


　腕の痛みに耐えながら、浩こう介すけが問い掛ける。仁央はボウガンをぶらぶらさせながら浩介を見て、くすりと笑った。


「うふ、自分でも驚きです。男の人と話していても平気です。どうしてかわかりませんけど、わかっちゃってるからですね。話してるだけなら安全に決まってます……あ、写真部の話でしたっけ。いいですよ、目的を教えてあげましょう。ええと、暗室にはなかったから、鞄かばんに入ってたりするのかな──あ、あった」


　仁央は明あきらの傍そばにあったカメラバッグを軽く蹴けった。高価そうなレンズと共にその口から零こぼれてきたのは、何十枚もの写真。彼女はその束を適当に摑つかみ上げて浩介達に見せていく。まず見えたのは見知らぬ女性が縛られ、傷を負わされ、多種多様の日用品と合一させられている奇き怪かいな拷ごう問もんじみた写真。


「あ、これは彼が最近撮り出した趣味の写真ですね。これはどうでもよくて……ああ、これこれ。男の人に見せるのはちょっと恥はずかしいけど、今は気分がいいから大サービスです」


　写真の束を捲めくる。そして現れたものは、


　仁央の盗撮写真だった。風呂上がりのバスタオル姿。パジャマ姿。足を上げた瞬間に股こ間かんをズームしたもの。寝顔。勉強机に向かう彼女の胸元。あくび。それから──


「理由はこれです。気持ち悪いですよね！　これだけじゃないんです、彼、昔から隣の家にいるわたしを盗撮してたんです。そして一人で変態なことをしてたんです。なんでこんな人と幼おさな馴な染じみだったんでしょうね。ああ気持ち悪い。結構前から知ってました。凄すごく嫌いやでした。消えてなくなれって思ってました」


「その……親とか、警察とかに、相談はしたの……？」


　伊い万ま里りの言葉に、仁央はぷるぷると首を横に振る。


「まさか。言えるわけないじゃないですか、怖こわいし、証しよう拠こもなかったし、告げ口された彼が何をするかわからなかったし。隣の家なんですよ？　ほんの十分くらいあれば、彼がわたしの部屋に入ってきて首を絞しめて殺してレイプするのには充分です。危険すぎます。そんな危険なことは絶対に駄目です。だからもっと安全な解決策を探したんです。彼の家には暗室なんてないし、親のことも気にしてるだろうし、写真の現物はこの部室あたりにあるだろうと思っていました」


「……だから、校内実態調査の写真部担当になってそれを見つけようとしたのね」


「はい。でも一人では絶対にできませんでした。怖いですし。だからわたしと一緒にその明確な証拠を見つけてくれる人が必要でした。それで安全に彼の変態行動の証拠を摑つかんで彼を糾きゆう弾だんできたなら、もう後は退学に逮捕に社会的抹まつ殺さつコース、ミッションコンプリート、ということだったんですよ」


　その台詞せりふに、嫌いやな想像が浩こう介すけの頭に生まれた。確かめたくはない、けれども確かめなければならない、一つの疑念。


　だがそれを浩介が口にするよりも早く、素敵が嘆たん息そくしていた。


「さっきから何か違和感があったんだけど、ようやくわかったわ。あなたが何度も口にしているそれが、あなたの症候群シンドロームの本質なのね。ずれていた。私の診断は、少しだけ、ずれていた……」


「症候群シンドローム、ですか。何かを好きになる病気で……わたしは、風紀委員のお仕事が大好きになる病気、なんでしたっけ？　ええ、わたしは風紀委員のお仕事が好きですよ？」


「──それも間違いではないんでしょうね。ただし、その奥には別の意味がある。それが発はつ露ろした結果として、風紀委員の仕事が気持ちいいっていうわかりやすい形になっていただけ。ヒントはあったわ。あなたの紙袋癖へきが、症候群シンドロームとまったく関係がないなんてことは不自然だった。結局のところ、あなたは《風紀耽溺症デイシプリンフイリア》なんかじゃない。正確には」


「正確には？」


　素敵はぎゅっとメスを握り締めながら、短くその診断を告げた。


「《安全耽溺症セイフテイフイリア》。それが、あなたの罹り患かんしている症候群シンドロームの正体よ」


「ふふ……言われてみればその通りかも、ですねぇ。確かにわたし、安全が大好きなんです。自分が安全な状況にあるのがとっても気持ちいいんです！　風紀委員のお仕事をすればそれは学校が少しだけ安全な場所になったってことですし、周りが見えない紙袋を被かぶるとちょっとだけ安全な気分になれますし！　はい、正解なんじゃないでしょうか？」


「わたしがやろうとしてた正方治療ダイレクト・ミーンズの方向性は間違っていなかった。もしも風紀委員の校内実態調査をちゃんとさせて、あなたの計画通り佐さ名な橋はし明あきらを社会的に抹殺して《安全》になっていれば、そこであなたの症候群シンドロームは治ち療りようできていたでしょう。でも、実際には計画が台無しになる予想外の事態が起こった。あなたは佐名橋明に誘ゆう拐かいされ──治療の方向性とは逆の、とんでもない《危険》を感じたはずだわ。それが重度化の引き金になった、ということでしょう」


「ああ──確かに、あのときはとっても怖かったんですけど。どういうわけか、攫さらわれてこの写真部で起きたら、何か自分が生まれ変わったような気分になってたんです。この世は危険で満ちているけれど、同時に安全はどこにでもある。どこに《安全》があるか、まるで手に取るようにわかっちゃったんです」


《安全》を把は握あくする力。それが、症候群シンドロームの重度化によって仁に央おが手に入れた変容なのか。絶句する浩こう介すけ達の前、仁央はさらに言葉を続ける。


「彼に誘ゆう拐かいされた状態でしたけど、わたしにはそこから自分を《安全》で包む方法がわかりました。だからそうしました」


　再び、浩介の頭に嫌いやな予感。駄目だ。この話は、駄目だ。きっと、誰かが、誰かが、取り返しのつかないくらいに傷ついてしまう──！


「それは勿もち論ろん、彼に取引を持ちかけることです。わたしの身の安全を保障する代わりに、わたしは彼に、彼が一番撮りたがっている写真を撮らせる。彼が何を撮りたがっているのかは、この部室で一いつ瞬しゆんだけ見た態度ですぐにわかっちゃいました。幼おさな馴な染じみですから、わかりたくなくてもわかっちゃうんですよねぇ。つまり」


　にこり、と仁央は笑って。


　友達である彼女を救うために明あきらに凌りよう辱じよくされようとした、一人の少女の顔を見やった。


「終さんを好きにさせてあげるからわたしは助けてね、っていうことです」


「っ……」


　茫ぼう然ぜんとしていた終ついの身体が、ふらりとよろめいたように見えた。それは痛みのためか。あるいは、たった今聞いてしまった──自分が友達に売られたのだという事実のせいか。


「終さんは一人暮らしだって聞いてたので、ずっと攫さらってても誰にも気付かれない、写真撮り放題だよ、と言いました。で、友達を売ったなんてわたしが自分から誰かに言うはずはないから、あーくんの秘密も守るよ、いつでもわたしの写真も撮っていいよ、とも。まぁ、それはすっごく反応が悪かったんですけど」


「……ちがう……だって、あのとき、電話の、におは……！」


「勿論、演技です。終さんは優しいですから、あそこでわたしがああ言えば絶対一人で来てくれるだろうなって。念には念を入れて、のことだったんですが……まだ医術部さん達と一緒にいたのは、ちょっと誤算でしたね」


「ま、待てよ。お前、こいつに写真とか撮られたくなくて、こいつを社会的に抹まつ殺さつしようとしてたんだろ。そんな取引をしたら、たとえ今日は乗り切れても、結局お前は《安全》にはなれない……！」


「それもちゃんと考えてましたよ？　この気持ち悪くて変態でうんこ野郎でくるったあーくんは、きっと終さんを殺すだろうなって予想がありました。それがパターンＡですね。終さんが殺されたら、わたしはそこで初めて警察に駆け込むんです。くるった人殺しの言うことなんか誰も信じないでしょうから、わたしが取引をしたことなんてあーくんのたわごととして片付けられて、そして殺人犯として彼は逮捕されてめでたしめでたし。パターンＢは終ついさんが反撃してあーくんをどうにかして倒しちゃうことですが、それもプランには織り込み済みです」


　その言葉は、まるで旅行の計画を友達に話すような気軽さで。


　だからこそ、ひどく、気持ち悪かった。


「簡単ですよ。助けてもらった後で終さんを殺して、終さんにどうにかされたあーくんも死んでなかったら殺して、みんな口封じして、それを全部あーくんのせいにしちゃえばいいんです。くるった彼が終さんを殺して自殺しましたー、みたいに」


　最低すぎた。いくら穴だらけに見える計画でも、症候群シンドロームの変容に導かれた彼女はそれをやってのけていただろう。警察すら騙だませるような、完かん璧ぺきな偽ぎ装そうトリックで彼の死を自殺に演出していただろう。


　そして自分は安全になる。自分だけは安全になる。


　陰いん惨さんな事件から一人生き残った悲劇の少女として、それからも生き続ける。


「ふざ、けんなよっ……！」


　浩こう介すけは腕の痛みを堪こらえつつ、立ち上がろうとする。


　全てが症候群シンドロームのせいならまだ気が楽だった。人の倫理と常識を奪って狂気を与える病気をただ憎めば済んだ。だが、まだ彼女の話には納なつ得とくできない部分がある。全ての始まり。それを確かめなくてはならない。どうか否定してくれという思いから、確かめざるを得ない──


「正直に、言えよ。お前の最初の目的は、誰かと一緒に写真部の部室を調査して、動かぬ証しよう拠こを摑つかむことだった」


「そうですね」


「その、誰か、は……どうやって、選んだ」


　浩介の言いたいことを理解したのか、仁に央おの頰ほおが緩ゆるむ。なんだそんなことですか、とでも言うように。


「ええと、言ったかもしれませんが、わたし、よく入院しててですね。今更なんで告白しちゃいますけど、仮病で。全身全霊をもって頑がん張ばれば結構簡単に騙せるんです、お医者さんが勝手に『これは精神性のなんたらかんたら』とか診断してくれますから。呼吸困難になって、無茶苦茶に暴れて、胸が苦しいと訴えて、ボタンとかも引き千切って、涎よだれを垂らして、白目を向いて、ちょっと恥はずかしいけどおしっこ漏もらしちゃったりすれば。だって病院って素晴らしく安全じゃないですか。あそこにいるだけでかなり気持ちいいんです。それで──」


「んなことは聞いてねえ！」


「ですね、話が逸それました。で、入院してるときに計画を考えて、さあ誰に手伝ってもらおうかなって探してたとき──たまたま、終さんに出会ったんです。話してみるといい人で、なにかそのときは詳しくは教えてもらえなかったんですけど人助けみたいなこともしてるって言うから、この人にしようかなって。ある意味運命的でした。そうそう、最初に会ったときのことは今でも覚えてますよ」


　仁に央おの視線が終ついに向く。もはやただ彼女の言葉を聞いているだけの終へ。


「自動車に撥はねられて入院した、とか言ってた終さんは、包帯を巻いてて、雰ふん囲い気きも暗くて、なんだか死神みたいで──わたし、思ったんです。この人、なんて《危険》なところにいる人間なんだろうって！　それと比べて、傷一つないわたしの《安全》なことといったら！　わたしは終さんを見るのが大好きになりました、だって終さんを見るだけで、わたしはわたしが《安全》なんだ、って確認できましたから！　うふふふふ！」


　駄目だった。嫌いやな予感は的中した。たとえ、終が仁央のことをどれほど友達だと思っていたとしても──


　この女は、最初から、終の友達などではなかった。


　ただ、見み下くだしていただけだ。そしてほくそ笑んでいただけだ。


　こんな怪け我がをしてるなんて、と。自分はこの人間よりも上にいる、と。


　優雅な暮らしを満喫する貴族が、汗水垂らして働く平民を冷笑するように。


　かくり、と終の膝ひざが崩れ落ちた。傍そばにいた浩こう介すけは慌あわてて彼女の身体を抱き留める。矢が刺さったままの腕が振動で痛んだが、泣き言は言えない。身体の痛みは終も一緒で、そして精神の痛みは──


「その口を、閉じなさいっ！　もう診察は終わりよ……患者の話を聞いたことをこんなに後こう悔かいしたのは初めてだわ！　今すぐ治ち療りようしてあげる、あんたの症候群シンドロームを！」


「宵よい闇やみヶが原はらさん、さっきの傘拾ってきたよ、はいこれ！　私も、もう大丈夫だから手伝うよ！」


「感謝いたしますわ！　ご無理はなさらないように！」


　疲労が回復したらしい伊い万ま里りを加え、素す敵てき達が仁央に飛びかかっていく。


「お、俺も……」


「このクソボケ、その傷抉えぐりながら握り潰つぶすぞ!?　てめーはそのチビ抱えて大人しくしてろ！　つーかもうちょい離れやがれ、てめーのクソ卑ひ猥わいな息が聞こえちまうだろうが……んっ。すぅ、はぁ──」


　終を抱えた浩介を軽く押し退のけ、空くうは再度ヘッドホンを外して呼吸を整え始める。その呼吸のリズムが完成に至り次第、彼女も素敵達に助力するつもりなのだろう。


　仁央がボウガンの矢を射出する。素敵は横っ跳びに回かい避ひ。その隙すきに陰かげる子こが傘を突き込み、伊万里がその腕を仁央に向けて伸ばし──


　けれど、そのどちらも彼女を捉とらえることはできない。


　彼女がゆらりと身体を軽くよろめかせただけで、二人の攻撃は完全に空を切った。陰子と伊万里は驚きよう愕がくの表情で眉まゆを寄せる。一方、薄ら笑いの仁央は再度間合いを開け、特に焦あせる様子もなく次の矢を装そう塡てんしていた。


「いやー、なかなか当たりませんねえ。ちなみに今の状況はパターンＣということにします。こんなに《安全》を感じられるようになったのに、これを治されるなんてとんでもないです！　仕方ないので皆さん全員に死んでもらって、それを全部あーくんのせいにするという感じで」


「それよ。今のあなたは、自分の《安全》のために躊ちゆう躇ちよなく人を殺す！　そんなの、絶対に認められるわけがっ……！」


　叫びながら素す敵てきが突き込んだメスも、仁に央おは簡単に身を捻ひねって回かい避ひする。目で見て避さけたのではない。それはまるで、どこにどう動けばその攻撃が当たらないか、というのが最初からわかっているかのような──


「それも、《安全耽溺症セイフテイフイリア》の変容ね？　物理的な《安全圏けん》の把握……！」


「あはっ！　ああ、すっごい、わたし今、危なかったけど《安全》でした……く・あ・いゃんっ。き、気持ち、いい……」


　恍こう惚こつの表情で仁央が背筋を震わせる。それと同時に矢を撃うってきた。伊い万ま里りを狙ねらって放たれたそれを、陰かげる子こが咄とつ嗟さに傘を広げて防ぐ。勿もち論ろん傘の布地に防御効果などないが、開いた傘を高速で回転させ、その骨組みにボウガンの矢を当てることで軌き道どうを逸そらしたのだ。


「あ、ありがとう、宵よい闇やみヶが原はらさん……」


「お気になさらず。何回も使える手ではなさそうですけれどね」


　穴が開いた傘をちらりと見やり、陰子が呟つぶやく。そのとき《呼吸》を高め終えた空くうが唐突に殴りかかるが、


「だらぁっ！」


「ああ、こんな不意打ちもかわして、安全……はぁ、ああ、あはぁ……駄目ぇ。帰りに、コンビニで、下着買ってこなくちゃ……！」


　当然のように回避した。今度は素敵に向けて射撃。伊万里が部屋の中央に鎮ちん座ざしていた机を転がすようにして倒し、素敵の盾たてにする。


「助かったわ、まりー！」


「二人一組のようになって動いたほうがよさそうですわね。塚つか原はらさんは素敵さんを。わたくしは黒くろ崎さきさんを守りますわ」


「あたしの守りとかいらねぇぞ、ゲル子さんよ。自分のこと心配しとけ」


「……最近、たまに貴女あなたもその呼称を使いますのよね。今までの《お嬢女》のほうがまだマシです、ご一考を要よう請せいしておきましょう──何にせよ、一番の元凶はあの変態男なのでしょうが！」


　回避されるからと言って、攻撃しないわけにはいかなかった。四人が仁央に攻めかかる。仁央はそれら全てを軽々とかわしていく。明あきらと相対していたときとは違って、彼女を追いつめることができない。四人の攻撃をすり抜け、仁央はまるで散歩でもしているかのような気軽さで狭い部屋を動き回る。たまに机やキャビネットを飛び越える。一休み、というようにしゃがみ込む。


　仁に央おのボウガンは、弾だん丸がんのような速度で襲おそい来るれっきとした狩しゆ猟りよう武器だ。その矢に貫つらぬかれた痛みは今も浩こう介すけが身をもって体験している。油断はできないが、仁央の症候群シンドロームが防御に特化した変容を見せているためか、それが素す敵てき達の身体を捉とらえることはなかった。素敵と空くうのカバーに回っている二人の頑がん張ばりも大きい。


　どちらにも決め手がなかった。微かすかに期待していたのだが、仁央が攻撃を回かい避ひし続けて疲労した様子も見えない。むしろ素敵達の攻撃の手のほうが止まりがちになっていた。素敵と伊い万ま里りの呼吸が荒くなる。陰かげる子この傘が破れていく。空の動きが鈍くなる。


「おや、どうしたんですかー？　せっかくなんですから、わたしにもっと《安全》を感じさせてくださいよ」


「っさい、わね……あんたの矢だって残り少ないでしょうに」


「そうですね。そしたらナイフか何かに切り替えますよ。気持ち悪いあーくんがいろいろ用意してくれてて助かりました」


　素敵が舌打ちする。浩介も舌打ちしたい気分だった。何か手はないのか。彼女の《安全》を打ち破る方法は、何か──


　そのとき。


　浩介が抱き抱かかえていた身体が、動いた。


「……ついが」


「お、おい？」


「ついが、やる……」


「何言ってんだよ、お前、そんな身体で、何が──指錠だってそのままだしよ！」


　虚うつろだった瞳が、何度か瞬まばたきを見せる。へたり込んでいた腰が持ち上がり、先刻と同じように、傷ついた足で立ち上がろうとする。慌あわてて浩介はその腕を引っ張った。だが終ついの動きを止めることはできない。今にも倒れそうなこの身体のどこにそんな力があるのか、というような力強さで、彼女は浩介の腕を振り払う。


「……ついが、やらなくちゃ。ついは、におの、ともだちだから」


　浩介は唇を嚙かんだ。言いたくないが、言わなくてはならない。そうしなければ終が危険だ。


「お前がそう言うのは、わかるよ。でもあいつは、お前がそう言って説得したところで……」


「……せっとくは、しない」


「じゃあ、何を？」


　終の目がこちらを向いた。


　ああ、今になっても、わからない。その意味が。


　彼女が何を考えているのか。


　けれども、それが自じ棄きによるものでないことはわかった。そうだ、そこにあるのは、その微笑にあるのは、ただ──


　優しさだけだ。


「……ついに、できること。だいじょうぶ、わかってる。におを助けるには、これしかない。ともだちだから、ついは、ほんとうに、におのことをともだちだと思ってたから──わかる。におを治す方法が」


　終ついがゆっくりと歩き出す。止めるべきなのに、浩こう介すけには止められなかった。彼女の言葉は、そんな不思議な強さを持っていた。


「……にお」


「あら終さん。うふ、相変わらずすごい恰かつ好こうですね！　ああ、すっごい怪け我がしてて、犯されかけてて、殺されかけてて……終さんに比べて、わたし、なんて《安全》なのかなっ！　うう、ぞくぞくする、気持ちいい……」


「終!?　何してんの!?」


　素す敵てきの言葉には答えず、終はさらに歩を進める。ゆっくりと、ただ仁に央おの顔だけを見つめて。


「にお。ついは、におが話しかけてくれて、うれしかった。におが何を考えていたとかは関係なくて、本当に、うれしかった。ついは、こんなで、今まで、誰かに『ともだちになろう』なんて言われたこと、なかったから」


「そうなんですか。いいことをしましたね、わたし。お役に立てて嬉うれしいです」


「いろんなことを話して、いろんなことで笑って……そんなにおを見るのが、ついは、たのしかった。だから、わかる。ともだちだから、わかる。ついがなにをすべきか」


「へえ、何をするんですか？　遺書とか書きます？」


　終は首を横に振った。さらに足を踏み出しながら──


　言う。


「それで、ついを撃って」


「なっ──！」


　何を言ってる。馬ば鹿かか。止めなければ。止めろ。誰か、誰でもいい。


　だが、どういうわけか、素敵達は動かなかった。はっとした顔で、仁央との間合いを詰つめる終を見つめるだけ。それだけでなく、唯ゆい一いつ顔色を変えて走り寄ろうとした伊い万ま里りを素敵が手で制していた。馬鹿か、藍あい坂さか、お前は本当に馬鹿か！


　くすくすと仁央が肩を震わせた。


「そういうことですかぁ。さすが終さん、最後までわたしの味方でいてくれるんですね……嬉しいです、とっても嬉しいです。手間を省いてくれてありがとうございます、じゃあ遠慮なく！　さよなら、終さん！　終さんを殺してわたしは《安全》になります！」


　ボウガンが終に向けられる。終との距離は僅わずか二メートルほどしかない。撃たれれば終わりだ。間違いなく終わりだ。


　浩こう介すけは必死に足を動かす。空くうの《呼吸》はとっくの昔に効果が切れている。それでも関係ない、さっきと同じようにこの身を盾たてにしてでも守るだけだ。しかし身体に力が入らない。腕の痛みが脳天にまで響ひびき、情けない悲鳴を口から絞り出させる。


「ぐ、おっ……！」


　間に合わない。止めてくれ、誰か止めてくれ！　何してる、藍あい坂さか、ゲル子、黒くろ崎さき！


　だが願い虚むなしく、浩介は見てしまう。


　小さな音を立てて、仁に央おの握るボウガンの引き金が引かれるのを。そこから凶悪な矢が凶悪な速度で射出されるのを。


　そしてその矢は、まさしく一いつ瞬しゆんで終の顔面へと到達し──





「──千二百ポイントを消費する」





　何事もなく彼女の顔を通り抜けた。
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　息が止まっていた。引き攣つった喉のどを動かし、浩介は呼吸を再開させる。


　今見えたものが信じられなかった。だが終ついの後方の壁に突き刺さっている矢が物証だ。


　それは彼女がいきなり透明人間になったわけでも、人体の位相をずらす魔法を使ったわけでもない。ただ単純に、彼女は──かわしたのだ。


　あの至近距離で、合図もなく飛んできた高速の矢を。


　小首を傾かしげるように、軽く頭を動かしただけで。


　浩こう介すけはそのとき、耳たぶを掠かすめるような音を聞いていた。その矢に撫なでられた髪が微かすかに揺ゆれる様を見ていた。なんという、ギリギリの回かい避ひだったのか。


　終は表情を変えていなかった。仁に央おを見つめて、さらに一歩。間合いはたった一メートル。手を伸ばせば届きそうな距離。


　一方、仁央の表情の変化は劇的だった。愕がく然ぜんと目を見開き、寒気が襲おそってきたように背筋を震わせ、がくがくと足を震わせる。ひ、ひ、と急に呼吸のリズムを崩くずしながらも、震える腕でもう一度矢をセットし、


「にお……」


「な、なに、何なの、何なんですかそれはッ!?　噓うそ、やだ、噓、噓噓噓っ！　来ないで、来ないでぇっ！」


　再度の射出。だが結果は同じだった。


「千八百ポイントを消費」


「ひ──!?」


　今度は先程と逆方向に終が首を傾げた。それだけで矢は彼女の背後に飛び去る。今度はその耳たぶとこめかみと髪の三つを掠めていたようだった。


　もはや仁央はまともに立っていることもできない。身体をよろめかせ、怯おびえるように後退して終から距離を取る。浩介には理解できなかった。なぜ彼女はあんなにも恐怖しているのか。終のやったことは確かに異常すぎるが、それは仁央自身もやっていたことではないのか。


　その答えは、仁央自身の口から明らかにされる。


「なんで、おかしいです、絶対におかしいっ！　わかります、《安全》が見えるわたしには、わかります！　信じられない、嫌いや、理解できない、絶対に絶対に絶対に絶対に理解できないぃっ……ひ、ああ、なんで、どうして──どうして、わざとギリギリに避けてるんですかっ!?　危ないでしょう、危なすぎるでしょう!?　なんで、なんでぇっ!?」


　仁央の問いに答えたのは、終ではなかった。


　彼女のことを知るもの。彼女の死の光景すら知るもの。


　藍あい坂さか、素す敵てき。


「それが終の症候群だからよ」


　浩介の脳のう髄ずいに、その言葉はするりと滑すべり込んできた。わかっていた。陰かげる子こ、空くう、伊い万ま里り──医術部のメンバーは全員、かつて藍坂素敵に治ち療りようされたことのある元・重度罹り患かん者だ。症候群シンドロームを完全に切除することに失敗し、軽度罹り患かん者の症状と重度罹患者の変容を残した存在。


　陰かげる子こは傘。空くうは呼吸。伊い万ま里りは伏ふく倒とう。


　では、終ついは、何か。


　何かに対するギリギリの状態であること、だと思っていた。


　だが唐とう突とつに浩こう介すけは素す敵てきの言葉を思い出す。


《ギリギリ耽溺症フイリア》は七十点。間違ってはいないが、完全に正解でもない。


　ならば残りの三十点は何だ。終は、いったいどんな症候群シンドロームに罹患しているのだ──？


「……そう。ついが、きもちいいのは……」


　至近距離で、仁央の瞳を見つめたまま。


　はっきりとした声で、彼女は言った。


「危険を紙一重で回避すること。危険に対するギリギリの状態にあること」


「うそ、やだ、信じられない……安全ならいいのに！　安全であるべきなのに！　それが普通でしょう、どうかしてます、どうかしてます！　だ、だから今のも、わざとギリギリに避よけたってことですか!?」


「……いまのは、すこし、違う。そうすることしかできなかった。ポイントを使ったから」


　それが足りなかった三十点なのだと、浩介は思った。そうだ。終はたまにポイントがどうこうとか呟つぶやいていた。ギリギリを味わっていたときに、きゅーぷるぷる状態になっていたときに。よくわからなかったので無視していたが、そこに何か意味があったのか。


「それが、終の症候群シンドロームがもたらした変容だと私は診断してるわ。終の中のルールでは、危険をギリギリで回かい避ひするとポイントが貯たまる。それは言わば《自分は危険をギリギリで回避することができる》という事実の証明点。だからそのルールでは、逆に──そのポイントを消費すれば、普通では回避できない危険もギリギリで回避できるようになる、ということらしいわ。ギリギリの回避で貯めたものだから、ルール上、それはどう頑がん張ばってもギリギリの回避結果しか生み出せない。まぁ無ぶ粋すいに分析するなら、制約された条件下における超常的自己暗示が、危険回避行動に対して極限以上の集中力を強制的に発揮させている──と言った感じでしょうね」


「なんだそりゃ。そんな変な症候群シンドロームがあんのかよ……」


　思わず浩介が呟つぶやいてしまうと、素敵は軽く頷うなずいた。


「そうね。終の症候群シンドロームは少しばかり変で、少しばかり特とく殊しゆだわ。結局のところ、終が好きなのは危険にカスってポイントを貯めるという行為そのものなのよ。だから私は、その症候群シンドロームをこう呼んでる──」


　その瞬間に浩介が思い出していたのは、何でもない放課後の光景だった。終と出会った日の、意味もない暇ひま潰つぶしの一時。終と素敵がシューティングゲームをしていた。終はとてもプレイが上う手まくて、そう、わざと敵弾に自機を掠めさせるというテクニックが特に上手くて──





「──《カスリ点耽溺症グレイズフイリア》ってね」
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「そういう、こと。だから……」


　終ついがさらに一歩。両の親指がまだ錠で繫つながれているからか、あるいは元々手を使って何かをする気はないのか。腕を伸ばせば届く距離なのに、腕を伸ばさない。ただその身体をぶつけ合おうとするかのように、仁に央おに肉薄する。


　茫ぼう然ぜんとした表情で素す敵てきの言葉を聞いていた仁央が、はっと瞳を揺ゆらす。平然と踏み込んできた終の姿に、再度の恐怖感が湧わき上がってきたようだった。後ずさりしつつ、


「こ、来ないで、来ないでぇぇっ！」


「二千五百ポイント、消費」


　悲鳴と共に放たれたゼロ距離射撃すらも、終はカスリ点を消費して回かい避ひする。視線は動かない。氷の瞳が、危険をあえて近しいところで見み据すえる瞳が、仁央を離さない。


　だから仁央のほうが逃げた。


「やだ、やだ、やだやだやだ！　気持ち悪い、怖い、あーくんなんかよりもずっとずっと気持ち悪いっ！」


「な──しまった！」


「させる、ものですかっ……く！　ええい、まだ当たりませんか！」


　完全に終から背を向け、仁央が今にも転びそうな足取りで走り出す。進行方向にいた陰かげる子こが咄とつ嗟さに破れかけの傘を振り下ろすが、仁央は《安全圏けん》を見切って回避し、なおも走る。その行く手にあった写真部のドアを震える手で開き、脇わき目めも振らずに廊下に飛び出していく──


「に、逃げちゃうよ、藍あい坂さかさん!?」


「油断してたわ、追うわよ！」


「……ふぅ……呼吸がずれやがった。追うのはいいが、あたしはもう手伝わねーぞ、面めん倒どう臭くせぇ。その必要もないみてーだしな、ふん」


　素敵達が動くより先に、誰よりも早く走り出す人影があった。


　終だ。


　彼女もまた仁央を追って写真部の部室を出ていく。仁央に負けるとも劣らない、今にも倒れてしまいそうな足取り。当然だ。足の筋は痛んでいて、親指錠で手を繫つなげられているためにそもそも身体のバランスが取りにくい。その錠くらいは素敵のピッキングか何かで外してやるべきではないかと浩こう介すけは思ったが、終はそれを求めはしなかった。余計な時間を使って仁央を見失うわけにはいかない、ということだろう。


　ひたすらに前を見据えて、彼女は走る。


　痛みと不自由の全てを精神力で抑え込み、ただ走る。


　浩こう介すけ達がそれを追い抜くことは、できなかった。


　どうしてか、仁に央おに最初に追いつくべきなのは、他の誰でもない彼女でなければならないような気がした。


　窓のない部室を出ると、空がもう完全な暗くら闇やみに包まれているのがわかった。暗い校舎の廊下に、一人と六人の足音だけが響ひびく。終ついを先頭に、浩介達は黙もく々もくと仁央を追った。一方彼女は途と切ぎれ途切れに、


「来ないで……来ないで……」


　と懇こん願がんの声を発していた。だが行かざるを得ない。それが医術部の役割なのだから。


　階段を下り、一階へ。怯おびえた目でこちらを振り返ると、仁央は廊下の途中にあった通用口に飛びついた。震える手で鍵かぎを開けて外へ出る。勿もち論ろん浩介達も追った。


　通用口を出ると、そこは校舎に挟はさまれた中庭だった。切り取られた夜空の端はしに、淡い月の姿が見える。この静せい謐ひつな庭園にその光を降り注いでいる。今日の昼間、終と仁央が仲の良い姉妹のように並んで腰かけていたベンチも、今はひどく冷え冷えとした月光がその座る者のいない空白を浮き彫りにしているだけだった。


　上うわ履ばきで芝生を踏み締め、仁央はよろよろと浩介達からさらに逃げようとする。が、


「にお……」


「ひっ!?」


　体力の限界か、精神の限界か。終が声をかけただけで彼女は転んだ。もはや立ち上がることもできないのか、ずりずりとお尻しりを芝生に擦こすらせて仁央は後ずさる。


「やだ、止やめて、怖い、怖い……」


「……ついが、こわい？」


「怖い、怖いです！　駄目、絶対駄目、安全のほうがいいのに、絶対いいのに、危険のほうが好きだなんてっ！　そんな人間、人間じゃないっ！　くるってる、くるってますっ！」


　何よりも《安全》を心地好よく感じる仁央だからこそ。終の在り様は、理解のできないものなのだろう。あまりに価値観が違いすぎて、好きと嫌いが対極すぎて。だから彼女はきっと、まるで自分の存在そのものが否定されるような恐怖を感じている。


　友達だった少女に狂人扱あつかいされても、終は感情を動かさない。動いていたとしても、それを表には出さない。


「……うん。わかってる。ついは、変。だから」


「そう、変、変、変なの！　もう見たくない、話したくない、だから……だからっ……！」


　仁央の腕が持ち上がった。その手に握られているのは、最後に一本だけ残っていた矢が番つがえられた──明のボウガン。まだ手放していなかったのか。


「死んでくださいよぉぉおおお！」


　仁に央おの指が引き金を絞る。終ついには回かい避ひできるはずだ。きっと回避できるはずだ。


　だがそう思った瞬しゆん間かんに浩こう介すけは悟さとる。ボウガンが向けられている先は終の身体ではない。もっと上だ。終の頭よりも上、通用口よりも上、校舎の二階よりも三階よりも上。仁央は遥はるか高みにある月を狙ねらうかのようにボウガンを持ち上げていた。


　矢が飛ぶ。刹せつ那な、甲高い音が頭上で響ひびいた。


「つ──終っ！　危ねぇっ！」


　校舎の四階にある窓が、終の頭上にあった窓が、ボウガンの矢で割れた。通用口を出たばかりだった浩介達は一歩退けば済む。だが、仁央に歩み寄ろうと前に出ていた終はそうはいかない。


　月の光を受けて、きらきらと、きらきらと輝く無数の凶器達。刃のように鋭い、肌を容易たやすく切り裂くガラス片の雨が終の上に降ってくる。


　終はただ首を動かして空を見上げた。まるで、遥か彼方かなたにある月に何かを願おうとしているかのように。


「現在の総得点……一万七千百八十五ポイント」


　そして、小さな声で、呟つぶやいて。


「──ポイントを全消費する」


　彼女は舞った。





　それはどこか、幻げん想そう的な光景だった。


　夜の学校。その中庭。月光を反射させて降る、硝子ガラスの雨。そこに佇たたずむ小さな少女。


　破れた服に、ふらつく足に、拘こう束そくされたうえに矢で貫つらぬかれている手。だがその痛ましい姿すらも、この場においては世界の調和を崩さない。完成された絵画の中に意図を持って描かれた登場人物のように矛む盾じゆんなく在る。


　月色の雨に向かって、終が腕を伸ばす。身を折り曲げる。首を振って髪を散らす。指を開く。あるいは閉じる。腕を胸に抱く。膝ひざを曲げる。背を反らす。身体の関節の一つ一つを過不足なく使用し、その小さな体たい軀くを流れるような動きで操あやつり、


　ほんの数瞬だけ、確かに、彼女は舞った。


　そして、幻想の舞が終われば。


　現実に残るのは──


「ひ……あ、あああ……」


　もはや痙けい攣れんするように震えている仁央。芝生に落ちて散らばっているガラス片。


　ガラスの雨の、僅かな、本当に僅かな隙間を縫うようにして適宜自らの身体を動かし──まさしく雨滴のような数の凶器達を、その身体に紙一重で掠らせながら全て回避した終。


　信じられなかった。だがそれは浩介以上に仁央が感じていたことだったのだろう。


　仁に央おの手からボウガンが滑すべり落ちる。その手自体もだらんと身体の脇わきに垂らされた。


　ガラスの雨を無傷で潜くぐり抜けた終ついは、静かな瞳で彼女を見下ろしている。


「ついは……へん、だよ。だから……自分でもそれがわかってる、から。ついのことをいやだと思う子と、一緒にいたら、いけないんだと思う。友達になったら、だめなんだと思う」


　そうなのだろうか。本当に、そうなのだろうか。


　痛みをもって軋きしむ胸が、そんな曖あい昧まいな問い掛けを発する。答えはない。浩こう介すけは、終の声を肯こう定ていする言葉も否定する言葉も持ってはいなかった。


　けれど──その終の言葉が、紛まぎれもない別離の台詞せりふであることだけは、わかった。


「すてきに治ち療りようしてもらえたら、におは治る。きっと、この夜のこともみんなわすれられる。でも、におがにおであることは変わらない。ついが今もついであるのと同じように」


　なぜなら。


　終は今の攻撃を、ポイント全てを消費してまで回かい避ひする必要はなかったのだ。わざわざガラスの雨の中にいなくてもよかったのだ。いくら量が多くても、ボウガンの矢一本で割られた窓だ。外側に避さければ範はん囲い外にすぐ出られたはずだ。


　なのに、どうして彼女はポイントを使っての回避を行おこなったのか。


　仁央に見せつけるように。


《自分》と《あなた》が相容れないものであることを、改めて伝えようとするかのように──


「……ついは、知ってる。症候群シンドロームは、本人の資質と無関係じゃない。だから症候群シンドロームが治ったとしても、におはきっと、ついに苛いら々いらする。怯おびえる。怖がる。きっとついの本質は、記き憶おくがなくなっても、におの中に刻まれてると思うから。ついと自分を比較して気持ち良くなることは、もうできなくて──きっと、今みたいに、苦しむ。たとえ、ついの前ではその様子を見せなくても」


　それは、区切りだったのだろうか。


　他の誰のためでもない、自分のための。


　自分から、大好きだった友達に──別れを告げるための。


「……ついは、におを苛々させたくない。怯えさせたくない。怖がらせたくない……におを、苦しませたく、ない。におがどう思ってたとしても、本当に、友達になってくれて、ついは嬉うれしかったから。だから……だから──」


　そして彼女は、その言葉を口にした。


　苦しませたくないと言いながら、自分が苦しそうに。


　顔を伏せ、瞳を閉じ、傷ついた拳こぶしを握り締め、肩を仁央と同じように震わせながら。


　友達でいるのは止めよう、という意味である、その言葉を。








「──ぜっこう、しよう？」





　仁に央おの返事はなかった。とうの昔に、彼女は全てを拒絶していた。


「たすけて、いや、いやだよぉ……怖い、嫌い、変態、変態、変態っ……！　やだ、やだ、やだやだやだ……ひっ、ぐ、う、ぇぇぇ……」


　ポケットにでも突っ込んでいたのか、仁央は皺しわくちゃの紙袋をすっぽりと頭に被かぶって、子供のように身体を丸めたまま、泣いていた。彼女は何も見ていない。彼女は何も聞いていない。世界は狭い紙袋の中だけで、そこには何も彼女を害するものはない。


　それが、今の彼女の《安全》だった。


「……わすれちゃうから、意味がないことかもしれないけど……言っておかなくちゃと、思っただけ」


　ぽつりと終ついが呟つぶやくのが聞こえる。それから彼女は振り向いた。


「いいよ、すてき」


「……ん」


　完全に戦意を喪そう失しつした仁央に、素す敵てきがメスを持って歩み寄っていく。その顔は、意識して形作られたような無表情。


　素敵の手術が始まる。


　ただ一手順の、けれどもけっして容易たやすくはない手術が始まる。





　仁央が死んで、そして眠りの中に生き返るまで、終は一度もその視線を逸そらさなかった。






エピローグ-phase postoperative-







　激動の土曜日が終わり、日曜日が何事もなく過ぎ去る。そして翌週の月曜日。


「ちーっす……なんだ、まだお前だけか」


　自分の机に頰ほお杖づえをついてぼんやりしていた素す敵てきが、むー、と頰ほおを膨ふくらませる。


「なんだとはなによぅ。そこは『誰よりも先に部室にいるなんて、さすがです！　あなたこそ完かん璧ぺきすぎる部長オブ部長、今後一切あなたには逆らいません！』とか言うのが正しいわよ」


「真顔でそう言える図太い神経が凄すごいよな。その点だけで言えば確かに部長オブ部長だ……ちなみに今のところ、対抗馬はあの美術部の部長しかいない。王座陥かん落らくしてもナンバー２だぞ、よかったな」


　素敵がさらに頰を膨らませるのを横目で見ながら、浩こう介すけは荷物を置いて適当に部室の椅い子すに腰を下ろす。手持ち無ぶ沙さ汰たに壁の時計や窓の外を眺ながめていると、


「教室では聞けなかったけど……腕の具合はどうなの？」


　胸の聴ちよう診しん器きをくるくると指先で回しつつ、素敵が聞いてきた。浩介はおざなりに腕を──二日前に矢で貫つらぬかれていた左腕をぱたぱたと振り、


「おかげさまで、っていうところかな。傷も残ってないし痛くもない」


「ふぅん……ならいいけど。親指を動かしたつもりで人指し指が動く、とかになってなくてよかったわ」


「おい。ひょっとして、そんなことになる可能性もあったのか……？」


「別に私だって理り屈くつがわかってるわけじゃないもの、万が一の話よ。ま、とにかくちゃんと治ってるんならいいじゃない」


　などと素敵は軽く言う。浩介は口をへの字にして自分の腕を見下ろした。病院に行くのもいろいろ面めん倒どうなことになりそうだったので素敵の提案に乗ってみたのだが、まさかそんな危険があったとは。


　素敵が行おこなったのは、そのメスで傷口をさらに抉り取ることだった。素敵は誰も殺すことができない。生命に別状のない程度のかすり傷などは別だという話だが、彼女が与えた《致ち命めい傷しよう》は時間経過に応じて自然に治ち癒ゆされる。それは身体の急所を破は壊かいする一撃だけではなく、多量の血が出るような大おお怪け我がもその範はん疇ちゆうに含まれるらしかった。出血多量は死に繫つながるから、という理屈だろう。それを利用して──素敵は、本来の意味での治療を浩介に行ったのだ。


　その方法を素敵が思いついたのは、あの《周旋体イントロデユーサー》の事件があったからに違いない。あのとき死にかけていた浩介は、素敵に完全に《殺された》。そして九死に一生を得た。その応用のようなものだろう──まぁ痛みを感じる余裕もなかった前回とは違い、今回は起きている状態で深い矢傷を丸ごと抉えぐられたために死ぬかと思うほどの痛みを味わうことになったのだが。


　それを思い返しているうちに、ふと、浩こう介すけは思った。


　今更だが。こんなのは異常すぎる、と。素す敵てきの《世界と乖かい離りする症候群シンドローム》によって生まれた変容。自然ではない。けっして自然なことではない。いくら症候群シンドロームの変容だからといって、こんなことを簡単に行ってもいいのだろうか。なんのデメリットもないのだろうか。


　たとえば。たとえば、だ。


　素敵が症候群の変容を行使するたびに、その症候群の進行が早くなるなんてことは──？


「なに自分の腕ずーっと見てんのよ……あ、わかったわ」


「何がだよ」


「『まずい、手が勝手に動く！　これは俺の意志じゃない、手の神経がおかしいからなんだ！』とか言いながらスカート捲めくりや太ふと股ももタッチをするつもりね。馬ば鹿かじゃないの、絶対に許せないわ……もう一回しゅじゅちゅする必要がありそうね」


「言いがかりも甚はなはだしい！　ホントに治ってくれてよかったな、って思ってただけだ！」


　言い返しながら、浩介は頭に浮かんでいたその考えを胸の奥に押し込める。これは単なる妄もう想そうだ。何の確証もなく、確かめる術すべもない。


　だが、それと同じように──変容の行使による悪影響の可能性を否定する証しよう拠こも、なかった。


　たとえ考えすぎであっても、その可能性が否定できない以上、まったく気にしないでいることはできない。もし、万が一にも、この妄想が真実であったなら──それは本当に取り返しのつかない結果を生んでしまうのだ。


　だから浩介は自分のルールとして強く心に誓う。その妄想を妄想のままにしておくために誓う。怪け我がをしても素敵に治してもらえばいいや、などという軽薄な考えだけは今後も絶対に持たないようにしよう、と。


「ま、治ってよかったのは同感よ。終ついのほうがよっぽどひどい怪我してたけど、あの子も大丈夫かしらね」


　勿もち論ろん、素敵の治ち療りようは浩介と同じく傷ついていた終に対しても行われた。先の事件のことを知らない、あるいは話に聞いているだけの彼女にとっては初めてのことだったのだろうが、彼女も大人しく素敵のメスに身体を預けて──


（まったくだ。大丈夫なのかな、あいつ……）


　傷のことだけではなく、そう思う。今まで一時的に凍とう結けつしていた心地の悪い気分が、また胸中にぶり返してきた。


　日曜日はずっと悶もん々もんと考えていた。何をする気力もなくだらだらと寝て過ごしていた。有意義な休みだったとはとても言えない。今日の授業もぼんやりと話を聞き流していただけだった……授業を有意義に受けていないのはいつものことだが。


　つまるところ。浩こう介すけは、誰でもいいから何かを話したい、と思っていたのだった。土曜日のことについて。あの日の出来事について。


「どうしたのよ、いきなり溜ため息いきなんかついちゃって」


「いや、なんかさ……やっぱり、やるせないなぁ、って思ってよ……」


　幸い、ここには話し相手がいた。浩介はぼんやりと机に頰ほお杖づえをつきつつ、同じような姿勢でやはりぼんやりとこちらを眺ながめている素す敵てきに口を開いた。


「あんなに、仲良さそうだったのに……こんなことになっちゃってさ。向こうが終ついに近付いたのは、なんつーか、打算とかそういうのだったのかもしれんけど、仲良さそうだったのは確かなわけで。あの子が症候群シンドロームに重度罹り患かんしてなかったらどうなってたのかな、とか、たとえば向こうが終の症候群シンドロームに気付かないままだったら、最初が打算でもいつか普通の友達みたいに思えるようになってた可能性もゼロじゃないよな、とか。あー……」


　ぼりぼりと頭を搔かいて、浩介は呟つぶやく。言っている自分も何が言いたいのかよくわからない。ならば素敵にもわかりはしないだろう。


「つまり……もーちょっとなんとかならなかったのかな、ってことだよ」


　わかりやすくまとめようとすると、そんな漠ばく然ぜんとした言葉にしかならなかった。


　真ま面じ目めな顔で浩介の言葉を聞いていた素敵が、軽く椅い子すを回して浩介から視線を逸そらす。自分の机に両りよう肘ひじをついて、ただ顔を前に向けていた。浩介にはその背中しか見えない。


「そうね。確かに、いくつか後こう悔かいはあるわ。もしも、もっと早く佐さ名な橋はし明あきらを治ち療りようできていたら。宇う奈な月づきさんが誘ゆう拐かいされることがなかったら。彼女が重度罹患した後も、終が自分の性質を見せて彼女の精神を揺さぶる以外の解決策を私が見つけられていたら。他の結末もありえたのかもしれない」


　数秒の間があり、だけど、と素敵は続けた。


「どんな事情があっても、どんな過程があっても……そこに、どんな後悔があっても。誰かが重度罹患してしまったのなら、もう私にできることは一つしかないわ。後悔に手を止めたり、相手が知り合いや友達だからって躊ちゆう躇ちよしたりするわけにはいかない。見知った誰かがある日突然重度罹患するのも、たまにあることだから。あんたにとってのまりーもそうだったでしょ」


「まぁ……な」


「今回は、宇奈月さんの症候群シンドロームをちゃんと完全に切除できた。それが私の役割で、実際に私はそれをやった。結局、最低限の仕事はできたけど、最低限の仕事しかできなかった──そういうことなんでしょうね。割り切ってやらなくちゃどうしようもない……それはみんなもわかってるはずよ。重度罹患者を放っておけば、ほぼ確実に被害者が出るんだし」


　言いながら、素敵はずるずると肘を滑すべらせてその背中を曲げていく。授業中の居眠りのような姿勢で、彼女はただ机に顎あごを乗せて正面に視線を向けていた。


「割り切る、か……そうできればいいんだろうけどな」


　浩こう介すけは嘆たん息そくと合わせて呟つぶやく。


　ふと、お前はどうなんだ、と聞いてみたくなった。だが答えはわかっていたので実際に口には出さなかった。もし聞いたならば、彼女は「当然、できてるわよ。慣れてるもの」などと簡単に言うに違いない。そんな言葉で──ひどく自然に、噓うそをつくに違いない。


　それくらいは自分にもわかる。


　いくら慣れているのだとしても、そう簡単に割り切れるものではないだろう。悲しくないわけでも、寂さびしくないわけでも、あのときああすればよかったのにと後こう悔かいしないわけでもないだろう。


　そうでなければ、素す敵てきがこの部室でこんなに静かになっているはずがなかった。ぼんやりと窓の外を眺ながめているだけのはずがなかった。普通なら今頃はトランプをテーブルに叩たたきつけ、「みんなが来るまで《スピード》で勝負よ！　あたしが勝ったらあんたは血を一本検査用に提供する！　あたしが負けたら健康診断のためにあんたの血液検査をしてあげるわ！」「どっちに転んでも俺の血が抜かれるのはなんでだ!?」などというやりとりが始まっているはずだ。


　素敵以外も同じだろうと思った。割り切っているようでいて、平然としているようでいて、けれども、それだけではない。


　素敵の治ち療りようを眺めていた終ついの視線を思い出す。手の傷を抉えぐられても、その痛みを嚙かみ締めるように瞳を閉じているだけだった終の姿を思い出す。「家の玄関にでもこっそり寝かせておきますわ」と仁に央おを背負った陰かげる子こと別れての帰り道、一言も発することなく一同の最後尾を歩いていた終の足音を思い出す──


　あれから二日が過ぎた今、彼女はどんなことを思っているのだろうか。元気なのだろうか。もし元気がなかったら、自分はどんな言葉をかけてやればいいのか。


　そんなことを考えていたとき、


「こんにちはー。ごめんなさい、お友達と話してたら遅れちゃいましたっ」


「素敵さん！　ああ、一日ぶりに見る素敵さんのお姿……離れていた時間が長いほど、出会ったときの喜びが大きくなるというのは本当ですわね！」


「……ち、変態がもういやがる……よっぽど女だらけの部屋で女の臭においを嗅かぎまくりてぇんだな。話しかけんなこっち見んな息もすんな、一つでも破ったら握り潰つぶすぞ」


　伊い万ま里りに陰子、そして空くうが続いて部室にやってきた。素敵はそこでようやく机から身を起こし、


「うん、こんにちはー。みんな最近は出席率が高くて、部長として嬉うれしいわ……あ、ところで今思い出したけど、みんな持ってきてくれた？」


　何の話だろう、と思いきや、三人にはすぐに合点がいったようだった。陰子と伊万里は鞄かばんからいそいそと封筒を取り出す。空は舌打ちしながら財布を引っ張り出す。


「はい、藍あい坂さかさん」


「わたくしより愛を込めて、ですわ！　お納めくださいませ！」


「茶代だと思えば元は取れてるんだろうがよ……毎回、なんだかショバ代取られてるみてーでムカつくぜ。ほらよ！」


「確かに。まりーに、陰かげる子こさんに、くー……まる、と」


　伊い万ま里りと陰子はその封筒を素す敵てきに渡し、空くうは財布から取り出した千円札をぞんざいに素敵の机に叩たたきつける。素敵は机から引っ張り出した紙にペンを走らせて何かのチェックをつけているようだった。


「えーと……カツアゲ？」


「違うわよ！　先週くらいに言ったでしょ。部費の徴ちよう収しゆうよ、部費の！」


　そう言えばそんな話を聞いた覚えが、あるようなないような。


「で、あんたは？　もう一回言うけど、月千円よ」


　ずい、と素敵が手を伸ばしてくる。困った。今言われるまで完全に忘れていた。


「あー……残念ながら、だな。準備するのを忘れてて、現在の手持ちは心こころ許もとなく、寛かん大だいなる部長殿どのには今しばらくの猶ゆう予よをいただきたいと……」


「手持ちが《ない》じゃなくて《心許ない》という台詞せりふ！　目も泳いでる！　総じてアヤシイ！　この私の目は誤ご魔ま化かせないわ──陰子さん、くー！」


「御ぎよ意い！」


「てめーだけバックレようったってそうはいかねーぞコラ。出しやがれ」


　傘の柄えがこちらの首に引っ掛けられ、呼吸を止めると共に逃亡を阻止。なにやら久しぶりの傘攻撃だ。さらには空がガンをつけながらにじり寄ってきて、乱暴にポケットをまさぐってくる。


「こ、これは本当にカツアゲというものなんじゃないでしょうかー!?」


「うっせぇ黙れ、悲鳴も出なくなるまで握り潰つぶすぞ」


「ポケットに手を入れてる状態で言うのは止やめろ！　冗じよう談だんじゃなく聞こえる！」


「あたしは一度も冗談なんて言った覚えはねぇぞ。とにかく……と、財布発見だ。どれどれ……ありやがるじゃねぇか、千円きっちり」


「待て、それは今日の帰りに漫まん画がの新刊を買おうと思って持ってきた金で！　マイナーな本だから、今日買わないと売り切れる可能性が！」


「あの、那な霧ぎりくん、それなら私がとりあえず立て替えておいてもいいよ……？」


「いけませんわ塚つか原はらさん、そんなことをすればこの変態が変態属性だけでなくさらにヒモ属性にまで目覚めて本当にどうしようもない男になってしまいます。この男のためを思って力強く見捨てるが吉です。はい素敵さん、変態の金ですので変な粘ねん液えきがついていないか気をつけてください」


「そんなばっちそうに指で摘つまんで持ってこなくても。まぁいいや、那霧浩こう介すけ、まる、と」


「人の心がないのかお前らには！」


　などと言っていたときだった。がらり、とまた部室の扉が開く音。


「……ども……？」


　終ついだった。挨あい拶さつの最後に疑問符がついているのは、陰かげる子この傘で首を絞しめられている浩こう介すけの姿を入っていきなり見てしまったからだろう。


　だが疑問符を発したいのはこちらのほうだった。終の姿が微妙におかしかったのだ。


　包帯が増えている。


　矢で貫つらぬかれていた手に傷はない。素す敵てきによって治されている。軽傷らしいし、わざわざ痛い思いをして治ち療りようしても、ということで、元々彼女が巻いていた指や太ふと股ももの包帯（入院するきっかけになった自動車事故の名残なごりらしい）はそのままにしていた。だからそこに包帯が残っていることに不思議はない。


　だが、なぜもう片方の足にも包帯が巻かれているのか。手首にも巻かれているのか。頰ほおに可か愛わいらしいクマさん柄の絆ばん創そう膏こうが貼はられているのか。


「つ、終……お前、それ、どうした……？」


「ちょっと」


　浩介の言葉に軽く答えた終は、そこで素敵の机の上にある封筒やら何やらに気付いたらしい。


「……徴ちよう収しゆう日び、だったの？」


「そ、そうだけど。払えるなら払ってね、ていうかそれより──」


　とその包帯について追及しようとする素敵の前で、終は何かを思い出すように軽く首を傾かしげた。ややあって軽く頷うなずき、てくてくと素敵の机に歩み寄る。


「……たぶん、はらえる。中、見て」


　そして彼女がポケットから取り出したのは、真新しい白い封筒だった。たぶん、という言葉はどういうことだろう。と疑問に思う浩介の前、怪け訝げんそうに首を傾げながらも素敵がその糊のり付づけされていなかった封筒から中身を引っ張り出し、


「にゃ。にゃによ、これ……!?　諭ゆ吉きち！　諭吉が三人もいるわ！」


「なんだとぉっ!?　ブルジョワ！」


「というか終さん、部費は前と変わらず千円でいいんですのよ？　どうしてこんなにも持ってきてらっしゃったのですか」


「ひょっとして、那な霧ぎりくんみたいに元々は別のお金だった、とか……？」


　伊い万ま里りの言葉に、終がこくんと頷く。素敵がその三万円と終の顔を交互に見つつ、


「い、いいの？　大事なお金だったら、別にしばらく待ってあげてもいいんだけど」


「それはさっきの俺に言っとくべき台詞せりふじゃないのか!?」


　魂たましいの叫びは軽く無視された。次に終は首を横に振り、


「……べつに、いい。もともと、もらったものだから」


「貰もらったって……誰に？」


　さあ？　とばかりに終ついが首を傾かしげる。謎なぞは増えていくばかりだ。だがどういうわけか、素す敵てきには次第に事態が理解できてきたらしい。引き攣つった笑みのようなものを浮かべつつ、


「ええと……ひょっとして、これ、あんたの包帯が増えてることと関係があるのかしら？」


「……ある。今日、学校に行く途中に、ポイントを貯ためようとして。たまたま狭い道を車が走ってたからカスリにいって、でもちょっとだけしっぱいして、当たった。転んだら、運転手が降りてきて、どういう理由かわからないけどこの封筒を押しつけてきて──」


「おいっ!?　それは一般的には当たり屋と呼ばれる行為なのではっ!?」


「……そうなの？」


　浩こう介すけが思わずツッコんでしまうと、かくり、とまた終は逆方向に首を傾げる。恐ろしいことに一いつ瞬しゆんで全ての謎が解けてしまった。


「昨日の今日でよくやるわね──ていうかいつも言ってるけど、カスリにいくにしてもホントに怪け我がには気をつけなさいよ。こっちの寿命が縮むわ」


「ポイント、ゼロになったから、早く貯めたくて。でもいちおう、怪我には気をつけた」


「気をつけたって、どこを？」


　終はその胸を微かすかに張って答えた。ひょっとしたら、それが彼女にとっては自信満々を示す仕草だったのかもしれない。


「ちゃんと、徐行してる車を狙ねらった」


　ただその発言の内容は、やっぱり猛もう烈れつに当たり屋っぽかった。





　とりあえず素敵は一万円分部費を前払いとして受け取り、残りの二万円を終に突っ返した。終は特に感かん慨がいもなくそれをポケットに捻ねじ込む──「ちょっと貸してくれない？」と言えば簡単に貸してくれそうな気もしたが、さすがに浩介にも男のプライドというものがある。なんだか限りなくグレーな金のような気もするし。


　部費の徴ちよう収しゆうタイムが終わり、みんなが思い思いに部室に散っていったときだった。終が浩介に近付いてきて、


「……だいじょうぶ？」


「何が？」


「て」


　一音節だけの言葉を発し、彼女はじっと浩介の腕を見つめる。氷のような目の奥に、微かに申し訳なさそうにしているような気配を感じた。そうだ、読み取りにくいが、彼女は感情のない機械ではない。ただそれがあまり表に出ないだけだ。


「おう、全然大丈夫だ。ちびっ子先生にちゃんとやってもらったからな。お前は？」


「ついも、だいじょうぶ……」


「そっか、それならよかった」


　よかった。本当に、そうだろうか。彼女は友達を失ったのに。自ら別れを告げたのに。


「……あのとき、たすけてくれて、ありがとう。言ったかも、しれない、けど」


「前は疑問形で言われたような気がするな……まあ、礼なんていいよ。恥はずかしい話、お前がポイント使ってかわせるって知ってたら動いてなかったかもしれん」


「でも……あり、がとう……？」


「なぜ疑問形に戻る」


　その苦笑を最後に、言葉が止まった。ただ見つめ合う。


　終ついは何を考えているのか。何を感じているのか。わからない。わからないなら読み取れ。読み取って動いてみろよ、那な霧ぎり浩こう介すけ。矢の盾たてになることくらいならそこのマネキンでもできる。同じ部活の仲間として、少しだけ寂しそうな女の子の前にいる男として、何かやってみろよ──


　そんな心の声が、浩介の口を動かした。


「あー……藍あい坂さかとかから聞いてると思うし、俺もお前が来たときにちょっと言ったかもしれんけどよ。俺、基本的にはただの一般人なんだよな。ちょっと変な体質で、いろんな症候群シンドロームに罹かかりやすいから藍坂が経過観察してる、みたいな感じでここにいるわけで……お前らみたいに、元・重度罹り患かん者、ってわけじゃない」


「……うん」


　素す敵てき達は適当に椅い子すに座ったり漫画を読んだりお茶の準備をしたりしている。けれどなぜか、みんながこの会話を聞いているような気がした。知ったことか、と続ける。


「で、ただの一般人の立場から言わせてもらうと……お前らは、やっぱり、変だ」


「……うん……」


　小さな言葉だけを発し、終が顔を伏せる。ぴくり、と椅子に座っていた素敵の背中が震えたような気がした。まあ待てよ部長さん。


　それから浩介は自分に気合いを入れるように一つ大きく息を吸い、


「でも、俺は別に嫌じゃない。俺は一般人で、お前らは変だけど、俺は別にお前らが怖かったりお前らに苛いら々いらしたりお前らのせいで苦しんだりしない」


「っ……!?」


　終がはっと顔を上げた。浩介はもう一度苦笑して続ける。


「誰かを怖がらせたり苛々させたりするのが嫌いやだから、そういう奴やつとは友達にならないようにしよう、ってお前が思うのは、まぁいいよ。俺がどうこう口出しできることじゃない。それはお前が決めたことで、考えを変えるつもりはないんだろ？」


「……うん。ない……」


「だったら、お前らの変っぷりが嫌じゃない奴と全力で友達になればいいじゃねーか」


　終ついの目が瞬またたく。驚いたように。


　ふむ、だいぶこいつの感情がわかるようになってきたぞ、と思いつつ、浩こう介すけは足を動かした。終の背中に回り込む。そのまま彼女の華きや奢しやな肩を押し、部室の奥スペースへ歩き出す。


「え……？　なに、を……？」


「なにって、こないだ話してただろ。塚つか原はらさんがお茶淹いれてくれるまで、一緒に２Ｐプレイでシューティングでもやろうぜ。こっそり家で復習してきたからな、誰かさんと違ってコンティニューとボム連発でゲームの興を削そぐことはしねえ」


　浩介の腕に僅わずかな負荷がかかる。終が足を止めたのだ。それは彼女が拒否を示したからではなく、ぽつりと、


「……とう……」


　本日三回目の短い言葉を、呟つぶやいたからだった。小さすぎて微かすかに耳に届いただけだったが、きっと、そこに疑問符はついていなかったと思う。


　そして終は再び歩き出した。完全に自発的に歩くのでも、完全に浩介に押されて歩くのでもない、その中間の歩み。だから浩介は彼女の肩を押し続ける。


「……得点勝負、する？」


「するって言ったら、お前、手加減なくグレイズしまくるんだろうなぁ……でもまぁいいか。カスっとけカスっとけ。危険ポイントが貯たまらなかったら、お前、また当たり屋的なことやりそうだし。ポイントを貯める手伝いくらいはしてやるよ」


　そんなことを話しながら奥スペースに入ろうとしたとき、素す敵てきがずばんと手を上げて椅い子すから立ち上がった。手を上げたままのしのしとこちらに近付いてきて、


「はいはいはい！　諸事情により今まで黙ってたけど、もう我が慢まんできないわ！」


「おう!?　な、なぜにそんなにいきり立っておられるのですかね、この部長さんは！」


「決まってますわ、貴方あなた、冷静に今の自分の姿を鏡で見てごらんなさい……小さな女の子の肩を強引に押し、二人きりで、布団のある密室へ！」


「しかも、友達になろうよ、とか言いながらだぜ……布団の上でどうやって友達になるつもりだテメェ。犯罪の臭においしかしねぇぞ！」


「２Ｐプレイでシューティングだって言ってるだろ!?」


「に、２Ｐプレイ……！　やっぱりこの男、前に話してた意味での《女の子と２Ｐプレイしたい病》に……しゅ、しゅじゅちゅしなくちゃ！　今すぐ！」


「シューティングというのも、この男の中ではどんな隠いん語ごになっているのか……はっ。弾たまを撃うつ……ヒット……一発必中!?　ま、まずいですわ素敵さん、この男の頭の中にはきっとおぞましすぎる不幸せ家族計画が！」


「たまにお前ら、ツッコミが追いつかなくなるほどバカになるときがあるよな！」


　唯ゆい一いつの良心は──やはり、伊い万ま里りだ。「普通にゲームするだけじゃないのかな？」みたいな一言でいいので、何かこちらへの援えん護ご射撃をよろしく──と浩こう介すけは首を捻ひねって彼女の姿を捜す。


　今まで紅茶の準備をしていた伊い万ま里りは、どこかもじもじとこちらを見ていた。


「あのー、那な霧ぎりくん……その、ね。よかったら、もしよかったらでいいんだけど、私も、那霧くんと２Ｐプレイしてみたいな、とか……下へ手ただけど、初めてだけど、私、頑がん張ばるから……」


　上目遣い。僅わずかに紅潮した頰ほお。どうして彼女はこんなことをこんな態度で言っているのでしょうか。


「ちょっと待ってまりー、それはどういう意味での２Ｐプレイなの!?　事と次第によっては全力で止めなくちゃいけないわ！」


「え？　その、別に、普通の意味だけど……ただ、その、那霧くんとしてみたいな、って……」


　その普通が普通に聞こえないのが問題なのだ。素す敵てき達のバカがうつったのか、浩介の頭にも伊万里のモジモジした態度に何やら妙な想像が浮かんできてしまう。


「……ついと、こうたいで、する？」


「そ、それって３Ｐプレイ……？　初めてなのに、難しくないかな……でも、うん、頑張るから。上う手まくできなくても、その、怒らないでね……？」


　おい終つい、さらに塚つか原はらさんをおかしくさせるな。いや、おかしくなっているのは自分のほうか。伊万里は普通に喋しやべっているだけなのだ、曲解してはいけない。ドキドキするな自分。


　その伊万里の呟つぶやきに対し、終は大おお真ま面じ目めな顔で首を横に振り、


「それは、３Ｐプレイとは、言わない。こうたいで２Ｐプレイ、するだけ」


「そ、そうなんだ。じゃあ終さん、抜けてる間、暇ひまじゃない？」


「だいじょうぶ。いまりがやってるとき、ついは別の方法でポイントを稼ぐ。こうやって……」


　くるり、と終が振り返る。そして躊躇ためらいなくそのスカートを持ち上げ、もはや「はいてない!?」とこちらが不安に思うようになるほどギリギリまでその太ふと股ももを見せ──


　きゅーぷるぷる、といつものように目を閉じて肩を震わせてから、ほふぅ、と満足の吐息を吐はいた。さらに連続して、きゅーぷるぷる、きゅーぷるぷる。


「あぶないけど……ギリギリで、だいじょうぶ……きもち、いい。百二十ポイント、追加……あ、んあっ……」


「こ、こら終ー！　こいつへの人見知り期間が終わって、本気で気持ちよくなっちゃってるわね!?　だ、ダメよ、ダメダメ！」


「ポイント貯ためるの、手伝う、って。こうすけ、言ったよ……？」


「っ──た、確かに言ったがこういう意味じゃねぇー！」


　一瞬口くち籠ごもって、しかし反射的にツッコミだけは入れておく。彼女の声で初めて紡つむがれた自分の名前は、なぜか、とてもこそばゆく──けれどもけっして、嫌いやではなかった。


　だから浩介は思う。まだまだ色々な問題がありそうだが、少なくとも最初の一歩は踏み出せたのかな、と。


　そうだ──もしも誰かと、全力で友達になろうとするのなら。


　やっぱりそれは、まずは名前を呼び合うところから始めるものなのだろうから。


「なんだか、いきなり親しげになってるわね……いや、まぁ、私は別に部員間の名前の呼び方なんてゼンゼン気にしないんだけどさ……」


　素す敵てきはなぜかむーと頰ほおを膨ふくらませて、浩こう介すけと終ついの顔を交互に見比べるようにしていた。


　なぜ軽く不機嫌そうなのかはわからないが、その素敵の表情にまた浩介は思う。


　誰かと友達になるということは、そのぶん、一人ではなくなるということ。


　藍あい坂さか素敵に対する自分の感情は、まだ自分自身にもよくわかっていない。


　それでも。


　一人でいさせたくないと思っているのだけは、確かだった。


　だから──とりあえず、彼女に対しても、一歩。


「ところで、前から言おうと思ってたんだが」


「にゃ、にゃによ。いきなり真ま面じ目めな顔で」


「お前さ、俺のこと《那な霧ぎり浩介》ってフルネームで呼ぶだろ？　あれ、何か名めい簿ぼを読まれてるみたいでしっくりこねぇんだ。できれば苗みよう字じか名前かどっちかにしてくれると助かる」


「ほわ!?」


　そんなヘンな声で素敵は固まった。それから僅わずかに頰を赤くして、あーとかうーとか言いながら挙動不審に視線を彷徨さまよわせる。


「そ、それこそいきなりよ。そんなの、別に、どうでも」


「ていうかフルネームは普通に呼びにくくないか？」


「いや、まぁ、それはそうかもしれないけど……」


　と、なおも素敵がもじもじと視線を彷徨わせている一方、


「わたくしのように《変態》という単語で片付ければ簡単ですわよ、素敵さん」


「ボケでいいだろボケで。二音で済むぞ……ま、どーでもいいけどな」


　陰かげる子こと空くうはそんな冷やかな言葉を呟つぶやいていた。だが伊い万ま里りだけははっと顔を上げて、さらにびしりと挙手の姿勢で、


「はいはい！　えーと、那霧くん、っていうのはなんだかあんまりない苗字で、だから微妙に呼びにくくて……その、終さんもそう呼んでたし、これを機会に……わ、私も下の名前で呼んじゃったりなんかしちゃったりしてもよかったりする、かなっ!?」


「たり、が多いしなんかえらく元気だな!?　いやまあ、塚つか原はらさんがそう呼んでくれるのなら、全然俺としては構わないけど」


「ほ、ほんと？　じゃあ、これからは、こ、浩介くん……？　えへへ……」


　伊万里は不思議にはにかみつつ、ふんふんと鼻歌なども歌いながら部室の隅すみにあるパンチング人形のところに歩いていった。ぎっこんばったんと倒し始める……思い出したようにこちらの名前をぽわぽわした様子で呟つぶやいているので、何やら自分が倒されまくっているかのような気分になった。


「で……那な霧ぎりって苗みよう字じは言いにくいって意見も出たけど、藍あい坂さかとしてはどうだ？」


「そ、そう──なのかしら。じゃあその、試しに、一回くらい……ええと、こ、こ、こ……」


　ちらちらと浩こう介すけの顔を見ながら、素す敵てきは凄すさまじく恥はずかしそうに言葉を紡つむいで──


「こ──コンドロ～イチンっ♪」


「なぜいきなりＣＭっぽく!?　俺は膝ひざも腰も大丈夫だ！」


「こ、こう……抗こう血清アナフィラキシーって怖いわよねー。よかれと思って血清打っても、余計に生命の危機が近付いたりするの！」


「そうなのかもしれんが、今言う意味がわからん！」


　そこで我が慢まんの限界に至ったかのように、素敵が逆ギレのように腕をぶんぶんと振り回しながら言ってきた。


「あーもー！　恥ずかしいのよ、なんでかわかんないけど恥ずかしいのよ！」


「そうか？」


「そうなの！　じゃああんたも逆に私を名前で呼んでみなさいよ！」


「ら、楽勝に決まってるだろ。す、す、すて……」


　おかしい。何やら喉のどが詰まる。胸の奥が熱い。なんだこれは。


「……ステープラー」


「ホッチキスの正式名称よねそれは!?」


「ち、ちょっとボケてみただけだ！」


　と言ってはみたが、実際のところ、何やら恥ずかしいのだった。なぜか素敵と同じに、彼女の名前を口に出すのが恥ずかしいのだった。


　ぬー、と浩介と素敵は眉まゆを寄せて見つめ合う。折れたのは同時だった。


　素敵がふうと息を吐はき、照れたように頭を搔かきつつ、


「ええと……呼び方なんてどうでもいいじゃない。あんたはあんた。私は私」


「そう、だな。どう呼んだって、俺がここの部員で、お前がここの部長で、クラスメイトで、その……友達、なのは変わらないんだしな」


「と、友達っ？」


「違うのか？」


　素すっ頓とん狂きような声に聞き返すと、素敵は一瞬驚いた表情を見せてから、どこか恥ずかしそうに肩を縮めてもごもごと答えた。


「いや、まぁ──そう、かも、ね？　そうじゃないと言い切るのは、多少難しいかもしれない、ような気がしないでもないから、仕方なく認めざるを得ず、みたいな……」


　自分の頰ほおが赤くなっていることに気付いたか、彼女ははっと顔を上げて頭を振る。それから、何かを誤ご魔ま化かすような咳せき払ばらいを一つ。


「おほん！　ええと……よし、じゃあこの話終わり！　何だっけ、私とシューティングで勝負するんだっけ？　いいわよ、終ついにイタズラする気が起こらなくなるように完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしてあげるわ、那な霧ぎり浩こう介すけ！」


「え、そんな話だったっけ？」


「だったの！　さあ行くわよ終、当然終は私の味方になってアドバイスしてくれるわよね？　情け無用のダブルスコアで負けてどんよりするあいつの姿を一緒に眺ながめて高笑いしてやりましょう！　ひゃっほう、本当にシューティングは地じ獄ごくだぜー！」


　不自然な元気さで言って、素す敵てきは終の肩を押しながら奥スペースに向けて歩いていく。


　その白衣の背中を見ながら、浩介は苦笑していた。


　そうだ。呼び方なんてどうでもいいのかもしれない。


　自分達は既すでに、お互いの名前を口にしていて。


　つまりは──全力で友達になるための一歩を、とっくの昔に踏み出している。


　それに気付けたのは、きっと、悪いことではないのだろう。少なくとも、そのせいで今後の方針だけは決まってしまった。


　既に一歩を踏み出しているのなら。そして、立ち止まる気も後戻りする気もないのなら──


　とりあえずは、前を向いてこの道を歩き続けるしかないではないか。


（……それにしても）


　ああそうだ、呼び方なんてどうでもいい。渾あだ名なだろうがフルネームだろうが。


　けれど──さっきはなぜ、あんなにも彼女の名前を呼ぶことが恥はずかしく思えたのか。


「どうしたのよ那霧浩介、早く来ないと不戦敗とみなすわよ！」


「い、行くって。そんなに急せかすな」


　奥スペースからの声に言い返し、そして平静を装って歩き出しつつ、浩介は思った。


　理由もないのに、あいつの名前を呼ぼうとするだけで恥ずかしくなる。そんなの、まったく理り屈くつがわからない。説明不可能な、まるで病気みたいに不思議でおかしな心の動きだ。


　さて、困ったぞ。





　これは一体、どういう病気の初期症状なんだろうな？






　あとがき




　お久しぶりです、水みな瀬せ葉は月づきです。『藍あい坂さか素す敵てきな症候群２』をお届けします。


　今回は一巻で名前だけ出ていた終ついが登場したり部活巡りだったりやっぱり変態さんいらっしゃ～いな感じだったりするお話。お楽しみいただけたなら幸いです！


　さて、今巻から登場した終はいろいろギリギリな女の子なわけですが、皆さんは「これはギリギリだった！　危なかった！」というような記き憶おくをお持ちでしょうか。勿もち論ろん、ないならないでいい──というか、むしろないほうが絶対にいいですね。ですが私には深く記憶に刻まれたそんな思い出があったりします。自分が危なかったわけではないのですが。


　小学三年生のころです。そのとき通っていた小学校は古くて、木造の二階建てでした。窓も当然木製の枠わくにガラスを嵌はめたもので、ロックは垂れ下がってるネジのような器具を起こしてぐるぐる回し入れる方式の──って、今の読者さんに通じるのだろうかコレ。


　まあともかく、小学三年の私はある日の掃除の時間、その二階の廊下の窓を拭ふこうとしていたわけですよ。そして窓をガラッと開けた瞬しゆん間かん──


　窓が窓枠ごと外れました。


「!?」


　それはまったく予想外でした。反射的に窓枠を両手で摑つかんで持ったのはいいのですが、そこは小学三年生の力です、廊下に引っ張り上げることもできずにプルプルしているだけ。絶対に落としちゃダメだ、と私はパニクった頭で思っていました。なぜなら今は掃除の時間で、ここは二階で、下は裏庭のような場所なのです。もしもこの下に、裏庭の掃除をしている他の生徒達が歩いていたら……？　その子の頭の上にこのガラス窓を落下させてしまったら……？


　で、人殺しになるのは嫌いやだー！　と必死にプルプルしていたとき、同じく廊下の掃除当番だったクラスの女子一名がすぐ横で「キャー!?」と漫まん画がみたいな悲鳴を上げました。ようやくこちらのピンチに気付いてくれたのです。これで助かった、と腕をプルプルさせながらその子のほうを見る私。そこで聞こえた一言は今でも忘れられません。彼女はそこから一歩も動かずにこう言いました。


「頑がん張ばって、水瀬くん（仮）！」


（──頑張ってじゃねぇよ手伝ってよーっ!?）


　と私の記憶にある最初にして最大のツッコミを心の中で入れた直後、腕に限界が来て、下方でガシャーンという音が響ひびきましたとさ……というお話。


　いやまあ、たまたま下に人はいなくて、窓が外れたのも老ろう朽きゆう化かのせいだったので、先生にもそれほど怒られなかったのですが……運が悪ければあのとき取り返しのつかないことになっていた可能性も充分にあったわけで。だから今になっても「ギリギリだった！　危なかった！」とあのときの事件（と全身全霊のツッコミ）は心に残っているのでした。しかし考えてみると「運が悪ければ取り返しのつかないことになる」というのはたとえば自動車を運転しているときに人が前に飛び出してきたりすればしょっちゅう起こりうるわけで、だから運転している人は少しでもその可能性を減らすべくあんまり速度を出さないで安全運転するべきですね、という日本の車社会への警けい鐘しようを……私はいったい何の話をしていたのでしょうか。とにかくこの世には意外に危ないことが多いから気をつけようね、的な結論にしておくとなんだかいいことを言ったような気がします。よし。





　ここからは謝辞を。


　表紙やら何やらで大だい活かつ躍やくの終ついに加え、レアな素す敵てき達の姿──今回も素晴らしいイラストを描いてくださった絵師の東とう条じようさかな様。ありがとうございました！　今後ともよろしくお願いします！　担当編集の湯ゆ浅あさ様＆藤ふじ原わら様、毎回細かいところ（具体的には変態を書いてるところ）でこだわってしまってすみません……今回もお世話になりました！


　そしていつもながら、この本の出版に関わってくださいました皆様と、読者の皆様へ。


　心から、ありがとうございましたー！


　それでは、また次の本でお会いできれば幸いです。




水みな瀬せ葉は月づき





水みな瀬せ葉は月づき


医療器具で攻めてみるこの著者近影ですが早くも何やらこじつけ感が漂う。私の家にはそんなにいっぱい医療器具なんかないのであった……。とりあえず体重計に家にあった素人さん（見本誌）を載せてみましたが、なんと結果は八人で驚異の０グラム。ちっこいだけあって軽いようです。
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東とう条じようさかな


毎日呟きが止まらず、気づいたら呟いてばかりで作業が進んでいません。進まないということすら呟いてます。その間に黙々とやれば済む話なのに…（ブツブツ




電撃文庫


藍あい坂さか素す敵てきな症しよう候こう群ぐん２





水みな瀬せ葉は月づき





二〇十二年七月十三日　配信
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